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田

知

仁

は
じ
め
に

一
、
タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
関
連
史
料
と
先
行
研
究

二
、
タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
品
と
技
法

（
一
）
螺
鈿
工
芸
品
の
種
類

（
二
）
材
料

（
三
）
工
程

三
、
タ
イ
寺
院
螺
鈿
扉
の
時
期
区
分
・
変
遷
と
そ
の
歴
史
的
意
味

（
一
）
伝
世
螺
鈿
扉
の
概
要
と
検
討
の
方
法

（
二
）
第
一
期
の
作
品
と
そ
の
歴
史
的
意
味

（
三
）
第
二
期
の
作
品
と
そ
の
歴
史
的
意
味

（
四
）
第
三
期
の
作
品
と
そ
の
歴
史
的
意
味

お
わ
り
に

は
じ
め
に

独
特
の
真
珠
光
沢
の
色
彩
と
輝
き
を
た
た
え
る
貝
は
、
タ
イ
に
お
い
て
も
古
く
か
ら
装

飾
に
使
わ
れ
て
き
た
。
七
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
遡
る
仏
教
遺
跡
で
漆
喰
の
建
築
装
飾
に
貝

片
が
貼
ら
れ
て
い
た
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る（

（
（

他
、
仏
像
の
目
に
黒
い
貴
石
と
共
に
貝
が
象

嵌
さ
れ
た
例
も
一
般
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
遡
る
先
史
時
代
の
遺
跡
か
ら
は
貝
製
の
腕
輪

や
耳
輪
ま
た
、
ビ
ー
ズ
の
発
掘
例
が
あ
る

（
（
（

。
石
器
時
代
後
期
の
墓
か
ら
は
遺
体
に
身
に
着

け
ら
れ
た
こ
う
し
た
副
葬
品
の
発
掘
例
も
あ
る
。
沿
海
地
方
の
み
な
ら
ず
内
陸
地
方
の
遺

跡
か
ら
出
土
す
る
貝
装
飾
の
多
く
も
海
水
産
の
貝
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
の
貝
が
特
別
な

威
信
財
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

近
世
に
入
る
と
切
り
抜
い
た
貝
殻
を
使
っ
て
器
物
を
装
飾
し
た
作
品
が
現
れ
る
。
興
味

深
い
こ
と
に
こ
れ
ら
螺
鈿
工
芸
品
は
、
ほ
と
ん
ど
が
寺
院
へ
の
奉
納
品
か
、
あ
る
い
は
王

族
が
使
用
す
る
器
物
と
し
て
制
作
さ
れ
、
寺
院
や
王
宮
で
見
つ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
王
室
が
制
作
に
関
わ
っ
て
い
た
作
品
が
多
い
。
そ
の
中
に
は
制
作
年
代
が
判
明
し

て
い
る
螺
鈿
扉
が
存
在
し
、
最
も
古
い
例
は
十
八
世
紀
中
頃
に
遡
る
。
螺
鈿
扉
の
よ
う
な

巨
大
な
作
品
が
突
如
と
し
て
出
現
す
る
と
は
考
え
に
く
く
、
ま
た
こ
れ
ら
最
古
の
作
品
群

の
完
成
度
が
高
い
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
以
前
に
制
作
さ
れ
た
作
品
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か

し
、
そ
う
い
っ
た
作
品
に
つ
い
て
は
未
だ
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
タ
イ
の
螺
鈿

工
芸
の
起
源
に
つ
い
て
は
最
大
の
謎
と
し
て
残
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
螺
鈿

工
芸
制
作
が
始
ま
っ
た
後
、
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
辿
っ
た
の
か
も
詳
し
く
解
明
さ
れ
て
い

な
い
。

︱︱

近
世
近
代
タ
イ
装
飾
美
術
の
含
意
︱︱
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少
な
く
と
も
十
八
世
紀
の
半
ば
に
は
始
ま
っ
て
い
た
螺
鈿
工
芸
は
、
そ
の
後
十
九
世
紀

末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
ま
で
に
は
下
火
と
な
り
、
宮
廷
内
の
螺
鈿
職
人
部
門
は
廃
止
さ
れ

て
し
ま
う

（
（
（

こ
と
か
ら
、
王
家
の
下
で
螺
鈿
工
芸
品
が
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
確
実
な

の
は
、
十
八
世
紀
の
中
頃
か
ら
の
約
一
五
〇
年
間
と
な
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
一

五
〇
年
間
に
わ
た
る
螺
鈿
工
芸
品
の
う
ち
、
タ
イ
の
歴
史
上
で
最
も
財
力
・
労
力
・
技
術

力
を
注
ぎ
込
ん
で
制
作
さ
れ
た
螺
鈿
扉
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
現
れ
て
い
る
モ
チ
ー
フ
・

文
様
様
式
・
表
現
技
法
の
変
遷
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
時
期
の
区
分
を
行
い
、
そ
う

し
た
変
遷
の
歴
史
的
な
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

特
に
螺
鈿
扉
を
研
究
対
象
に
選
ん
だ
の
は
、
ま
ず
制
作
年
代
が
判
明
し
て
い
る
基
準
作

が
存
在
す
る
こ
と
、
螺
鈿
扉
が
各
時
代
の
最
高
の
技
術
を
も
っ
て
制
作
さ
れ
た
大
作
で
あ

り
、
多
く
が
王
家
の
工
房
で
造
ら
れ
た
と
す
る
と
、
王
朝
美
術
の
特
徴
が
明
瞭
に
表
現
さ

れ
て
お
り
、
時
代
ご
と
の
傾
向
が
把
握
し
や
す
い
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
さ
ら
に
重

要
な
点
は
王
朝
美
術
に
は
当
時
の
歴
史
的
な
文
脈
が
反
映
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。

ま
ず
第
一
章
で
は
タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
に
関
す
る
史
料
や
先
行
研
究
を
挙
げ
る
。
第
二
章

で
は
螺
鈿
工
芸
品
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
に
、
現
存
作
品
の
種
類
、
制
作
技
法
、
制

作
工
程
に
つ
い
て
述
べ
る
。
様
々
な
種
類
の
作
例
を
見
て
い
く
こ
と
で
実
用
面
か
ら
の
螺

鈿
工
芸
品
の
傾
向
が
見
え
て
く
る
。
続
い
て
螺
鈿
扉
を
中
心
と
し
た
螺
鈿
工
芸
の
材
料
と

制
作
技
法
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
が
、
こ
れ
は
第
三
章
で
検
討
す
る
技
法
変
遷
や
、
タ
イ

以
外
で
行
わ
れ
て
い
る
螺
鈿
技
法
と
比
較
す
る
上
で
重
要
と
な
る
。
そ
し
て
第
三
章
で
は

制
作
年
代
が
明
ら
か
な
作
品
を
基
準
作
と
し
、
類
似
の
特
徴
を
持
つ
作
品
群
を
集
成
し
て

分
類
す
る
こ
と
で
設
定
し
た
タ
イ
の
螺
鈿
扉
の
時
期
区
分
の
各
時
期
に
お
け
る
特
徴
に
つ

い
て
詳
述
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
モ
チ
ー
フ
・
文
様
様
式
・
表
現
技

法
の
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
螺
鈿
扉
が
造
ら
れ
た
各
時
期
の

歴
史
的
な
背
景
か
ら
文
様
に
込
め
ら
れ
た
意
味
を
探
っ
て
み
た
い
。

本
稿
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
に
お
け

る
美
術
史
上
・
技
術
史
上
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
変
遷
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
文

脈
を
反
映
し
て
い
る
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
タ
イ
螺
鈿
工
芸
史
の
基
礎
研
究
と

し
た
い
。

一
、
タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
関
係
史
料
と
先
行
研
究

螺
鈿
工
芸
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
史
料
は
多
く
な
い
。
こ
れ
は
、
螺
鈿
工
芸
品
が

盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
十
八
世
紀
半
ば
の
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王

時
代

（
（
（

か
ら
わ
ず
か
九
年
後
に
戦
火
が
都
を
襲
い
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
が
失
わ
れ
た
こ
と
が
一
因

か
も
し
れ
な
い
。
加
え
て
、
螺
鈿
工
芸
に
関
す
る
研
究
自
体
も
多
い
と
は
言
え
な
い
が
、

こ
こ
で
は
主
な
文
献
を
挙
げ
て
概
説
し
た
い
。

タ
イ
で
螺
鈿
工
芸
に
言
及
し
て
い
る
最
も
古
い
文
献
の
一
つ
が『
三
印
法
典

（
（
（

』で
あ
る
。

こ
れ
は
四
〇
〇
年
を
超
え
る
ア
ユ
タ
ヤ
朝
時
代
を
通
じ
て
成
立
し
た
法
令
が
ア
ユ
タ
ヤ
王

朝
滅
亡
後
に
散
逸
し
て
い
た
も
の
を
、
現
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
初
代
ラ
ー
マ
一
世
時
代
、
一

八
〇
五
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
法
令
集
で
あ
る
。
そ
の
「
王
室
法
」
の
章
に
は
、
王
族
が
そ

の
地
位
に
応
じ
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
器
物
類
の
説
明
が
あ
り
、
金
銀
製
の
器
と
共
に

螺
鈿
器
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る

（
（
（

。
ま
た
、「
官
職
と
付
与
耕
地
」
の
章
で
は
、
螺
鈿
職

人
に
与
え
ら
れ
る
田
が
五
十
ラ
イ
と
規
定
さ
れ

（
（
（

、
螺
鈿
職
人
が
官
職
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
こ
の
史
料
の
各
条
文
の
成
立
し
た
年
代
が
は
っ
き
り
し
て
い
な

い
た
め
、
残
念
な
が
ら
タ
イ
螺
鈿
工
芸
が
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
末
か
ら
ど
の
程
度
遡
る
の
か
明

ら
か
で
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
王
ル
イ
十
四
世
は
、
一
六
八
三
年
と
一
六
八
七
年
の
二
度
タ
イ
に
公
使
を
派

遣
し
て
い
る
。
こ
の
二
度
の
公
使
派
遣
使
節
団
に
加
わ
っ
た
タ
ー
シ
ャ
ル
神
父
は
渡
航
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記
録
を
残
し
て
い
る
が
、 

そ
こ
に
は
当
時
ア
ユ
タ
ヤ
朝
ナ
ー
ラ
ー
イ
王
時
代
の
王
室
・
官

僚
・
町
の
様
子
・
自
身
が
受
け
た
接
待
の
様
子
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
最
初
の
渡

航
記
録
に
は
、
王
室
船
の
船
首
が
貝
片
を
嵌
め
た
文
様
で
飾
ら
れ
て
い
た
と
記
述
さ
れ
て

い
る

（
（
（

。
こ
の
記
述
が
制
作
技
法
を
正
確
に
描
写
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と

も
貝
で
造
っ
た
文
様
装
飾
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
現
在
バ
ン
コ
ク
の
王
室
船
博
物

館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
王
室
船
は
、
み
な
色
ガ
ラ
ス
で
装
飾
さ
れ
て
い
る
が
、
螺
鈿
装
飾

は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
同
種
の
器
物
で
螺
鈿
装
飾
品
と
ガ
ラ
ス
装
飾
品
の
双
方
が

あ
り
、
ま
た
同
一
器
物
の
装
飾
に
螺
鈿
と
ガ
ラ
ス
が
併
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
両
素
材
は
同
種
の
装
飾
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

王
室
古
文
書
館
で
見
つ
か
っ
た『
ク
ン
ル
ワ
ン
・
ワ
ッ
ト
プ
ラ
ド
ゥ
ー
ソ
ン
タ
ム
証
言
』

は
、
ア
ユ
タ
ヤ
朝
末
の
官
僚
が
ア
ユ
タ
ヤ
の
地
理
・
文
化
・
信
仰
・
官
職
に
あ
る
者
の
掟
・

ア
ユ
タ
ヤ
朝
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
記
述
し
た
史
料
で
あ
る
。
そ
の
中
に
ア
ユ
タ
ヤ
王
宮

の
後
宮
近
く
に
螺
鈿
職
人
の
工
房
が
あ
る
と
い
う
記
述
が
あ
る

（
（
（

が
、こ
れ
は『
三
印
法
典
』

に
あ
る
宮
仕
え
の
螺
鈿
職
人
の
存
在
を
裏
付
け
る
と
共
に
、
少
な
く
と
も
ア
ユ
タ
ヤ
朝
末

に
は
宮
廷
内
に
螺
鈿
職
人
集
団
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ラ

ブ
リ
ー
県
の
プ
ラ
プ
ッ
タ
バ
ー
ト
寺
院
（
仏
足
寺
）
に
螺
鈿
扉
が
建
立
さ
れ
た
こ
と

（
（（
（

や
、

ア
ユ
タ
ヤ
都
城
内
の
ヤ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ヤ
ッ
プ
通
り
に
あ
る
パ
ー
テ
ィ
ヤ
ッ
プ
市
場
で
は

螺
鈿
器
が
ガ
ラ
ス
装
飾
の
器
な
ど
と
共
に
売
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

螺
鈿
工
芸
に
つ
い
て
の
著
述
と
し
て
は
、
ワ
ッ
タ
ナ
ー
・
ト
ゥ
リ
ー
プ
ル
ッ
ク
が
著
し

た
『
器
物
塗
り
教
本
漆
・
塗
料
・
油
性
塗
料
・
ワ
ニ
ス

（
（（
（

』
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
。
著
者

は
日
本
人
で
本
名
を
三
木
榮
と
い
い
、
東
京
美
術
学
校
を
卒
業
後
一
九
一
二
年
に
渡
タ
イ

し
、
長
年
王
室
の
調
度
品
制
作
・
修
復
、
そ
し
て
漆
芸
指
導
に
携
わ
り
、
タ
イ
の
美
術
工

芸
学
校
の
校
長
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
著
書
は
一
九
三
一
年
に
三
木
が
タ
イ
語
で

著
し
た
「
塗
り
」
に
関
す
る
教
本
で
、
そ
の
う
ち
漆
の
章
に
は
七
十
一
頁
を
割
き
、
螺
鈿

工
芸
を
含
む
日
タ
イ
双
方
の
漆
芸
技
法
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
現
在
失
わ
れ
て
い
る

技
法
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
い
作
品
の
修
復
時
に
技
法
の
復
元
を

す
る
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
な
る
。
こ
の
著
作
の
内
容
は
次
章
で
ま
た
取
り
上
げ
た
い
。

一
九
五
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
螺
鈿
装
飾
職
人
教
本

（
（（
（

』
の
著
者
ル
ワ
ン
・
ウ
ィ
サ
ー
ン

シ
ン
ラ
パ
カ
ム
は
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
ラ
ー
マ
六
世
・
七
世
時
代
の
官
僚
で
、
著
名
な
建
築

家
で
あ
り
、
数
多
く
の
寺
院
の
設
計
を
手
掛
け
て
い
る
。
ま
た
タ
イ
初
の
芸
術
大
学
・
シ

ン
ラ
パ
コ
ー
ン
大
学
創
立
時
に
は
、
当
初
か
ら
教
壇
に
立
っ
て
い
る
。
こ
の
著
書
で
は
螺

鈿
扉
等
の
大
形
螺
鈿
作
品
を
取
り
上
げ
、
ア
ユ
タ
ヤ
朝
末
か
ら
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
時
代
の

作
品
例
を
概
説
し
て
い
る
。
文
様
構
成
や
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
の
記
述
も
あ
り
、
タ
イ
の

螺
鈿
工
芸
史
研
究
の
出
発
点
と
な
る
著
作
と
言
っ
て
よ
い
。
螺
鈿
扉
の
他
に
も
様
々
な
器

物
を
取
り
上
げ
る
と
共
に
、
制
作
工
程
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

ウ
ィ
サ
ン
ニ
ー
・
ポ
ー
テ
ィ
ス
ン
ト
ン
著
『
螺
鈿
工
芸

（
（（
（

』
で
は
、
器
物
類
を
用
途
別
に

分
け
紹
介
し
て
い
る
。
本
稿
第
二
章
一
節
は
主
に
こ
の
文
献
を
基
礎
資
料
と
し
て
い
る
。

ま
た
各
種
器
物
の
用
途
に
つ
い
て
は
、タ
イ
文
化
省
芸
術
局
伝
統
工
芸
部
の
内
部
資
料『
知

識
共
有
の
た
め
の
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
螺
鈿
工
芸
職
人
の
仕
事

（
（（
（

』
も
参
考
と
し
た
。

こ
の
資
料
は
芸
術
局
管
轄
下
に
あ
る
伝
統
工
芸
部
の
螺
鈿
工
芸
職
人
部
門
を
長
年
率
い
て

き
た
ア
ン
ポ
ン
・
サ
ン
マ
ー
ウ
ッ
テ
ィ
氏
を
中
心
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
行
わ
れ

て
い
る
螺
鈿
工
芸
の
制
作
技
法
に
詳
し
く
、
第
二
章
二
節
お
よ
び
三
節
お
い
て
技
法
や
材

料
に
つ
い
て
記
述
す
る
上
で
参
照
し
た
。

タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
を
海
外
に
紹
介
し
た
本
格
的
な
文
献
と
し
て
は
、
ジ
ュ
ラ
タ
サ
ナ
・

パ
ヤ
ー
カ
ラ
ー
ノ
ン
著Th

ai M
other of pearl inlay

（
（（
（

が
唯
一
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
著
書
で

は
全
頁
に
わ
た
る
カ
ラ
ー
図
版
に
よ
っ
て
、
タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で

き
る
。「
歴
史
と
作
品
例
」
の
章
で
は
歴
史
資
料
を
駆
使
し
タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
の
始
ま
り

を
ア
ユ
タ
ヤ
朝
初
期
に
遡
る
と
し
、
年
代
が
判
明
し
て
い
る
作
例
を
順
番
に
提
示
し
て
い
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二
八

る
他
、
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
も
多
少
言
及
し
て
い
る
。「
螺
鈿
工
芸
品
制
作
工
程
」
の
章

で
は
、
文
献
研
究
を
基
に
し
た
考
察
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
の
始
ま
り

を
ア
ユ
タ
ヤ
朝
初
期
と
す
る
議
論
な
ど
に
は
疑
問
が
残
る
が
、
美
し
い
カ
ラ
ー
図
版
に
よ

っ
て
タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
品
を
世
界
に
発
信
し
た
と
い
う
点
で
意
義
は
大
き
い
。

『
カ
セ
ー
ム
シ
ー
ス
パ
ヨ
ー
ク
・
グ
ロ
マ
ム
ー
ン
・
テ
ィ
ワ
ー
コ
ラ
ウ
ォ
ン
プ
ラ
ワ
ッ

ト
伝
記

（
（（
（

』
は
、
グ
ロ
マ
ム
ー
ン
・
テ
ィ
ワ
ー
コ
ラ
ウ
ォ
ン
プ
ラ
ワ
ッ
ト
（
以
下
、
テ
ィ
ワ

ー
コ
ラ
ウ
ォ
ン
王
子
）
と
い
う
欽
賜
名
で
知
ら
れ
る
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
ラ
ー
マ
五
世
の
弟

の
伝
記
で
、
生
誕
一
五
〇
年
を
記
念
し
て
二
〇
〇
七
年
に
出
版
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
十
九

世
紀
末
の
螺
鈿
工
芸
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
多
く
の
公
文
書
等
を
掲
載
し
て
い

る
。

王
子
は
若
く
し
て
様
々
な
工
芸
技
術
を
学
び
、
特
に
螺
鈿
工
芸
を
得
意
と
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
兄
王
か
ら
当
時
王
室
国
庫
局
に
属
し
て
い
た
螺
鈿
職
人
局
を
任
さ
れ

た
。
こ
の
部
署
は
そ
の
後
、
一
八
九
〇
年
に
副
王
宮

（
（（
（

に
も
併
置
さ
れ
て
い
た
螺
鈿
職
人
局

と
併
合
さ
れ
、
新
設
の
工
部
省
下
に
移
っ
て
い
る
。
テ
ィ
ワ
ー
コ
ラ
ウ
ォ
ン
王
子
は
一
八

七
九
年
か
ら
始
ま
る
王
宮
の
大
修
理
で
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
本
堂
螺
鈿
扉
や
プ
ラ
チ
ェ
ー
ト

ゥ
ポ
ン
寺
院
本
堂
螺
鈿
扉
と
い
っ
た
重
要
な
作
品
の
修
復
を
指
揮
し
て
い
る
他
、
第
三
章

で
詳
述
す
る
プ
ラ
サ
ー
ト
・
プ
ラ
テ
ー
プ
ビ
ド
ー
ン
堂
螺
鈿
扉
も
制
作
し
て
い
る
。
プ
ラ

チ
ェ
ー
ト
ゥ
ポ
ン
寺
院
南
隣
に
位
置
す
る
王
子
の
宮
殿
跡
か
ら
は
大
量
の
貝
片
が
発
掘
さ

れ
、
宮
殿
の
敷
地
内
に
螺
鈿
工
房
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
一
八
九
六
年
に
は
兄
王
に
書
簡
を
送
り
、
螺
鈿
職
人
局
の
人
材
不
足
に
つ
い
て
報
告
し

て
い
る
。
王
子
は
一
九
一
六
年
に
死
去
し
、
そ
の
後
螺
鈿
職
人
局
は
廃
止
さ
れ
、
以
降
長

期
間
に
わ
た
り
、
国
家
に
よ
る
螺
鈿
工
芸
品
の
制
作
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

チ
ュ
テ
ィ
ナ
ン
・
セ
ー
ン
プ
ラ
ス
ー
ト
著
『
仏
暦
二
十
三
世
紀
ア
ユ
タ
ヤ
朝
後
期
の
螺

鈿
扉
に
見
ら
れ
る
文
様
の
象
徴

（
（（
（

』
は
シ
ン
ラ
パ
コ
ー
ン
大
学
考
古
学
部
に
提
出
さ
れ
た
修

士
論
文
で
、
扱
わ
れ
た
の
は
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代
の
螺
鈿
扉
の
み
だ
が
、
そ
れ
ま
で
あ

ま
り
言
及
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
モ
チ
ー
フ
の
分
類
を
行
っ
た
点
は
特
筆
で
き
る
。

以
上
の
他
に
も
タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
に
つ
い
て
書
か
れ
た
著
作
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
全

体
を
見
渡
し
て
も
そ
の
数
は
決
し
て
多
い
と
は
言
え
ず
、
ま
た
多
く
は
前
掲
書
の
内
容
を

踏
襲
し
た
も
の
で
、
作
品
の
列
挙
や
技
法
の
説
明
に
重
き
を
な
し
、
美
術
史
研
究
上
の
考

察
は
見
ら
れ
な
い

（
（（
（

。

二
、
タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
品
と
技
法

本
章
で
は
、
タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
品
と
制
作
技
法
全
般
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い

（
（（
（

。
ま

ず
タ
イ
に
お
け
る
螺
鈿
工
芸
の
社
会
的
な
位
置
を
知
る
た
め
、
そ
の
全
体
像
に
触
れ
、
次

に
タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
制
作
技
法
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
新
し
い
技
法
が
導
入
さ
れ
る
と
表

現
に
も
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
た
め
、
タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
史
を
理
解
す
る
上
で
そ
の
技
法

の
実
態
や
変
化
を
把
握
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
新
し
い
技
法
が
ど

こ
か
ら
伝
わ
っ
た
の
か
も
重
要
な
論
点
の
一
つ
と
な
る
。
さ
ら
に
、
螺
鈿
扉
を
中
心
に
制

作
工
程
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
タ
イ
螺
鈿
工
芸
制
作
技
法
の
実
態
を

見
て
い
く
。

（
一
）
螺
鈿
工
芸
品
の
種
類

現
存
す
る
作
例
は
仏
教
関
連
作
品
と
王
室
内
の
調
度
品
と
に
大
別
さ
れ
る
。
仏
教
関
連

作
例
の
う
ち
大
形
の
作
品
群
で
は
、
ま
ず
寺
院
の
扉
板
や
窓
扉
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
定
数

が
現
存
し
、
制
作
年
代
が
銘
記
さ
れ
て
い
る
も
の
や
王
朝
年
代
記
な
ど
の
史
料
か
ら
制
作

年
代
が
判
明
し
て
い
る
作
品
も
あ
り
、
タ
イ
螺
鈿
工
芸
品
の
基
準
作
と
し
て
重
要
と
な

る
。
扉
は
す
べ
て
一
対
の
観
音
扉
で
、螺
鈿
の
装
飾
は
必
ず
扉
の
外
面
と
な
り
、裏
面
（
室

内
側
）
に
は
通
常
箔
絵
が
施
さ
れ
る
。
高
さ
三
m
を
超
え
る
大
形
の
扉
も
あ
り
、
使
わ
れ

る
貝
殻
な
ど
の
材
料
や
労
力
も
桁
外
れ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
制
作
に
は
莫
大
な
財
力
が
必
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要
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

タ
イ
中
部
で
は
仏
経
典
を
納
め
る
た
め
に
木
造
の
厨
子
を
用
い
る
。
経
厨
子
前
面
に
は

観
音
開
き
の
扉
が
付
い
て
お
り
、
内
部
に
は
三
段
ほ
ど
の
棚
が
あ
る
。
外
形
は
正
面
か
ら

見
る
と
台
形
を
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
外
面
に
は
黒
漆
地
に
箔
絵
が
施
さ
れ
た
も
の
が

多
い
が
、
螺
鈿
で
装
飾
さ
れ
た
も
の
や
、
螺
鈿
と
金
箔
そ
し
て
ガ
ラ
ス
が
併
用
さ
れ
た
例

も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
経
厨
子
の
中
に
は
古
い
寺
院
の
螺
鈿
扉
を
材
料
と
し
て
転
用
し

た
も
の
が
あ
り
、
ア
ユ
タ
ヤ
朝
以
来
の
優
れ
た
螺
鈿
作
品
が
大
切
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。
バ
ン
コ
ク
王
宮
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
の
ホ
ー
プ
ラ
モ
ン
テ
ィ
ア
ン
タ
ム
堂

に
は
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
ラ
ー
マ
一
世
時
代
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
螺
鈿
の
経
厨
子
が
多
数
納

め
ら
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
調
査
は
困
難
で
あ
る
。

螺
鈿
で
仏
足
を
描
い
た
作
品
も
何
点
か
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
螺
鈿
工
芸
の

伝
統
が
な
い
チ
ェ
ン
マ
イ
で
見
つ
か
っ
て
い
る
が
、年
代
・
制
作
地
共
に
検
討
を
要
す
る
。

ま
た
タ
イ
中
部
の
ガ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
ー
県
で
見
つ
か
っ
て
い
る
も
の
は
、
仏
足
の
様
式
か

ら
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
末
の
作
品
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
二
点
は
い
ず
れ
も
木
胎
だ

が
、
仏
足
石
に
螺
鈿
で
装
飾
し
た
例
も
あ
る
。
こ
の
仏
足
石
に
は
わ
ず
か
な
螺
鈿
文
様
し

か
残
っ
て
い
な
い
が
、
吉
祥
文
の
並
び
は
古
い
型
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
巨
大
な
横
臥

仏
の
足
の
裏
に
螺
鈿
で
吉
祥
文
を
表
し
た
も
の
も
あ
る
。
こ
う
し
た
仏
足
は
仏
教
美
術
史

と
の
関
連
で
更
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
大
形
品
の
他
、
仏
教
寺
院
で
使
用
さ
れ
る
様
々
な
器
物
類
も
制
作
さ
れ

て
い
る
。
以
下
、
仏
教
行
事
等
で
使
用
さ
れ
る
器
物
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
供
物
を
盛
っ
て
布
施
を
す
る
た
め
の
「
パ
ー
ン
」
と
呼
ば
れ
る
円
形
あ
る
い
は

多
角
形
の
高
坏
は
、
末
広
が
り
の
脚
と
幾
分
の
深
さ
を
持
つ
盆
か
ら
成
る
。
ま
た
高
坏
は

形
状
に
よ
っ
て
呼
び
名
が
変
わ
る
が
、
最
も
一
般
的
な
も
の
に
「
タ
ル
ム
」
と
呼
ば
れ
る

八
角
形
や
十
二
角
形
の
も
の
が
あ
る
。
タ
ル
ム
の
脚
は
仏
像
台
座
の
下
框
の
よ
う
な
垂
直

面
を
備
え
て
い
る
。
ま
た
二
段
重
ね
で
使
わ
れ
る
「
パ
ー
ン
・
ウ
ェ
ン
フ
ァ
ー
」
と
呼
ば

れ
る
高
坏
が
あ
る
が
、
下
段
は
前
出
の
パ
ー
ン
で
、
上
段
は
脚
の
反
花
に
相
当
す
る
部
分

が
高
く
伸
び
た
八
角
形
の
高
坏
で
あ
る
。

蓋
付
き
の
大
形
高
坏
は
「
テ
ィ
ヤ
ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
食
事
な
ど
を
入
れ
る
容
器
で
、

直
径
は
五
〇
㎝
に
も
な
る
。「
タ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
供
物
を
乗
せ
る
円
形
盆
や
「
ク
ラ

バ
」
と
呼
ば
れ
る
円
形
、
長
方
形
あ
る
い
は
多
角
形
の
器
の
多
く
は
脚
付
き
で
、
特
に
長

方
形
盆
で
は
脚
と
脚
の
間
を
つ
な
ぐ
畳
受
け
の
よ
う
な
薄
い
板
が
付
い
て
お
り
、
実
用
面

で
は
あ
ま
り
意
味
を
な
さ
な
い
こ
の
よ
う
な
特
別
な
形
状
の
由
来
も
興
味
深
い
。「
カ
ン
」

と
呼
ば
れ
る
花
な
ど
の
供
物
を
入
れ
寺
に
持
っ
て
行
く
た
め
の
金
属
製
円
形
ボ
ー
ル
に
も

外
面
を
螺
鈿
で
装
飾
し
た
も
の
が
あ
る
。
托
鉢
用
の
鉢
「
バ
ー
ト
」
に
付
属
す
る
脚
と
蓋

は
、
高
級
な
も
の
で
は
籐
の
巻
胎
に
螺
鈿
を
施
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
タ
イ
の
経
典

は
貝
多
羅
葉
か
折
本
式
の
紙
に
書
か
れ
横
長
の
形
状
を
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
経
典
を

入
れ
る
た
め
の
経
箱
や
経
典
の
表
紙
板
に
も
螺
鈿
で
装
飾
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。

以
上
の
仏
教
関
連
器
物
の
古
い
作
品
は
王
室
と
関
係
の
深
い
寺
院
で
見
つ
か
る
こ
と
が

多
く
、
古
く
か
ら
王
族
は
螺
鈿
器
を
造
ら
せ
、
寺
院
に
奉
納
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る
。

宮
廷
内
の
調
度
品
と
し
て
は
、
ま
ず
バ
ン
コ
ク
王
宮
ド
ゥ
シ
ッ
ト
宮
殿
の
寝
台
と
玉
座

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
詳
し
い
調
査
は
困
難
で
あ
る
。

器
物
と
し
て
は
「
グ
ロ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
印
籠
式
の
蓋
が
付
い
た
円
形
あ
る
い
は
正
方

形
の
物
入
れ
が
あ
る
。
円
形
品
で
は
直
径
が
二
〇
㎝
程
度
の
も
の
が
多
い
。
印
籠
式
の
蓋

を
持
つ
長
方
形
あ
る
い
は
横
長
八
角
形
の
箱
「
ヒ
ー
プ
」
の
多
く
は
煙
草
入
れ
で
、
居
間

や
客
間
に
置
か
れ
て
い
た
。
円
形
の
も
の
は
、
檳
榔
子
、
い
わ
ゆ
る
キ
ン
マ
を
入
れ
る
箱

で
、
被
せ
式
の
蓋
が
付
く
。「
ル
ン
」
は
印
籠
式
の
蓋
を
持
つ
円
形
の
物
入
れ
で
、
大
き

な
も
の
で
は
直
径
四
〇
㎝
を
超
え
る
。
円
形
の
高
坏
に
蓋
が
付
く
「
ジ
ヤ
ッ
ト
」
と
い
う
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帽
子
入
れ
も
あ
る
。
帽
子
入
れ
の
他
、
筆
記
用
具
・
宝
石
箱
・
手
提
げ
か
ば
ん
・
額
縁
な

ど
、
近
代
化
の
下
で
新
た
に
生
ま
れ
た
用
途
を
伴
っ
た
器
物
も
見
ら
れ
る
。

宮
廷
音
楽
用
楽
器
の
装
飾
に
も
螺
鈿
装
飾
が
使
わ
れ
た
例
が
あ
る
。特
に「
ラ
ナ
ー
ト
」

と
呼
ば
れ
る
木
琴
で
は
、
木
製
の
共
鳴
ボ
ッ
ク
ス
を
漆
地
螺
鈿
の
み
な
ら
ず
木
地
螺
鈿
で

装
飾
し
た
も
の
も
多
い
。
ま
た
素
焼
き
で
で
き
た
鼓
の
胴
体
部
分
を
螺
鈿
装
飾
し
た
も
の

も
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
現
存
す
る
螺
鈿
工
芸
品
は
王
族
が
寺
院
に
奉
納
し
た
も
の
と

宮
廷
内
で
使
わ
れ
た
も
の
と
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
お
り
、
当
時
の
技
術
の
粋
を
尽
く
し

て
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
宮
廷
内
に
螺
鈿
職
人
が
存

在
し
た
こ
と
、
ま
た
王
族
内
の
特
定
の
者
の
み
が
螺
鈿
器
を
使
用
で
き
た
と
い
う
上
述
の

史
料
の
記
述
を
裏
付
け
て
い
る
。

な
お
、
木
地
螺
鈿
は
、
宮
殿
や
寺
院
の
卓
・
椅
子
・
置
時
計
と
い
っ
た
家
具
・
仏
壇
の

組
み
卓
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
例
が
散
見
さ
れ
る
。
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
ラ
ー
マ
四
世
の
造

っ
た
離
宮
に
作
品
例
が
現
存
す
る
が
、
由
来
や
経
緯
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら

ず
、
今
後
の
研
究
を
待
ち
た
い
。

（
二
）
材
料

タ
イ
伝
統
の
螺
鈿
工
芸
は
技
法
的
に
見
る
と
厚
貝
漆
地
螺
鈿
に
分
類
さ
れ
る
。
素
地
に

は
主
に
木
や
籐
が
用
い
ら
れ
る
が
、
石
や
焼
物
を
使
っ
た
例
も
知
ら
れ
て
い
る
。
扉
な
ど

の
大
形
作
品
や
四
角
形
の
器
は
板
材
を
組
ん
で
造
っ
た
木
胎
だ
が
、
円
形
や
多
角
形
の
器

物
は
、
タ
イ
中
部
で
は
籐
を
巻
き
上
げ
て
形
成
し
た
巻
胎
で
、
部
分
的
に
板
材
が
併
用
さ

れ
て
い
る
。
チ
ェ
ン
マ
イ
な
ど
の
タ
イ
北
部
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
辺
り
の
漆
器
で
は
竹
の
巻

胎
が
用
い
ら
れ
る
が
、
螺
鈿
装
飾
は
認
め
ら
れ
な
い
。
木
材
と
し
て
は
現
在
チ
ー
ク
材
が

主
に
用
い
ら
れ
る
が
、
古
い
扉
で
は
よ
り
重
く
堅
い
木
材
が
使
わ
れ
て
い
る
例
も
見
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
器
物
な
ど
の
表
面
に
は
漆
が
塗
ら
れ
、
そ
の
粘
着
力
で
螺
鈿
を
装
飾
し
て

い
る
。

タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
で
は
、
漆
が
用
い
ら
れ
る
。
タ
イ
産
の
漆
は
ラ
ッ
ク
（
あ
る
い
は
ラ

ッ
ク
ヤ
イ
）
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
タ
種
（G

luta usitata

）
の
樹
木
か
ら
採
集
し
た
チ
チ
オ
ー

ル
（thitsiol

）
を
主
成
分
と
す
る
樹
液
で
あ
る

（
（（
（

。
グ
ル
タ
種
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
タ
イ
、

ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
い
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
に
分
布
す
る
。
日
本
の
漆
樹
（T. 

vernicifluum

）
と
は
樹
木
の
様
子
も
樹
液
の
主
成
分
も
異
な
る
が
、
樹
液
の
持
つ
特
性
が

日
本
産
漆
と
似
通
っ
て
い
る
た
め
、「
漆
」
と
和
訳
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
タ
イ

か
ら
漆
樹
液
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る

（
（（
（

。

タ
イ
産
漆
は
粘
性
が
強
く
、厚
貝
を
素
地
に
貼
る
接
着
剤
と
し
て
適
し
て
い
る
。ま
た
、

器
面
を
美
し
く
仕
上
げ
る
た
め
の
塗
料
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
タ
イ

産
漆
は
空
気
に
触
れ
る
こ
と
で
漆
黒
に
な
る
た
め
、
貝
の
持
つ
虹
色
の
輝
き
を
引
き
立
て

る
た
め
の
よ
い
背
景
と
な
る
。
三
木
榮
は
タ
イ
産
漆
の
特
性
と
し
て
、
熱
や
化
学
物
質
に

対
し
て
は
弱
い
が
日
光
や
雨
風
に
対
す
る
耐
久
性
が
た
い
へ
ん
高
い
こ
と
、
乾
き
に
く
い

こ
と
を
挙
げ
て
い
る

（
（（
（

。
タ
イ
で
は
日
射
が
強
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漆
が
扉
の
外
面
塗
料

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
タ
イ
産
漆
は
日
本
産
漆
と
異
な
る
特
性
を
持
つ
可
能

性
が
あ
り
、
化
学
分
析
に
よ
る
漆
の
特
性
解
明
を
期
待
し
た
い
。

タ
イ
の
漆
工
芸
技
法
に
見
ら
れ
る
特
徴
の
一
つ
は
、
バ
ナ
ナ
の
葉
や
コ
コ
ナ
ツ
の
殻
な

ど
を
焼
い
た
炭
粉
を
漆
に
混
ぜ
た
「
サ
ム
ッ
ク
」
と
呼
ぶ
パ
テ
状
の
材
料
（
以
下
、
炭
粉

漆
）
を
使
う
点
に
あ
る

（
（（
（

。
こ
の
炭
粉
漆
は
木
胎
漆
器
の
下
地
塗
り
に
も
使
わ
れ
る
が
、
籐

や
竹
の
巻
胎
や
籃
胎
の
表
面
を
平
滑
化
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
材
料
で
あ
る
。
炭
粉

漆
は
嵩
が
あ
り
、
粘
性
と
強
度
を
併
せ
持
つ
た
め
、
網
目
な
ど
へ
の
充
塡
材
と
し
て
適
し

て
い
る
。
か
つ
て
タ
イ
北
部
で
は
竹
編
み
の
籠
に
炭
粉
漆
を
施
し
た
も
の
が
日
常
的
に
使

わ
れ
て
い
た
が
、
防
水
効
果
が
得
ら
れ
る
た
め
、
山
地
で
は
水
の
運
搬
具
と
し
て
重
宝
し
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て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
炭
粉
漆
の
使
用
が
歴
史
的
に
ど
こ
ま
で
遡
れ
る
の
か
定
か
で
な
い

が
、
筆
者
は
こ
う
し
た
日
用
品
で
の
炭
粉
漆
利
用
の
習
慣
が
、
螺
鈿
器
物
、
ひ
い
て
は
螺

鈿
扉
と
い
っ
た
木
胎
漆
器
の
下
地
に
も
応
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
さ

ら
に
螺
鈿
に
お
い
て
は
一
㎜
か
ら
二
㎜
ほ
ど
も
の
厚
み
を
持
っ
た
貝
片
を
器
物
の
表
面
に

貼
る
た
め
、
器
物
面
と
貝
片
表
面
と
の
間
に
貝
厚
分
の
段
差
が
生
ま
れ
る
が
、
こ
の
段
差

を
解
消
す
る
た
め
の
材
料
と
し
て
も
伝
統
的
な
炭
粉
漆
が
最
適
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
炭
粉
漆
の
使
用
は
理
に
適
う
優
れ
た
タ
イ
螺
鈿
工
芸
独
特
の
在
地

的
技
法
だ
と
理
解
で
き
る
。
一
方
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
な
素
材
が
漆
に
混
ぜ
ら
れ
同
様
の

用
途
に
使
わ
れ
て
き
た
の
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
に
使
わ
れ
て
い
る
主
要
な
貝
は
、
観
察
の
限
り
で
は
タ
イ
語
で
「
ム

ッ
ク
・
フ
ァ
イ
」
と
呼
ば
れ
る
夜
光
貝
だ
と
思
わ
れ
る
。
夜
光
貝
は
直
径
が
二
〇
㎝

（
（（
（

に
も

な
る
大
形
の
巻
貝
で
、
奄
美
大
島
辺
り
を
北
限
と
し
て
東
シ
ナ
海
、
南
シ
ナ
海
、
ア
ン
ダ

マ
ン
海
か
ら
イ
ン
ド
洋
に
か
け
て
広
範
囲
に
生
息
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
タ

イ
近
隣
の
海
か
ら
も
採
れ
て
い
た
わ
け
だ
が
、
現
在
螺
鈿
工
芸
品
に
使
わ
れ
て
い
る
夜
光

貝
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
あ
る
い
は
ス
リ
ラ
ン
カ
と
い
っ
た
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
と

聞
く

（
（（
（

。
タ
イ
で
は
こ
の
夜
光
貝
を
大
量
に
用
い
た
大
形
作
品
が
数
多
く
制
作
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
貝
の
産
地
を
知
る
こ
と
は
、
当
時
の
通
商
ル
ー
ト
を
知
る
上
で
も
た
い
へ
ん

重
要
に
な
る
。

な
お
、
現
在
で
は
夜
光
貝
よ
り
安
価
な
白
色
の
淡
水
産
二
枚
貝
も
使
い
分
け
ら
れ
て
い

る
。
ア
ワ
ビ
貝
が
螺
鈿
工
芸
で
使
用
さ
れ
た
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
三
）
工
程

本
節
で
は
、
タ
イ
国
文
化
省
芸
術
局
伝
統
工
芸
部
で
行
わ
れ
た
王
宮
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院

プ
ラ
モ
ン
テ
ィ
ア
ン
タ
ム
堂
西
側
中
央
螺
鈿
扉
の
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
か
ら
の
知
見

を
基
に
、
螺
鈿
扉
を
中
心
と
し
た
制
作
工
程
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
こ
こ
で
記
述
す
る
工

程
は
あ
く
ま
で
現
在
行
わ
れ
て
い
る
技
法
お
よ
び
比
較
的
近
年
書
か
れ
た
文
献
の
記
述
を

基
に
し
た
も
の
で
、
ア
ユ
タ
ヤ
朝
以
来
行
わ
れ
て
い
た
技
法
に
つ
い
て
は
古
い
作
品
に
よ

る
検
討
が
必
要
な
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

ま
ず
夜
光
貝
の
加
工
に
つ
い
て
述
べ
る
。
夜
光
貝
は
電
動
ホ
イ
ー
ル
カ
ッ
タ
ー
を
使
っ

て
解
体
す
る
。
解
体
し
た
貝
片
は
表
面
側
と
内
側
の
半
透
明
層
の
両
面
を
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー

や
ベ
ル
ト
サ
ン
ダ
ー
で
研
ぎ
、
残
り
の
乳
白
色
の
真
珠
光
沢
層
が
厚
さ
二
㎜
前
後
に
な
る

よ
う
に
す
る
。
東
ア
ジ
ア
各
地
の
螺
鈿
制
作
で
使
わ
れ
て
い
る
厚
さ
〇
・
一
㎜
前
後
の
シ

ー
ト
状
貝
片
に
ま
で
は
研
が
な
い
た
め
、
で
き
る
だ
け
平
面
を
持
っ
た
大
き
な
貝
片
が
取

れ
る
よ
う
に
切
り
分
け
る
。
貝
厚
に
つ
い
て
は
、
古
い
作
品
で
は
糸
鋸
で
切
り
抜
い
た
と

み
ら
れ
る
切
り
口
が
確
認
さ
れ
、
針
や
ナ
イ
フ
と
い
っ
た
刃
物
で
は
切
削
で
き
な
い
厚
さ

を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
の
厚
さ
だ
っ
た
の
か
は
明
ら
か

で
な
い
。
現
在
知
ら
れ
る
最
も
古
い
螺
鈿
作
品
の
修
復
時
に
外
れ
落
ち
た
貝
片
を
測
定
し

た
と
こ
ろ
、
〇
・
二
㎜
か
ら
〇
・
五
㎜
ほ
ど
の
厚
み
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
現
在
使
わ

れ
て
い
る
貝
厚
と
か
な
り
開
き
が
あ
る
の
は
、
タ
イ
の
職
人
が
説
明
す
る
よ
う
に
、
修
理

ご
と
に
繰
り
返
さ
れ
る
研
磨
に
よ
っ
て
薄
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
〇
・
五

㎜
と
い
う
厚
さ
が
制
作
時
の
も
の
だ
っ
た
の
か
詳
し
く
調
べ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
十
九

世
紀
末
頃
に
螺
鈿
扉
の
伝
統
的
制
作
技
法
は
途
絶
え
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
一
九

七
〇
年
代
頃
修
理
を
担
当
し
た
の
が
当
時
行
わ
れ
て
い
た
木
地
螺
鈿
や
器
物
を
制
作
し
て

い
た
螺
鈿
職
人
だ
っ
た
と
す
る
と
、
扉
と
は
異
な
る
技
法
が
導
入
さ
れ
た
可
能
性
も
あ

り
、
古
扉
の
螺
鈿
技
法
と
そ
う
い
っ
た
器
物
制
作
の
技
法
の
相
違
点
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

切
り
分
け
た
貝
の
外
面
側
に
は
文
様
を
描
い
た
型
紙
を
貼
り
、
そ
の
型
紙
に
沿
っ
て
文

様
の
各
ピ
ー
ス
を
木
工
用
極
細
歯
を
付
け
た
糸
鋸
で
切
り
出
す
。
貝
の
解
体
や
文
様
の
切
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二

り
抜
き
に
使
う
古
来
の
道
具
に
つ
い
て
は
多
少
の
報
告
が
あ
る
。
タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
作
家

チ
ャ
ク
リ
ッ
ト
・
ス
ク
サ
ワ
ッ
ト
氏
は
、
古
く
は
籐
の
蔓
に
鉄
線
が
張
ら
れ
た
手
製
の
糸

鋸
が
使
わ
れ
て
い
た
と
し
、
そ
の
道
具
を
再
現
実
験
し
た
と
い
う

（
（（
（

。
タ
イ
北
部
チ
ェ
ン
マ

イ
で
も
、
鏨
で
歯
を
付
け
た
鉄
線
を
籐
の
蔓
に
張
っ
た
糸
鋸
を
使
っ
て
い
た
と
い
う
報
告

が
あ
る

（
（（
（

。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
自
作
の
糸
鋸
は
ベ
ト
ナ
ム
の
螺
鈿
工
房
で
は
普
通
に
使
わ

れ
て
い
る
と
い
う

（
（（
（

。
室
瀬
和
美
氏
に
よ
る
と
、
中
国
上
海
近
郊
の
木
工
工
房
で
は
、
竹
に

鉄
線
を
張
り
、
鉄
線
の
周
囲
四
方
に
鏨
で
刃
を
付
け
た
糸
鋸
が
使
わ
れ
て
い
た
と
し
、
こ

の
こ
と
か
ら
木
工
用
の
道
具
が
螺
鈿
工
芸
に
転
用
さ
れ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
ま
た
こ

う
し
た
自
作
の
糸
鋸
は
、
現
代
の
糸
鋸
の
よ
う
に
歯
が
細
か
く
な
い
た
め
、
貝
片
の
切
断

面
を
拡
大
す
る
と
鋸
刃
状
の
凹
凸
が
観
察
さ
れ
る
も
の
の
、
Ｖ
字
や
Ｌ
字
な
ど
自
由
に
切

り
込
む
の
に
は
よ
り
適
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る

（
（（
（

。
北
村
昭
斎
氏
は
、
現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

製
糸
鋸
を
使
い
貝
殻
に
Ｖ
字
の
切
れ
込
み
を
入
れ
る
と
、
Ｖ
字
の
先
端
部
分
が
角
張
っ
て

し
ま
う
が
、
タ
イ
で
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
な
自
作
の
糸
鋸
で
は
、
先
端
が
滑
ら
か
な
円
状

に
な
る
と
い
う
実
験
結
果
な
ど
、
厚
貝
の
切
削
法
に
つ
い
て
様
々
な
実
験
結
果
と
考
察
を

報
告
し
て
い
る

（
（（
（

。
タ
イ
の
古
い
螺
鈿
作
品
を
観
察
す
る
と
、
や
は
り
Ｖ
字
の
先
端
が
滑
ら

か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
切
り
口
に
鋸
刃
状
の
凹
凸
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
タ
イ
で

も
か
つ
て
こ
う
し
た
手
製
の
糸
鋸
を
使
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
貝
片
ピ
ー
ス

は
切
り
出
さ
れ
た
後
、
金
属
製
の
ヤ
ス
リ
で
形
を
整
え
る
。

複
雑
な
図
案
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
貝
片
ピ
ー
ス
を
切
り
抜
い
た
後
、
紛
失
し
な
い

よ
う
に
水
溶
性
の
糊
で
文
様
図
面
を
コ
ピ
ー
し
た
紙
に
仮
留
め
す
る
。
図
面
に
描
か
れ
た

文
様
の
一
セ
ッ
ト
分
す
べ
て
の
ピ
ー
ス
が
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、「
ク
ラ
ダ
ー
ト
・
サ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
楮
を
漉
い
た
薄
紙
に
す
べ
て
の
文
様
ピ
ー
ス
が
移
さ
れ
る
。
紙
が
薄
い
の
で

下
に
文
様
図
面
を
敷
い
て
お
け
ば
貝
の
置
く
位
置
が
わ
か
る
。
こ
の
現
在
の
方
法
で
は
、

貝
片
文
様
は
完
成
時
に
表
面
に
出
て
い
る
側
を
上
に
し
て
漆
で
紙
に
固
定
す
る
。
文
様
ピ

ー
ス
が
貼
ら
れ
た
紙
は
、
貝
の
な
い
余
白
の
部
分
を
文
様
が
散
乱
し
て
し
ま
わ
な
い
程
度

に
線
香
で
焼
き
、
紙
の
残
存
部
分
を
最
小
限
に
す
る
。
そ
し
て
、
紙
の
面
を
漆
が
塗
ら
れ

た
扉
面
に
接
し
て
貼
り
付
け
、
炭
粉
漆
で
塗
り
込
め
る
。
つ
ま
り
貝
文
様
と
扉
板
の
間
に

紙
が
一
枚
挟
ま
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
使
わ
れ
て
い
る
紙
は
薄
く
し
か
も
漆
が
沁
み
込
む

た
め
、
強
度
に
問
題
が
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
方
法
で
は
貝
文
様
を
紙
に
貼
る
時
、
扉
面
に
表
現
す
る
ま
ま
の
配
置
が
確
認
で
き

る
た
め
、
各
ピ
ー
ス
の
つ
な
が
り
や
間
隔
、
貝
の
色
合
い
な
ど
を
確
認
し
や
す
い
。
ま
た

扉
の
修
復
時
に
設
置
状
態
の
ま
ま
修
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
、
貝
文
様
の
紙
を
扉
上

に
接
着
し
た
後
す
ぐ
炭
粉
漆
を
塗
り
込
む
こ
と
が
で
き
、
固
定
し
や
す
い
と
い
う
利
点
も

あ
る
。
一
方
で
、
こ
の
方
法
で
修
理
さ
れ
た
箇
所
の
螺
鈿
文
様
が
欠
落
し
て
い
る
例
も
確

認
さ
れ
る
。

螺
鈿
職
人
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
上
記
の
現
代
的
技
法
は
本
来
の
方
法
で
は
な

い
と
い
う
。
そ
の
方
法
は
、
ま
ず
貝
片
ピ
ー
ス
を
切
り
抜
い
た
後
、
ク
ラ
ダ
ー
ト
・
サ
ー

と
呼
ば
れ
る
楮
紙
に
す
べ
て
の
文
様
ピ
ー
ス
の
表
裏
を
反
対
に
し
て
水
溶
性
の
糊
で
貼
り

付
け
る
。
紙
に
貼
ら
れ
た
時
点
で
は
、
貝
文
様
の
裏
面
が
見
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
紙
に
移
さ
れ
た
貝
文
様
面
に
漆
を
塗
り
扉
面
に
接
着
す
る
。
つ
ま
り
貝
片
が
直
接
扉
面

に
貼
り
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
時
点
で
は
紙
が
上
面
を
覆
っ
て
い
る
。
こ
の
方

法
で
は
、
貝
片
を
切
り
出
す
時
点
か
ら
表
裏
の
反
転
を
想
定
し
、
文
様
の
図
案
を
鏡
映
反

転
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
貝
片
を
接
着
し
た
漆
が
乾
燥
す
る
の
を
待
ち
、
上
面

に
あ
る
紙
を
水
で
剝
が
す
。
こ
の
技
法
は
、
沖
縄
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
螺
鈿
制
作
技
法

と
同
じ
だ
が
、
タ
イ
で
の
実
施
例
は
実
見
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い

た
の
か
も
不
明
で
あ
る
。

寺
院
扉
の
よ
う
な
大
き
な
作
品
を
制
作
す
る
場
合
は
大
量
の
貝
を
使
う
が
、
文
様
の
種

類
に
よ
っ
て
は
同
形
の
貝
片
が
大
量
に
必
要
に
な
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
切
り
出
し
て
お
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く
。
こ
う
し
た
同
形
の
貝
片
を
大
量
に
使
う
幾
何
学
パ
タ
ー
ン
文
様
で
は
貝
片
を
型
紙
に

貼
ら
ず
直
接
素
地
に
漆
で
貼
り
、
漆
が
乾
か
な
い
う
ち
に
並
び
が
適
切
か
ど
う
か
を
確
認

し
、
微
調
整
を
行
う
。
タ
イ
の
螺
鈿
文
様
が
大
量
の
細
か
い
ピ
ー
ス
で
構
成
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
つ
な
が
り
を
持
っ
た
蔓
唐
草
文
様
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
貝
を
置
い
た
時
点
で

配
置
を
す
ぐ
確
認
で
き
る
と
い
う
利
点
か
ら
、
か
つ
て
貝
を
一
つ
一
つ
置
く
こ
の
方
法
が

扉
全
面
に
採
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
ち
な
み
に
器
の
制
作
で
は
こ
の

方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。

扉
板
に
は
貝
片
文
様
を
貼
り
付
け
る
前
に
あ
ら
か
じ
め
炭
粉
漆
で
下
地
塗
り
し
て
お

く
。
貝
片
を
貼
り
付
け
た
段
階
で
は
、
扉
の
下
地
面
と
貝
片
上
面
と
は
貝
の
厚
さ
一
～
二

㎜
程
度
段
差
が
で
き
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
炭
粉
漆
で
埋
め
て
い
く
。
乾
燥
を
促
す
た
め

薄
塗
り
と
乾
燥
を
繰
り
返
し
、
最
終
的
に
は
貝
片
文
様
全
体
を
炭
粉
漆
で
覆
っ
て
し
ま

う
。
漆
の
乾
燥
後
は
、
炭
粉
漆
で
覆
わ
れ
た
貝
片
が
完
全
に
現
れ
る
ま
で
サ
ン
ダ
ー
な
ど

で
研
ぎ
出
す
。
す
べ
て
の
文
様
が
現
れ
、
文
様
面
が
平
面
に
な
っ
た
後
、
生
漆
で
拭
き
、

乾
燥
後
は
艶
出
し
用
の
パ
ウ
ダ
ー
で
磨
く
。

タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
は
厚
貝
の
た
め
貝
片
を
厳
密
な
平
坦
に
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た

大
き
な
貝
片
文
様
を
造
る
の
に
も
限
界
が
あ
る
。
あ
る
程
度
の
湾
曲
が
残
る
の
で
解
体
し

た
貝
片
を
同
じ
厚
さ
に
揃
え
る
こ
と
も
ま
た
難
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
の
貝

片
文
様
ピ
ー
ス
を
小
さ
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
き
る
だ
け
平
面
性
を
維
持
し
、
そ
の
細

か
い
ピ
ー
ス
を
大
量
に
使
っ
て
文
様
を
構
成
し
、
貝
片
を
扉
に
貼
っ
た
後
に
炭
粉
漆
で
塗

り
込
め
て
研
ぎ
出
す
工
程
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
は
作
品
の
表
面
全
体
を
平
滑
に
仕
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
タ
イ
の
螺
鈿
技
法
は
素
材
貝
片
の
研
磨
に
手
間
と
時
間
を

か
け
ず
、
仕
上
げ
の
段
階
で
の
一
括
研
磨
に
よ
っ
て
平
坦
面
を
得
る
と
い
う
、
夜
光
貝
の

特
徴
を
有
効
に
生
か
し
た
厚
貝
螺
鈿
技
法
の
ま
た
一
つ
だ
と
言
え
る
。

三
、
タ
イ
寺
院
螺
鈿
扉
の
時
期
区
分
・
変
遷
と
そ
の
歴
史
的

意
味

（
一
）
伝
世
螺
鈿
扉
の
概
要
と
検
討
の
方
法

螺
鈿
扉
の
制
作
に
は
多
額
の
財
政
出
資
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
王
室
が
関
与
し
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
紀
年
銘
や
王
朝
年
代
記
に
よ
り
制
作
年
代
が
明
ら
か
な
作
例
が

存
在
す
る
。
本
章
で
は
年
代
が
判
明
す
る
こ
れ
ら
の
現
存
遺
品
の
検
討
に
よ
り
、
螺
鈿
扉

に
現
れ
る
文
様
様
式
や
モ
チ
ー
フ
、
さ
ら
に
制
作
技
法
の
推
移
を
明
ら
か
に
し
、
螺
鈿
扉

の
時
期
区
分
を
ど
こ
に
設
定
す
べ
き
か
を
示
し
た
い
。
ま
た
こ
う
し
た
区
分
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
は
何
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
時
代
背
景
や
歴
史
的
な
要
因
を
反
映
し
て
い
る
の
か

を
探
り
た
い
。

タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
で
は
十
八
世
紀
中
頃
以
降
の
遺
品
が
確
認
さ
れ
、
遅
く
と
も
こ
の
時

期
以
降
盛
ん
に
制
作
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
九
世
紀
末
に
は

扉
を
代
表
と
す
る
大
形
作
品
が
造
ら
れ
な
く
な
る
た
め
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
の
は
十
八

世
紀
中
頃
か
ら
十
九
世
紀
末
ま
で
の
約
一
五
〇
年
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
と
、
螺
鈿
扉
を
中
心
と
し
た
タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
品
は
三
つ
の
時

期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
期
は
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代
か
ら
現

チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
初
代
ラ
ー
マ
一
世
王
時
代
ま
で
の
約
七
十
年
間
（
一
七
三
三
～
一
八
〇

九
）
と
し
た
。
ラ
ー
マ
一
世
時
代
は
過
渡
期
に
当
た
る
た
め
、
第
一
期
か
ら
独
立
さ
せ
る

こ
と
も
可
能
だ
が
、
ア
ユ
タ
ヤ
朝
時
代
の
作
品
の
特
徴
を
多
く
残
し
て
い
る
こ
と
を
重
視

し
第
一
期
に
含
め
て
お
く
。
第
二
期
は
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
ラ
ー
マ
三
世
時
代
の
二
十
七
年

間
（
一
八
二
四
～
一
八
五
一
）
で
、
こ
の
時
期
に
は
モ
チ
ー
フ
お
よ
び
文
様
表
現
に
大
き

な
変
化
と
多
様
性
が
現
れ
る
。
そ
し
て
第
三
期
は
ラ
ー
マ
四
世
時
代
か
ら
五
世
時
代
ま
で

の
約
六
十
年
間
（
一
八
五
一
～
一
九
一
〇
）
と
す
る
。
こ
の
時
期
の
特
徴
を
持
つ
最
後
の
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四

螺
鈿
扉
の
制
作
年
代
が
一
八
八
二
年
頃
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
下
限
と
す
る
と
三
十
一
年

間
と
な
る
が
、
そ
の
後
も
作
品
制
作
が
行
わ
れ
た
可
能
性
も
踏
ま
え
て
上
記
の
年
代
設
定

と
し
た
。

以
下
、
各
時
期
の
詳
細
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
二
）
第
一
期
の
作
品
と
そ
の
歴
史
的
意
味

（1）
第
一
期
の
歴
史
的
背
景
と
モ
チ
ー
フ
・
文
様
構
成
に
よ
る
分
類

タ
イ
で
螺
鈿
工
芸
が
い
つ
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の
か
は
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な

い
。
タ
ー
シ
ャ
ル
が
そ
の
渡
航
記
録
の
中
で
言
及
し
た
ナ
ー
ラ
ー
イ
王
時
代
の
船
も
残
念

な
が
ら
現
存
し
て
い
な
い
。
年
代
が
明
ら
か
な
最
古
の
作
品
は
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代
の

も
の
で
、
複
数
の
現
存
例
が
あ
る
。
こ
の
王
は
ア
ユ
タ
ヤ
第
五
王
朝
・
バ
ー
ン
プ
ル
ー
ル

ア
ン
王
朝
の
第
四
代
王
で
、
こ
の
王
の
時
代
に
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
は
最
盛
期
を
迎
え
た
と
言

わ
れ
る
。
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代
の
年
記
が
あ
る
螺
鈿
作
品
群
は
、
文
様
や
技
術
的
な
完

成
度
が
非
常
に
高
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
文
様
様
式
と
共
に
高
度
な
技
術
が
確
立
さ

れ
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
王
が
崩
御
し
て
わ
ず
か
九
年
後
の
一
七
六
七
年
に
ア
ユ
タ
ヤ

王
都
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
コ
ン
バ
ウ
ン
王
朝
の
攻
撃
を
受
け
、
王
朝
は
滅
亡
す
る
。
一
説
で

は
こ
の
時
十
万
人
に
上
る
ア
ユ
タ
ヤ
の
人
々
が
捕
囚
さ
れ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
連
行
さ
れ
た

と
す
る
が
、
難
を
逃
れ
た
人
々
の
中
か
ら
新
王
朝
を
創
設
す
る
タ
ー
ク
シ
ン
王
が
現
れ

る
。
タ
ー
ク
シ
ン
王
の
時
代
は
わ
ず
か
十
五
年
で
終
わ
り
、
そ
の
後
現
在
ま
で
続
く
チ
ャ

ク
リ
ー
王
朝
が
創
設
さ
れ
る
。
そ
の
年
は
ア
ユ
タ
ヤ
落
城
か
ら
十
五
年
後
だ
が
、
ボ
ロ
マ

ゴ
ー
ト
王
の
崩
御
年
か
ら
数
え
て
も
二
十
四
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ボ
ロ

マ
ゴ
ー
ト
王
時
代
を
よ
く
知
る
人
々
が
ま
だ
多
く
存
命
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
チ
ャ
ク

リ
ー
王
朝
初
代
ラ
ー
マ
一
世
は
ア
ユ
タ
ヤ
朝
時
代
の
繁
栄
回
復
を
目
指
し
、
様
々
な
面
で

ア
ユ
タ
ヤ
朝
を
模
範
と
し
て
国
造
り
を
進
め
た

（
（（
（

。
美
術
に
関
し
て
も
ア
ユ
タ
ヤ
朝
末
の
様

式
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
ラ
ー
マ
一
世
時
代
の
建
築
装
飾
な
ど
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、

螺
鈿
工
芸
品
に
つ
い
て
も
同
様
だ
と
言
え
る
。
以
上
に
よ
り
第
一
期
は
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
ボ

ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代
か
ら
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
初
代
ラ
ー
マ
一
世
王
時
代
ま
で
の
約
七
十
年

間
（
一
七
三
三
～
一
八
〇
九
）
と
し
た
。

第
一
期
の
螺
鈿
扉
に
現
れ
る
文
様
は
「
神
像
渦
巻
唐
草
文
」
と
「
神
獣
円
枠
文
」
に
大

別
で
き
る
の
で
、
以
下
こ
の
分
類
に
従
っ
て
説
明
す
る
。

（2）
ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
螺
鈿
扉
と
「
神
像
渦
巻
唐
草
文
」
を
持
つ
作
例

「
神
像
渦
巻
唐
草
文
」
を
持
つ
作
例
と
し
て
は
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。

a
扉
（
一
対
二
枚
）、ア
ユ
タ
ヤ
県
ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
由
来
、一
七
五
二
年
（
碑

文
）、
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代

b
経
厨
子
、
バ
ン
コ
ク
国
立
博
物
館
、
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代
か
？

c
螺
鈿
装
飾
板
（
一
枚
、
扉
？
）、
ス
ワ
ン
パ
ッ
カ
ー
ド
宮
殿
博
物
館
、
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王

時
代
か
？

d
扉
（
四
対
八
枚
）、
サ
ラ
ブ
リ
ー
県
プ
ラ
プ
ッ
タ
バ
ー
ト
寺
院
（
仏
足
寺
）
仏
足
堂
、
ボ

ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代
あ
る
い
は
ラ
ー
マ
一
世
時
代

e
扉
（
前
後
脇
扉
八
枚
）、
バ
ン
コ
ク
王
宮
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
本
堂
、
ラ
ー
マ
一
世
時
代

f
経
厨
子
、
ス
ワ
ン
パ
ッ
カ
ー
ド
宮
殿
博
物
館
、
ラ
ー
マ
一
世
時
代
か
？

ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
由
来
の
螺
鈿
扉

右
記
の
作
品
の
う
ち
、
旧
都
ア
ユ
タ
ヤ
の
廃
寺
ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
由
来
の

a
螺
鈿
扉
（
挿
図
1
︲
（1）
）
は
、
螺
鈿
の
銘
文
（
挿
図
1
︲
（2）
）
か
ら
制
作
年
が
判
明
し
て

お
り
、現
存
最
古
の
作
品
で
あ
る
と
共
に
、第
一
期
を
代
表
す
る
基
準
作
の
一
つ
で
あ
る
。

以
下
銘
文
を
訳
出
す
る
。
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三
五

仏
暦
二
二
九
四
年
（
一
七
五
一
）
未
年
（
中
略
）
十
二
月
、
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
が
ボ

ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
の
螺
鈿
扉
を
二
〇
〇
人
の
職
人
で
制
作
す
る
よ
う
命
じ

た
。（
中
略
）六
か
月
と
二
十
四
日
を
費
や
し
完
成
し
た
。職
人
達
に
は
、衣
類
、金
銀
、

一
日
二
度
の
食
料
、
年
金
三
〇
（
バ
ー
ツ
）
が
王
か
ら
支
給
さ
れ
た
。

こ
の
銘
文
に
よ
り
、
こ
の
扉
は
ア
ユ
タ
ヤ
朝
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
が
ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ

ー
ム
寺
院
に
奉
納
す
る
た
め
に
造
ら
せ
、
一
七
五
二
年
に
完
成
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
寺
院
は
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
の
祖
父
に
当
た
る
プ
ラ
ペ
ー
ト
ラ
ー
チ
ャ
ー
王
が
前
王
を
廃

し
て
新
王
朝
・
バ
ー
ン
プ
ル
ー
ル
ア
ン
王
朝
を
創
設
し
た
後
に
、
自
身
の
居
所
を
寄
進
し

て
建
て
た
寺
院
で
あ
り

（
（（
（

、
新
王
朝
の
氏
寺
と
も
言
え
る
。

前
王
朝
プ
ラ
サ
ー
ト
ー
ン
王
朝
時
代
の
螺
鈿
工
芸
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
バ

ー
ン
プ
ル
ー
ル
ア
ン
王
朝
時
代
の
美
術
が
先
行
美
術
と
ど
の
よ
う
な
関
連
性
を
持
ち
、
ま

た
独
自
性
を
持
つ
の
か
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
、
こ
の
螺
鈿
扉
に
現
れ
て
い
る
美
術
様

式
が
ど
こ
ま
で
遡
れ
る
の
か
と
い
っ
た
重
要
な
論
点
に
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
か
も
し
れ

な
い
。

こ
の
扉
が
完
成
し
て
わ
ず
か
十
五
年
後
の
一
七
六
七
年
四
月
に
ア
ユ
タ
ヤ
都
城
は
落
城

し
、
王
宮
や
寺
院
な
ど
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
の
破
壊
と
略
奪
を
受
け
る
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
清

朝
と
戦
争
を
始
め
て
い
た
た
め
、
ア
ユ
タ
ヤ
占
領
後
ほ
ど
な
く
し
て
軍
を
引
き
揚
げ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
も
手
伝
っ
て
タ
ー
ク
シ
ン
王
は
容
易
に
ア
ユ
タ
ヤ
を
奪
還
し
た
が
、

こ
の
新
王
は
瓦
礫
と
化
し
た
ア
ユ
タ
ヤ
を
諦
め
、
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
川
を
下
り
ト
ン
ブ
リ

ー
に
新
都
を
建
設
し
た

（
（（
（

。
現
在
の
バ
ン
コ
ク
王
宮
か
ら
は
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
ー
川
を
挟
ん
だ

対
岸
に
当
た
る
。
ア
ユ
タ
ヤ
は
戦
後
荒
廃
に
任
さ
れ
、
重
要
な
文
化
遺
産
は
戦
火
と
戦
後

の
混
乱
に
よ
り
失
わ
れ
た
。
寺
院
や
王
宮
に
あ
っ
た
螺
鈿
工
芸
品
の
多
く
も
こ
の
時
失
わ

れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
の
螺
鈿
扉
が
ア
ユ
タ
ヤ
落
城
後
ど
う
な
っ
て
い
た
の

か
、
少
な
く
と
も
六
十
年
間
の
足
取
り
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
ラ
ー

挿図 1 -（1） アユタヤ県ボロマプッ
ターラーム寺院由来の螺鈿扉

挿図 1 -（2） 同 螺鈿扉銘文

マ
三
世
時
代
に
は
、
ア
ユ
タ
ヤ
の
サ
ー
ラ
ー
プ
ー
ン
寺

院
の
住
職
が
修
理
を
行
い
保
管
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
ラ
ー
マ
五
世
時
代
に
こ
の
扉
は
バ
ン
コ
ク
に
移

さ
れ
国
立
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
三
二

年
に
バ
ン
コ
ク
王
宮
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
ホ
ー
プ
ラ
モ
ン

テ
ィ
ア
ン
タ
ム
堂
西
側
中
央
扉
と
し
て
設
置
さ
れ
た

（
（（
（

。

現
在
こ
の
扉
は
タ
イ
芸
術
局
伝
統
工
芸
部
の
工
房
で
修

理
を
受
け
て
い
る
。
ホ
ー
プ
ラ
モ
ン
テ
ィ
ア
ン
タ
ム
堂

に
は
扉
の
レ
プ
リ
カ
が
す
で
に
制
作
さ
れ
、
設
置
さ
れ

て
い
る
。

作
品
の
様
相
と
技
法

ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
由
来
の
螺
鈿
扉
左
右

一
対
は
、
全
高
三
六
一
㎝
、
幅
七
二
㎝
と
巨
大
な
も
の

で
あ
る
。
現
在
廃
寺
と
な
っ
て
い
る
ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
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三
六

ラ
ー
ム
寺
院
遺
跡
本
堂
に
あ
る
五
つ
の
出
入
口
の
う
ち
本
堂
内
か
ら
正
面
ポ
ー
チ
へ
の
出

入
口
幅
は
一
六
五
㎝
で
、
扉
を
設
置
す
る
た
め
に
木
製
の
扉
枠
を
付
け
る
と
、
こ
の
観
音

開
き
の
扉
板
二
枚
を
収
め
る
の
に
ち
ょ
う
ど
よ
い
幅
と
な
る
。
一
方
、
脇
扉
四
箇
所
は
一

一
五
～
一
二
〇
㎝
の
幅
し
か
な
く
、
こ
の
扉
は
収
ま
ら
な
い
。
つ
ま
り
ナ
リ
サ
ラ
ー
親
王

が
指
摘
し
た
通
り

（
（（
（

、
こ
の
螺
鈿
扉
は
正
面
ポ
ー
チ
出
入
口
に
設
置
さ
れ
て
い
た
と
推
定
で

き
る
。

扉
の
横
幅
は
最
上
部
六
九
・
五
㎝
、
最
下
部
七
二
㎝
と
わ
ず
か
な
が
ら
台
形
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
建
物
の
壁
が
屋
根
に
向
か
っ
て
上
部
が
狭
く
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
経
厨

子
の
形
が
台
形
な
の
と
も
符
合
す
る
。
扉
の
外
面
は
螺
鈿
で
、
裏
面
は
マ
ス
キ
ン
グ
法
に

よ
る
箔
絵
で
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
い
分
析
は
別
の
機
会
に
譲
る
が
、
螺
鈿
文
様
を
観

察
す
る
と
、
少
な
く
と
も
三
、
四
回
程
度
の
大
規
模
修
復
の
形
跡
が
認
め
ら
れ
、
建
立
当

初
の
部
分
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
左
右
扉
と
も
上
部
の
お
よ
そ
六
分
の
一
の
範
囲
で
は
な

い
か
と
見
ら
れ
る
。

制
作
技
法
か
ら
見
る
と
厚
貝
漆
地
螺
鈿
で
あ
り
、
炭
粉
漆
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。
抜

け
落
ち
た
貝
片
は
〇
・
二
～
〇
・
五
㎜
程
度
の
厚
さ
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
扉
制
作
当
初
の

も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
表
現
技
法
と
し
て
は
、
大
形
の
貝
片
は
使
わ
れ
ず
、
細
か
い
ピ

ー
ス
で
繊
細
に
文
様
を
構
成
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
小
さ
な
貝
片
を
つ
な
げ
て
蔓
草
の

よ
う
な
連
続
文
様
を
構
成
す
る
に
は
、
技
術
は
も
ち
ろ
ん
根
気
強
い
作
業
が
必
要
と
な

る
。
中
に
は
非
常
に
細
長
い
貝
片
文
様
も
見
ら
れ
る
が
、
貝
が
折
れ
な
い
よ
う
に
あ
ら
か

じ
め
貝
の
裏
に
同
じ
厚
さ
の
木
板
を
貼
り
糸
鋸
で
切
り
出
す
方
法
が
採
ら
れ
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
技
法
は
現
在
使
わ
れ
て
い
な
い

（
（（
（

。

文
様
構
成
は
左
右
の
扉
で
線
対
称
と
な
り
、
静
的
な
印
象
が
強
い
。
両
扉
の
中
央
縦
一

列
に
「
神
々
」
が
並
び
、
こ
の
扉
の
中
心
文
様
と
な
っ
て
い
る
。
大
き
く
描
か
れ
た
神
々

の
間
に
は
小
さ
い
文
様
が
挟
ま
り
、
文
様
構
成
全
体
が
詰
ま
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
バ
ラ
ン

ス
を
取
っ
て
い
る
。
中
心
文
様
両
側
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
縦
方
向
に
二
十
段
重
な
っ
た
渦
巻

唐
草
文
（
挿
図
1
︲
（3）
）
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
中
心
文
様
と
そ
の
両
側
に
展
開
す

る
渦
巻
文
様
の
様
式
は
、
ア
ユ
タ
ヤ
朝
末
に
流
行
し
た
ペ
チ
ャ
ブ
リ
ー
派
の
木
彫
や
漆
喰

彫
刻
の
文
様
と
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
図
案
を
螺
鈿
扉
に
取
り
入
れ
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

中
心
文
様
を
見
る
と
、
一
番
上
に
は
ブ
ッ
ダ
の
悟
り
を
象
徴
す
る
「
ウ
ナ
ー
ロ
ム
」
と

い
う
記
号
が
祠
の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
る
（
挿
図
1
︲
（4）
）。「
ブ
ッ
ダ
は
入
滅
し
無
に
帰

し
た
」
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
人
の
姿
で
は
な
く
記
号
で
表
し
、
涅
槃
の
世
界
を
祠
で
象

徴
さ
せ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
は
多
少
の
修
理
が
入
っ
て
い
る
と
し
て
も

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
部
分
が
多
く
残
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
ウ
ナ
ー
ロ
ム
（
挿
図
1
︲
（5）
）

は
糸
鋸
で
切
り
出
し
た
と
は
信
じ
難
い
ほ
ど
細
い
曲
線
か
ら
で
き
た
波
形
を
描
い
て
い

る
。
祠
の
天
井
か
ら
下
が
る
房
状
飾
り
は
、
大
筆
の
よ
う
な
柔
ら
か
い
表
現
に
成
功
し
て 挿図 1 -（3） 同 螺鈿扉渦巻唐草文
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い
る
。

ブ
ッ
ダ
の
世
界
の
下
に
は
ハ
ム
サ
と
呼
ば
れ
る
天
国
の
鳥
に
趺
坐
す
る
梵
天
（
挿
図
3

︲
（2）
参
照
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
梵
天
は
天
地
創
造
の
神
で
あ
り
、
宇
宙
の
原
理
そ
の
も

の
を
表
す
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
神
で
あ
る
。
そ
れ
が
仏
教
に
取
り
込
ま
れ
、
ブ
ッ
ダ
の
生
涯
を
描

い
た
経
典
で
は
ブ
ッ
ダ
を
導
き
、
ま
た
守
護
す
る
存
在
と
し
て
帝
釈
天
と
共
に
登
場
す

る
。
梵
天
は
四
面
を
持
つ
が
三
面
で
表
さ
れ
て
い
る
の
は
、
タ
イ
の
絵
画
表
現
の
慣
例
に

準
じ
、
頭
裏
側
の
顔
を
表
さ
な
い
た
め
で
あ
る
。
ハ
ム
サ
は
白
鳥
の
よ
う
な
姿
を
持
つ
天

の
鳥
で
、
二
羽
が
背
中
合
わ
せ
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
梵
天
を
中
心
と
し
た
文
様
か
ら
下

の
部
分
全
体
に
は
、
文
様
の
ほ
と
ん
ど
を
新
た
に
造
り
直
し
た
と
見
ら
れ
る
修
復
の
跡
が

う
か
が
え
る
。

梵
天
の
下
に
は
、
ア
イ
ラ
ー
ヴ
ァ
タ
（
タ
イ
語
で
エ
ラ
ワ
ン
）
と
い
う
名
の
三
頭
の
象

に
趺
坐
し
た
帝
釈
天（
挿
図
3
︲
（3）
参
照
）が
描
か
れ
て
い
る
。帝
釈
天
も
イ
ン
ド
の
神
で
、

ヴ
ェ
ー
ダ
聖
典
に
登
場
す
る
戦
争
の
神
イ
ン
ド
ラ
が
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
須
弥
山
の
頂
上
に
位
置
す
る
忉
利
天
の
主
で
神
々
の
王
で
あ
る
。
帝
釈
天
の
背
後
に

描
か
れ
て
い
る
城
の
破
風
は
、
忉
利
天
の
善
見
城
を
表
し
て
い
る
。
帝
釈
天
は
冠
を
被
り

王
の
装
束
を
身
に
着
け
、
通
例
通
り
二
臂
で
表
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
金
剛
杵
で
あ
る

べ
き
と
こ
ろ
が
剣
に
持
ち
替
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ア
ユ
タ
ヤ
朝
末
か
ら
チ
ャ
ク
リ
ー
朝

初
期
の
美
術
に
見
ら
れ
る
帝
釈
天
の
図
像
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
剣
を
持
つ
手
は
左
右

の
扉
で
対
称
の
構
図
に
な
っ
て
い
る
。
ア
イ
ラ
ー
ヴ
ァ
タ
は
三
十
三
の
頭
を
持
つ
と
さ
れ

る
が
、
タ
イ
で
は
通
常
省
略
さ
れ
て
こ
の
扉
の
よ
う
に
三
頭
で
表
現
さ
れ
る
。

帝
釈
天
の
下
は
ガ
ル
ー
ダ
（
迦
楼
羅
）
に
跨
る
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
（
挿
図
4
参
照
）
で
あ
る
。

ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
も
ま
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
だ
が
、
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な

く
、
王
は
神
の
化
身
で
あ
る
と
す
る
デ
ー
ヴ
ァ
・
ラ
ー
ジ
ャ
思
想
に
基
づ
い
た
表
現
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
思
想
に
基
づ
き
タ
イ
の
王
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
化
身
で
あ
る
と
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
図
像
は
王
を
象
徴
し
て
い
る
。
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
は
通
例
通

挿図 1 -（4） 同 螺鈿扉のブッダの悟りの世界を象徴する祠図

挿図 1 -（5） 同 螺鈿扉の「ウナーロム」
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三
八

り
四
臂
だ
が
、
持
物
は
剣
・
蓮
華
・
円
盤
・
三
叉
戟
で
あ
り
、
慣
例
で
あ
る
ホ
ラ
貝
・
円
盤
・

棍
棒
・
蓮
華
と
は
異
な
る
。
帝
釈
天
の
図
像
同
様
こ
の
時
期
に
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
図
像
に
も

変
化
が
あ
る
こ
と
は
ア
ユ
タ
ヤ
朝
末
の
美
術
史
上
重
要
な
論
点
で
あ
る
。
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
は

王
の
装
束
を
身
に
着
け
冠
を
被
っ
て
い
る
。
ガ
ル
ー
ダ
は
梵
天
の
血
を
引
く
怪
鳥
で
、
天

国
の
上
を
飛
ん
で
い
る
。
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
は
自
身
よ
り
高
い
と
こ
ろ
を
飛
ぶ
ガ
ル
ー
ダ
を
咎

め
た
た
め
戦
い
と
な
っ
た
が
、
勝
負
が
つ
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ガ
ル
ー
ダ
が
頭
上
を

飛
ぶ
こ
と
を
許
す
代
わ
り
に
、
戦
い
に
赴
く
時
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
を
乗
せ
て
共
に
戦
う
と
い

う
約
束
を
交
わ
し
た
。
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
が
ガ
ル
ー
ダ
に
乗
る
姿
は
、
王
が
敵
と
勇
敢
に
戦
う

姿
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ア
ユ
タ
ヤ
朝
末
の
図
像
で
は
ガ
ル
ー
ダ
は
両
腕
を
大
き

く
広
げ
、
両
手
に
ナ
ー
ガ
の
尻
尾
を
握
り
、
両
足
で
は
ナ
ー
ガ
の
頭
を
握
っ
て
い
る
。
左

扉
で
は
ナ
ー
ガ
の
頭
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
右
扉
で
描
か
れ
て
い
な
い
の
は
修
理
の
際
の

変
更
だ
ろ
う
か
。

扉
の
一
番
下
に
は
毘
沙
門
天
が
配
さ
れ
て
い
る
。
毘
沙
門
天
は
四
天
王
の
一
人
で
北
方

の
守
護
神
で
あ
り
、
ま
た
戦
争
の
神
で
も
あ
る
。
仏
教
で
は
ブ
ッ
ダ
を
守
護
す
る
武
将
と

し
て
登
場
す
る
。
鬼
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
形
相
で
両
足
を
踏
ん
張
り
、
両
手
で
棍
棒
を
支

え
扉
の
番
人
を
し
て
い
る
。

以
上
五
つ
の
中
心
文
様
と
そ
の
間
に
配
さ
れ
た
小
形
文
様
を
上
か
ら
順
に
挙
げ
て
み
る

と
、「
ウ
ナ
ー
ロ
ム
」
を
納
め
た
祠
・
天
人
・
鬼
の
顔
・
梵
天
・
鬼
の
顔
・
帝
釈
天
・
鬼
の
顔
・

ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
鬼
の
顔
・
合
掌
天
人
・
鬼
の
顔
・
ガ
ル
ー
ダ
・
鬼
の
顔
・
毘
沙
門
天
と
、

大
小
十
四
の
モ
チ
ー
フ
が
縦
に
連
な
っ
て
い
る
。
鬼
の
顔
は
、
様
式
化
さ
れ
た
小
葉
文
様

の
集
合
体
で
描
か
れ
た
菱
形
状
の
抽
象
的
な
文
様
で
あ
る
。
タ
イ
語
で
「
ナ
ー
コ
ッ
プ
」

と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
ラ
ー
フ
（
羅
睺
）」
と
い
う
阿
修
羅
で
、
魔
除
け
で
あ
る
。

渦
巻
唐
草
文
様
は
、
連
続
し
た
長
い
蔓
草
で
渦
巻
を
成
す
。
こ
の
よ
う
な
長
い
線
を
螺

鈿
で
表
現
す
る
た
め
に
は
、
材
料
の
貝
が
大
き
さ
に
制
約
を
持
つ
た
め
、
多
く
の
貝
片
で

構
成
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
タ
イ
美
術
に
お
い
て
唐
草
文
は
様
々
な
媒
体
で
表
現
さ
れ
る

が
、
建
築
装
飾
の
主
流
で
あ
る
木
彫
と
漆
喰
彫
刻
あ
る
い
は
石
彫
で
は
浮
彫
で
蔓
草
を
途

切
れ
な
く
描
く
。
蔓
の
上
に
葉
や
花
な
ど
が
重
な
る
箇
所
も
立
体
的
に
連
続
性
を
表
現
で

き
る
。
ま
た
絵
画
で
は
連
続
し
た
線
を
色
の
濃
さ
の
変
化
や
ぼ
か
し
技
法
に
よ
っ
て
陰
影

を
出
し
、
立
体
的
に
表
現
す
る
。
一
方
タ
イ
の
箔
絵
は
マ
ス
キ
ン
グ
法
で
、
金
色
と
漆
の

黒
の
二
色
で
の
表
現
と
な
り
、
陰
影
や
奥
行
き
の
表
現
に
向
か
な
い
た
め
、
連
続
し
た
長

い
線
な
ど
の
表
現
で
は
細
部
が
表
現
し
に
く
い
。
十
九
世
紀
前
半
に
は
金
箔
の
上
に
顔
料

な
ど
で
ぼ
か
し
を
入
れ
た
陰
影
表
現
が
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て

い
な
い
。
箔
絵
で
細
部
を
表
現
す
る
た
め
に
は
、
細
か
く
マ
ス
キ
ン
グ
し
輪
郭
線
あ
る
い

は
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
部
分
に
金
を
落
と
す
よ
う
に
す
る
。
例
え
ば
葉
を
描
く
場
合
、
葉
の
周

囲
や
葉
脈
を
マ
ス
キ
ン
グ
す
る
か
、
逆
に
葉
の
輪
郭
線
や
葉
脈
を
残
し
て
マ
ス
キ
ン
グ
す

る
。
蔓
と
葉
が
重
な
る
部
分
は
重
な
り
の
境
界
に
マ
ス
キ
ン
グ
を
入
れ
、
蔓
と
葉
が
つ
な 挿図 1 -（6） 同 螺鈿扉縁取り文様帯
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が
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
蔓
は
一
端
途
切
れ
、
葉
が
描
か
れ
た
後
ま
た

蔓
が
続
く
と
い
う
表
現
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
法
は
、
螺
鈿
で
貝
片
を
切
り
抜
く
際

の
文
様
の
割
り
振
り
に
似
て
い
る
。
螺
鈿
が
貝
の
色
と
漆
の
黒
の
対
比
で
表
現
さ
れ
る
の

も
箔
絵
に
通
じ
、
こ
れ
ら
は
平
面
的
な
、
い
わ
ば
切
り
絵
の
よ
う
な
表
現
で
あ
る
と
言
え

る
。
以
上
か
ら
、
渦
巻
唐
草
文
は
木
彫
や
漆
喰
彫
刻
の
伝
統
的
な
文
様
が
絵
画
や
箔
絵
に

取
り
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
螺
鈿
に
写
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

左
右
で
一
対
の
渦
巻
文
の
中
心
に
は
小
形
の
文
様
が
配
さ
れ
て
い
る
。
上
か
ら
列
挙
す

る
と
、
葉
・
葉
・
葉
・
花
・
葉
・
花
・
葉
・
ナ
ー
ガ
・
天
人
合
掌
・
ハ
サ
デ
ィ
ン
（
鳥
）・

キ
ン
ナ
リ
ー
（
緊
那
羅
）・
タ
ッ
ク
ト
ー
（
獅
子+

象
）・
ガ
ル
ー
ダ
・
ハ
ン
サ
（
白
鳥
）・

グ
ラ
イ
ソ
ン
ラ
ー
チ
ャ
シ
ー
（
白
獅
子
）・
コ
ッ
チ
ャ
シ
ー
（
象+

獅
子
）・
獅
子
・
ギ
レ

ー
ン
（
麒
麟
）・
獅
子
・
ト
ー
テ
ー
プ
シ
ン
カ
マ
ッ
ト
（
獅
子
）
と
な
っ
て
い
る
。

文
様
全
体
は
交
互
に
配
さ
れ
た
菱
形
文
と
四
弁
華
文
で
構
成
さ
れ
た
縁
取
り
文
様
帯

（
挿
図
1
︲
（6）
）
が
囲
ん
で
い
る
。
角
の
部
分
に
は
蓮
弁
状
の
葉
文
が
配
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
連
続
的
な
装
飾
文
様
は
伝
統
的
な
建
築
装
飾
に
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
菱
形
文

の
中
に
は
獅
子
・
ガ
ル
ー
ダ
・
ハ
ム
サ
（
白
鳥
）
と
い
っ
た
動
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
全

体
を
縁
取
り
文
様
帯
で
囲
ん
で
い
る
点
は
、
イ
ン
ド
・
イ
ス
ラ
ム
あ
る
い
は
中
国
的
な
文

様
構
成
か
ら
着
想
を
得
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る

（
（（
（

。

渦
巻
唐
草
文
や
菱
形
文
な
ど
の
種
類
や
様
式
は
ア
ユ
タ
ヤ
朝
末
の
美
術
様
式
に
準
ず

る
。
ま
た
神
の
図
像
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
文
様
構
成
を
、
第
一
期

タ
イ
プ
Ａ
螺
鈿
扉
文
様
「
神
像
渦
巻
唐
草
文
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

モ
チ
ー
フ

タ
イ
の
寺
院
扉
装
飾
に
多
い
モ
チ
ー
フ
は
入
口
を
護
る
天
人
や
鬼
な
ど
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
扉
の
モ
チ
ー
フ
は
、
中
心
文
様
と
左
右
の
渦
巻
中
の
脇
文
様
か
ら
、
仏
教
の
世

界
観
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
れ
は
タ
イ
に
古
来
伝
わ
る
『
三

界
経

（
（（
（

』
と
い
う
経
典
が
基
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
経
典
は
十
四
世
紀
に
ス

コ
ー
タ
イ
王
朝
の
リ
タ
イ
王
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
以
来
タ
イ
で
仏
教
の
世
界
観

を
示
す
解
説
書
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
。

「
三
界
」
と
は
「
無
色
界
・
色
界
・
欲
界
」
の
三
世
界
の
こ
と
を
言
う
。
最
も
下
位
の
「
欲

界
」
は
、
衆
生
が
業
に
よ
っ
て
輪
廻
転
生
す
る
六
種
の
世
界
、
す
な
わ
ち
欲
界
六
天
・
人

間
道
・
修
羅
道
・
畜
生
道
・
餓
鬼
道
・
地
獄
道
（
八
大
地
獄
）
の
六
道
か
ら
成
る
。
帝
釈

天
の
住
む
忉
利
天
は
欲
界
六
天
中
下
か
ら
二
番
目
に
当
た
り
、
須
弥
山
の
頂
上
に
位
置
す

る
。
天
に
住
む
天
人
も
人
間
や
阿
修
羅
、
畜
生
、
餓
鬼
、
そ
し
て
地
獄
に
落
ち
た
者
と
同

じ
く
「
欲
」
に
縛
ら
れ
た
存
在
で
あ
り
、
こ
の
六
道
に
輪
廻
転
生
す
る
こ
と
か
ら
逃
れ
ら

れ
な
い
。
輪
廻
は
生
前
の
業
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
善
業
に
よ
っ
て
上
の
世
界
に
、
悪
業
に

よ
っ
て
地
獄
な
ど
の
下
の
世
界
に
転
生
す
る
と
説
か
れ
る
。

「
色
界
」
は
梵
天
の
世
界
で
、
こ
こ
に
住
む
者
は
欲
を
離
れ
煩
悩
か
ら
解
放
さ
れ
て
い

る
が
、
肉
体
か
ら
は
脱
却
し
て
い
な
い
。
こ
の
世
界
は
修
行
段
階
に
よ
っ
て
さ
ら
に
十
六

天
に
分
か
れ
て
い
る
。「
無
色
界
」
は
物
質
か
ら
完
全
に
離
れ
た
世
界
で
、
修
行
段
階
に

応
じ
て
四
天
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
心
の
働
き
の
み
が
存
在
し
、
梵
天
で
も
上

位
の
者
が
住
む
。
こ
の
三
つ
の
世
界
は
輪
廻
に
支
配
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
か
ら
抜
け
出

す
こ
と
を
解
脱
と
言
い
、
ブ
ッ
ダ
の
悟
り
の
境
地
を
意
味
す
る
。

こ
の
扉
の
中
心
文
様
の
モ
チ
ー
フ
を
解
釈
す
る
と
、
梵
天
は
「
色
界
」
と
「
無
色
界
」

を
表
し
、
梵
天
の
上
位
に
描
か
れ
て
い
る
「
ウ
ナ
ー
ロ
ム
」
を
納
め
た
祠
は
、
輪
廻
か
ら

解
脱
し
た
ブ
ッ
ダ
の
悟
り
の
世
界
を
象
徴
し
、
ブ
ッ
ダ
が
神
々
を
超
越
し
た
存
在
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
梵
天
の
下
に
位
置
す
る
帝
釈
天
は
忉
利
天
の
主
で
あ
り
「
欲
界
六

天
」
を
代
表
し
て
い
る
。
そ
の
下
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
は
デ
ー
ヴ
ァ
・
ラ
ー
ジ
ャ
思
想
か
ら
神

が
転
生
し
た
人
間
の
王
を
表
し
、
人
間
界
を
象
徴
し
て
い
る
。
こ
れ
は
中
心
文
様
を
取
り
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〇

巻
く
脇
文
様
を
見
る
と
さ
ら
に
明
確
に
な
る
。
無
色
界
・
色
界
を
表
す
梵
天
よ
り
上
で
は

「
葉
」
や
「
花
」
を
模
っ
た
抽
象
的
な
文
様
を
配
置
し
、
欲
界
を
示
す
帝
釈
天
よ
り
下
は

「
ヒ
マ
パ
ー
ン
の
森
の
動
物
」
と
呼
ば
れ
る
様
々
な
神
獣
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ヒ
マ
パ

ー
ン
の
森
は
須
弥
山
の
麓
に
広
が
る
森
で
、
そ
こ
に
は
変
わ
っ
た
姿
を
持
つ
神
獣
が
住
ん

で
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
こ
の
扉
に
表
さ
れ
た
文
様
は
『
三
界
経
』
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、

ブ
ッ
ダ
の
悟
り
の
世
界
を
頂
点
と
し
た
人
間
界
以
上
の
世
界
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
つ
ま
り
こ
の
扉
が
人
間
界
か
ら
さ
ら
に
上
の
世
界
へ
向
か
う
た
め
の
入
口
で

あ
る
こ
と
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
扉
を
検
討
す
る
上
で
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
扉
の
か
な
り
の
部
分

に
修
復
が
施
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
こ
の
扉
は
、
ま
ず
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
ラ
ー
マ
三
世

時
代
に
サ
ー
ラ
ー
プ
ー
ン
寺
院
に
保
護
さ
れ
て
い
た
際
に
修
復
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
ラ
ー
マ
五
世
時
代
一
八
八
二
年
の
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
一
〇
〇
周
年
、
エ
メ
ラ
ル
ド

寺
院
に
設
置
さ
れ
た
一
九
三
二
年
、
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
二
〇
〇
周
年
の
一
九
八
二
年
、
ラ

ー
マ
九
世
王
母
が
亡
く
な
っ
た
一
九
九
五
年
の
そ
れ
ぞ
れ
に
修
復
の
手
が
入
っ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
扉
を
神
像
渦
巻
唐
草
文
の
文
様
様
式
や
構
成
の
標
準
例

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
疑
問
が
残
る
。
そ
こ
で
以
下
、
ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院

螺
鈿
扉
と
類
似
の
文
様
構
成
を
持
つ
作
例
を
取
り
上
げ
、
神
像
渦
巻
唐
草
文
の
詳
細
に
つ

い
て
検
証
し
て
み
た
い
。

ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
螺
鈿
扉
文
様
と
の
類
似
作
例

グ
ロ
ム
・
ナ
コ
ン
サ
ワ
ン
ピ
ニ
ッ
ト
王
子
の
所
有
で
後
に
バ
ン
コ
ク
国
立
博
物
館
に
寄

贈
さ
れ
た
b
経
厨
子
の
扉（
挿
図
2
）は
寺
院
の
螺
鈿
扉
を
転
用
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、「
タ

イ
の
工
芸
職
人
の
父
」
と
称
さ
れ
る
ナ
リ
サ
ラ
ー
親
王
は
ア
ユ
タ
ヤ
朝
ス
ア
王
時
代
の
作

品
だ
と
し
て
い
る

（
（（
（

。
左
右
扉
の
そ
れ
ぞ
れ
に
描
か
れ
た
帝
釈
天
と
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
は
、
ボ
ロ

マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
螺
鈿
扉
の
中
心
文
様
の
第
三
段
目
と
四
段
目
に
相
当
す
る
が
、

ナ
リ
サ
ラ
ー
親
王
は
両
作
品
間
で
文
様
の
感
じ
が
異
な
る
と
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
両

者
の
文
様
の
相
違
点
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
説
が
正
し
け
れ
ば
、
ボ

ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
螺
鈿
扉
よ
り
少
な
く
と
も
四
十
年
を
遡
る
作
品
と
な
る
。
バ

ン
コ
ク
国
立
博
物
館
の
螺
鈿
工
芸
展
示
室
が
改
装
中
で
あ
る
た
め
写
真
か
ら
の
確
認
と
な

る
が
、
厨
子
の
正
面
扉
に
陣
取
る
梵
天
と
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
は
、
本
来
の
扉
か
ら
非
常
に
狭
い

範
囲
の
み
が
厨
子
扉
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
周
囲
に
は
渦
巻
唐
草
の
一
部

が
残
り
、
そ
れ
よ
り
外
側
に
あ
っ
た
縁
取
り
文
様
帯
は
切
り
捨
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
渦
巻
唐
草
文
中
の
脇
文
様
を
見
る
と
、
ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
扉
で
は
ヴ
ィ

シ
ュ
ヌ
が
乗
る
ガ
ル
ー
ダ
両
脇
に
は
や
は
り
ガ
ル
ー
ダ
が
配
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
経
厨

子
で
は
キ
ン
ナ
リ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
前
者
で
は
ガ
ル
ー
ダ
の
足
が
渦
を
巻
い
た
毛

で
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
後
者
で
は
縦
四
本
筋
に
な
っ
て
い
る
。
帝
釈
天
の
背
後
に
あ
っ

た
城
の
破
風
も
後
者
に
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
文
様
の
細
部
に
お
い
て
相
違
点
は
あ
る 挿図 2 螺鈿経厨子 バンコク国立博物館蔵
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挿図 3 -（1） 螺鈿装飾板 スワンパッカード宮殿博物館蔵

も
の
の
、
文
様
は
総
じ
て
類
似
し
て
い
る
。

c
ス
ワ
ン
パ
ッ
カ
ー
ド
宮
殿
博
物
館
所
蔵
の
螺
鈿
装
飾
板
（
挿
図
3
︲
（1）
）
も
ま
た
神

像
渦
巻
唐
草
文
の
螺
鈿
扉
か
ら
梵
天
（
挿
図
3
︲
（2）
）
と
帝
釈
天
（
挿
図
3
︲
（3）
）
の
段
の

み
を
切
り
取
り
、
壁
か
け
パ
ネ
ル
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
中
心
の
神
像
と
そ
の
左
右

に
広
が
る
渦
巻
唐
草
文
そ
し
て
縁
取
り
文
様
帯
（
挿
図
3
︲
（4）
）
ま
で
た
い
へ
ん
状
態
が

良
く
、
貝
文
様
全
体
の
貼
り
換
え
と
い
っ
た
大
規
模
な
修
理
痕
跡
は
な
い
よ
う
に
見
え
る

こ
と
か
ら
、
ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
扉
よ
り
広
範
囲
が
当
初
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
装
飾
板
の
元
と
な
っ
た
扉
は
ど
こ
に
設
置
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ボ
ロ
マ
プ

ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
扉
で
は
縁
取
り
文
様
帯
の
外
縁
の
両
端
幅
が
五
五
㎝
だ
が
、
こ
の
螺

鈿
板
で
は
七
七
㎝
あ
り
、
二
二
㎝
も
広
い
。
こ
の
数
字
か
ら
扉
全
幅
を
推
測
す
る
と
、
ボ

ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
扉
で
は
七
二
㎝
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
螺
鈿
板
が
扉
で
あ

っ
た
時
に
は
約
九
五
㎝
も
の
全
幅
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代

時
螺
鈿
扉
も
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る

（
（（
（

。
そ
こ
に
は
堂
の
屋
根
に
五

本
の
尖
塔
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
堂
の
四

方
を
四
つ
の
小
さ
な
堂
が
囲
ん
で
い
た

と
記
述
さ
れ
て
い
て
現
状
と
異
な
る

が
、
螺
鈿
扉
が
設
置
さ
れ
て
い
た
位
置

を
堂
東
面
と
西
面
そ
れ
ぞ
れ
二
箇
所
の

出
入
口
と
し
て
い
る
点
は
現
状
と
一
致

す
る
。
こ
の
仏
足
堂
は
ア
ユ
タ
ヤ
朝
が

滅
亡
し
た
時
、
タ
イ
在
住
中
国
人
の
略

奪
に
遭
い
焼
か
れ
て
し
ま
う
が
、
ラ
ー

マ
一
世
時
代
に
再
建
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
し

か
し
螺
鈿
扉
の
損
失
に
つ
い
て
は
史
料

挿図 3 -（4） 同 螺鈿装飾板渦巻唐草文中の天人と縁取り文様帯

に
修
復
さ
れ
た
寺
院
は
十
箇
所
に
上
る

（
（（
（

が
、
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
を
持
つ
扉
を
設
置
で
き
る

寺
院
は
そ
の
前
後
の
時
代
を
通
し
て
も
多
く
な
い
た
め
、
こ
の
作
品
の
出
所
が
推
定
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
。
ち
な
み
に
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
の
兄
タ
ー
イ
サ
王
が
修
復
し
た
マ
ヘ
ー

ヨ
ン
寺
院
本
堂
正
面
中
央
ポ
ー
チ
へ
の
出
入
口
幅
は
二
二
七
㎝
あ
り
、
こ
こ
に
木
製
の
扉

枠
を
巡
ら
し
幅
九
五
㎝
の
扉
二
枚
を
納
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
寺
院

は
候
補
と
な
り
得
る
。

d
サ
ラ
ブ
リ
ー
県
プ
ラ
プ
ッ
タ
バ
ー
ト
寺
院
仏
足
堂
に
設
置
さ
れ
て
い
る
螺
鈿
扉
（
挿

図
4
）
は
、
ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
螺
鈿
扉
と
同
じ
神
像
渦
巻
唐
草
文
の
文
様
構

成
を
持
つ
。
太
陽
光
が
当
た
る
扉
下
部
で
は
貝
片
と
炭
粉
漆
の
劣
化
が
見
ら
れ
る
が
、
中

心
文
様
、
渦
巻
唐
草
文
、
そ
し
て
縁
取
り
文
様
帯
ま
で
よ
く
残
っ
て
い
る
。
ア
ユ
タ
ヤ
朝

末
に
書
か
れ
た
史
料
に
は
、
こ
の
仏
足
堂
は
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代
に
修
復
さ
れ
、
そ
の
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四
二

挿図 3 -（2） 同 螺鈿装飾板梵天図

挿図 3 -（3） 同 螺鈿装飾板帝釈天図

か
ら
明
ら
か
で
な
く
、
ま
た
ラ
ー
マ
一
世
時
代
の
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
本
堂
螺
鈿
扉
と
文
様

に
異
な
る
点
が
あ
る
た
め
、
文
様
様
式
的
に
は
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代
の
作
品
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。

バ
ン
コ
ク
王
宮
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
本
堂
扉
の
う
ち
e
本
堂
の
脇
扉
（
挿
図
5
）

は
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
ラ
ー
マ
一
世
時
代
初
期
の
作
品
で
、
本
堂
の
建
立
時
期
に
よ

り
（
（（
（

、
一
七
八
二
年
か
ら
一
七
八
四
年
の
間
に
造
ら
れ
た
と
推
定
で
き
る
。
神
像
渦
巻

唐
草
文
の
様
式
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
、
ラ
ー
マ
一
世
が
新
王
朝
を
創
設
し
た

際
、
ア
ユ
タ
ヤ
朝
末
の
美
術
様
式
を
継
承
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
本
稿
で
ボ
ロ
マ
ゴ

ー
ト
王
時
代
か
ら
ラ
ー
マ
一
世
時
代
ま
で
を
第
一
期
と
す
る
根
拠
の
一
つ
が
こ
の
扉
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
扉
に
は
ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
扉
の
神
像
渦
巻
唐
草
文
と
の
重

要
な
相
違
点
が
存
在
す
る
。
ま
ず
中
心
文
様
の
神
像
が
な
く
な
り
、
左
右
の
渦
巻
唐
草
文

が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
装
飾
的
な
文
様
構
成
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
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第
一
期
螺
鈿
扉
文
様
「
神
像
渦
巻
唐
草
文
」
に
つ
い
て

以
上
、
ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
螺
鈿
扉
お
よ
び
類
似
の
神
像
渦
巻
唐
草
文
を
持

つ
作
品
が
確
認
で
き
た
。
ス
ワ
ン
パ
ッ
カ
ー
ド
宮
殿
博
物
館
の
螺
鈿
装
飾
板
は
、
梵
天
と

帝
釈
天
の
部
分
の
み
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
大
幅
な
修
復
が
施
さ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
部
分
が
多
く
残
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
切
り
出
さ
れ
た
一
つ
一
つ
の
貝
片

は
非
常
に
繊
細
で
、
神
像
の
眉
毛
や
輪
郭
の
細
く
優
美
な
点
は
、
ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー

ム
寺
院
螺
鈿
扉
上
部
の
当
初
の
部
分
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
に
あ
る
文
様
と
共
通
し
て
い

る
。
そ
も
そ
も
完
全
に
造
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
破
損
が
激
し
い
も
の
を
わ
ざ

わ
ざ
転
用
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
く
、
扉
か
ら
の
転
用
作
品
に
は
当
初
の
部
分
が
多
く

遺
存
し
て
い
る
と
み
て
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
プ
ラ
プ
ッ
タ
バ
ー
ト
寺
院
仏

挿図 5 バンコク王宮エメラルド寺院本堂脇螺鈿扉

も
う
一
点
は
渦
巻
文
中
に
現
れ
る
神
獣
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
ヒ
マ
パ
ー
ン
の
森
の
神
獣
以

外
に
、『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
由
来
の
猿
や
鬼
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
文
様
構
成
や
モ
チ
ー
フ
の
変
更
か
ら
見
る
と
、
ラ
ー
マ
一
世
時
代
は
過
渡
期
に
当

た
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。

f
ス
ワ
ン
パ
ッ
カ
ー
ド
宮
殿
博
物
館
所
蔵
の
経
厨
子
は
現
在
収
蔵
庫
に
あ
る
た
め
実
見

で
き
な
い
が
、
同
博
物
館
の
作
品
集
の
図
版

（
（（
（

を
見
る
と
、
厨
子
扉
の
文
様
構
成
に
は
中
途

半
端
に
文
様
が
切
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
な
い
よ
う
に
見
え
、
こ
の
厨
子
扉
が
当
初
か
ら
こ

の
厨
子
の
た
め
に
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
文
様
は
渦
巻
唐
草

文
と
そ
の
中
に
い
る
神
獣
、
全
体
を
取
り
巻
く
縁
取
り
文
様
帯
か
ら
成
り
、
左
右
の
扉
で

渦
巻
唐
草
文
が
一
対
と
な
っ
て
い
る
。
中
心
と
な
る
神
像
は
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ラ
ー
マ
一
世
時
代
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。

挿図 4 プラプッタバート寺院仏足堂螺鈿扉ヴィシュヌ図

足
堂
螺
鈿
扉
は
、
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王

時
代
の
建
立
作
が
修
理
さ
れ
た
も
の

か
、
ラ
ー
マ
一
世
時
代
の
再
建
か
判

明
し
な
い
が
、
中
心
文
様
に
神
像
を

持
つ
文
様
構
成
は
ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー

ラ
ー
ム
寺
院
扉
と
共
通
し
て
い
る
た

め
、
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代
の
扉
が

修
復
さ
れ
た
と
考
え
た
い
。

螺
鈿
作
品
の
修
理
は
、
拭
き
漆
を

施
し
貝
片
の
欠
落
を
防
止
す
る
か
、

あ
る
い
は
欠
落
箇
所
を
補
う
と
い
っ

た
程
度
が
一
般
的
だ
が
、
貝
片
の
欠

落
箇
所
が
多
か
っ
た
り
、
貝
片
や
炭

粉
漆
の
劣
化
が
激
し
い
場
合
、
そ
の
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四
四

部
分
全
体
を
剝
ぎ
、
新
た
に
文
様
全
体
を
造
り
直
す
こ
と
も
あ
る
。
ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ

ー
ム
寺
院
の
螺
鈿
扉
で
も
左
右
両
扉
で
梵
天
以
下
の
部
分
は
広
範
囲
を
造
り
直
し
て
い
る

と
み
ら
れ
る
が
、
文
様
が
ま
っ
た
く
失
わ
れ
て
し
ま
い
新
た
な
モ
チ
ー
フ
で
造
り
直
し
た

と
言
う
よ
り
も
、
残
存
部
分
や
同
時
期
の
作
例
を
参
照
す
る
な
ど
し
て
復
元
修
理
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
類
似
の
文
様
構
成
の
作
品
が
複
数
知
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
そ
の
証
拠
と
な
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
螺
鈿
扉
と
そ
の
他
い
く
つ
か
の
作

品
に
見
ら
れ
る
神
像
渦
巻
唐
草
文
を
第
一
期
の
特
徴
的
な
文
様
構
成
の
一
つ
で
あ
る
と
し

た
い
。

（3）
プ
ラ
シ
ー
ラ
タ
ナ
マ
ハ
タ
ー
ト
寺
院
螺
鈿
扉
と
「
神
獣
円
枠
文
」
を
持
つ
作
例

「
神
獣
円
枠
文
」
を
持
つ
作
例
と
し
て
は
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
。

g
扉
（
一
対
二
枚
）、
バ
ン
コ
ク
王
宮
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
ウ
ィ
ハ
ー
ン
ヨ
ー
ト
堂
、
一
七

五
三
年
（
碑
文
）、
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代

h
扉
（
一
対
二
枚
）、
ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
県
プ
ラ
シ
ー
ラ
タ
ナ
マ
ハ
タ
ー
ト
寺
院
西
仏
堂
、

一
七
五
六
年
（
碑
文
）、
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代

i
経
厨
子
、
バ
ン
コ
ク
国
立
博
物
館
、
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代
か
？

j
扉
（
前
後
中
央
扉
四
枚
）、
バ
ン
コ
ク
王
宮
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
本
堂
、
ラ
ー
マ
一
世
時
代

k
扉
（
四
対
八
枚
）、
バ
ン
コ
ク
王
宮
内
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
経
蔵
、
ラ
ー
マ
一
世
時
代

ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
県
プ
ラ
シ
ー
ラ
タ
ナ
マ
ハ
タ
ー
ト
寺
院
西
仏
堂
扉

「
神
獣
円
枠
文
」
を
持
つ
作
例
の
代
表
作
は
、
ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
県
の
h
プ
ラ
シ
ー
ラ
タ

ナ
マ
ハ
タ
ー
ト
寺
院
西
仏
堂
扉
で
あ
る
。
バ
ン
コ
ク
か
ら
北
へ
約
四
〇
〇
㎞
に
位
置
す
る

ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
県
は
ス
コ
ー
タ
イ
王
朝
の
主
要
都
市
と
し
て
古
く
か
ら
栄
え
た
が
、
こ
の

町
で
最
も
由
緒
あ
る
寺
が
プ
ラ
シ
ー
ラ
タ
ナ
マ
ハ
タ
ー
ト
寺
院
、
訳
し
て
仏
舎
利
寺
（
以

下
、
ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
仏
舎
利
寺
）
で
あ
る
。
参
拝
客
の
目
当
て
は
西
仏
堂
に
安
置
さ
れ
た

チ
ナ
ラ
ー
ト
仏
と
称
す
る
金
銅
仏
で
、
タ
イ
で
最
も
美
し
い
仏
像
と
し
て
名
高
く
、
そ
の

美
し
さ
か
ら
帝
釈
天
が
鋳
造
し
た
と
い
う
伝
承

（
（（
（

が
あ
る
。
様
式
か
ら
見
る
と
十
四
世
紀
中

頃
の
建
立
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
（（
（

。

こ
の
寺
が
初
め
て
史
料
に
現
れ
る
の
は
ス
コ
ー
タ
イ
第
八
碑
文
（
カ
オ
・
ソ
マ

ナ
グ
ー
ト
碑
文
）
で
、
そ
こ
に
は
ス
コ
ー
タ
イ
朝
リ
タ
イ
王
が
ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
に

七
年
間
住
み
、
そ
の
間
仏
舎
利
塔
を
修
理
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
そ
の

後
、
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
年
代
記
で
は
幾
度
も
こ
の
寺
院
に
つ
い
て
言
及
が
あ
り

（
（（
（

、
各
時
代
の

王
が
奉
納
を
行
い
、
ま
た
修
復
し
な
が
ら
今
日
ま
で
長
い
間
存
続
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
う
し
た
修
復
を
行
っ
た
一
人
が
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
で
あ
り
、
そ
の
際
チ
ナ
ラ
ー
ト

仏
を
安
置
す
る
西
仏
堂
に
奉
納
し
た
の
が
新
た
に
造
ら
れ
た
一
対
二
枚
の
螺
鈿
大
扉
（
挿

図
6
︲
（1）
）で
あ
る

（
（（
（

。
以
来
こ
の
扉
は
西
仏
堂
正
面
扉
と
し
て
現
在
ま
で
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
螺
鈿
扉
に
は
螺
鈿
の
銘
が
あ
る
。

仏
暦
二
二
九
九
年
（
一
七
五
六
）
亥
年
太
陰
暦
十
月
十
五
日
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
は
ピ

サ
ヌ
ロ
ー
ク
仏
舎
利
寺
チ
ナ
ラ
ー
ト
仏
堂
の
螺
鈿
扉
を
造
る
よ
う
命
じ
た
。
職
人
一

挿図 6 -（1） プラシーラタナマハター
ト寺院西仏堂螺鈿扉
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文
様
・
モ
チ
ー
フ

こ
の
螺
鈿
扉
の
文
様
構
成
も
二
枚
の
扉
で
線
対
称
に
な
っ
て
お
り
、
静
的
な
印
象
を
受

け
る
。
正
確
な
サ
イ
ズ
は
不
明
だ
が
、
全
高
は
ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
扉
を
は
る

か
に
凌
駕
す
る
巨
大
な
も
の
で
あ
る
。

文
様
全
体
は
、
や
は
り
縁
取
り
文
様
帯
と
そ
の
区
画
内
部
空
間
の
文
様
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
縁
取
り
文
様
帯
に
は
菱
形
文
と
「
ガ
ー
ム
プ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
唐
草
文
を
伴
う
菱

形
四
弁
華
文
が
交
互
に
並
ん
で
い
る
（
挿
図
6
︲
（2）
）。
菱
形
文
は
内
部
に
ヒ
マ
パ
ー
ン

の
森
の
神
獣
を
納
め
て
い
る
。
中
心
文
様
は
ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
扉
と
は
異
な

り
、
縦
に
並
ぶ
九
つ
の
円
形
枠
の
内
部
に
納
め
ら
れ
た
神
獣
文
と
な
っ
て
い
る
。
円
形
枠

は
上
下
に
つ
な
が
り
、
連
結
部
の
左
右
は
菱
形
花
文
の
半
分
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
九
つ

の
円
形
枠
上
に
は
菱
形
と
円
形
の
四
弁
華
文
が
交
互
に
並
ぶ
。
中
心
の
神
獣
文
様
（
挿
図

6
︲
（2）
）
は
、
上
か
ら
ガ
ル
ー
ダ
・
キ
ン
ナ
リ
ー
（
緊
那
羅
）・
ハ
ム
サ
（
白
鳥
）・
猿
・

グ
ラ
イ
ソ
ン
ラ
ー
チ
ャ
シ
ー
（
白
獅
子
）・
コ
ッ
チ
ャ
シ
ー
（
象+

獅
子
）・
ト
ー
テ
ー
プ

シ
ン
カ
マ
ッ
ト
（
獅
子
）・
獅
子
・
タ
ッ
ク
ト
ー
（
獅
子+

象
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
中
心
文
様
の
神
獣
両
脇
に
は
同
じ
神
獣
を
小
形
化
し
た
文
様
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
文
様
は
ボ
ロ
マ
プ
ッ
タ
ー
ラ
ー
ム
寺
院
扉
で
中
心
文
様
左
右
の
渦
巻
文
中
に
現
れ

て
い
る
神
獣
と
同
様
の
様
式
を
持
つ
。
神
獣
が
下
半
身
で
唐
草
文
と
一
体
化
し
て
い
る
点

も
共
通
す
る
。
天
国
の
麓
に
広
が
る
森
に
住
む
神
獣
を
扉
に
飾
る
の
は
、
神
像
渦
巻
唐
草

文
螺
鈿
扉
と
同
じ
く
人
間
界
か
ら
天
国
へ
向
か
う
入
口
を
表
し
た
も
の
と
言
え
る
。
本
稿

で
は
こ
の
よ
う
な
文
様
構
成
を
第
一
期
扉
文
様
様
式
タ
イ
プ
B
「
神
獣
円
枠
文
」
と
呼
ぶ

こ
と
に
す
る
。

ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
仏
舎
利
寺
扉
と
の
類
似
文
様
作
例

バ
ン
コ
ク
王
宮
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
の
g
ウ
ィ
ハ
ー
ン
ヨ
ー
ト
堂
扉
（
挿
図
7
）
は
、元
々

挿図 6 -（2） 同 螺鈿扉神獣円枠文

三
〇
人
が
同
年
太
陰
暦
十
一
月
十
四
日
木
曜
日
か
ら
制
作
に
当
た
り
、
五
か
月
と
二

十
日
を
経
て
完
成
し
た
。
職
人
達
に
は
、
多
く
の
衣
服
・
装
飾
品
・
金
銀
が
下
賜
さ

れ
た
。
食
事
は
日
に
二
回
支
給
さ
れ
た
。（
後
略
）

こ
の
銘
文
か
ら
、
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
の
命
に
よ
り
一
七
五
六
年
か
ら
五
七
年
に
か
け
て

西
仏
堂
の
螺
鈿
扉
が
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
別
の
箇
所
に
は
一
九
八
〇
年

に
五
万
バ
ー
ツ
を
か
け
て
修
復
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
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バ
ン
コ
ク
か
ら
北
へ
一
〇
〇
㎞
に
位
置
す
る
ア
ン
ト
ー
ン
県
パ
ー
モ
ー
ク
寺
院
講
堂
の
扉

だ
っ
た
。
こ
の
扉
の
螺
鈿
銘

（
（（
（

に
は
、

仏
暦
二
二
九
六
年
（
一
七
五
三
）
酉
年
太
陰
暦
五
月
二
日
水
曜
日
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王

は
パ
ー
モ
ー
ク
寺
院
講
堂
の
扉
を
螺
鈿
装
飾
で
造
る
よ
う
命
じ
た
。
一
八
五
人
で
七

月
か
ら
制
作
に
か
か
り
二
か
月
と
十
七
日
を
擁
し
完
成
し
た
。
王
は
、
金
・
銀
・
多

額
の
お
金
を
職
人
に
与
え
た
。
そ
の
他
、
職
人
に
は
日
に
二
度
の
食
事
が
与
え
ら
れ

た
。
職
人
は
扉
一
枚
完
成
ご
と
に
二
十
五
バ
ー
ツ
の
報
奨
が
与
え
ら
れ
た
。

と
あ
り
、
制
作
年
代
は
ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
仏
舎
利
寺
螺
鈿
扉
の
制
作
か
ら
三
年
を
遡
る
。
そ

の
後
こ
の
扉
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
バ
ン
コ
ク
の
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
に
請
来
さ
れ
た
の
か

わ
か
ら
な
い
が
、
ウ
ィ
ハ
ー
ン
ヨ
ー
ト
堂
が
ラ
ー
マ
三
世
時
代
に
建
立
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
は
バ
ン
コ
ク
に
移
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
扉
で
は
中
心
文
様
の

神
獣
円
枠
文
は
七
段
し
か
な
い
が
、
こ
れ
は
扉
の
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
た
め
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
中
心
文
様
は
上
か
ら
、
ガ
ル
ー
ダ
・
ハ
ム
サ
（
白
鳥
）・
猿
・
獅
子
・
コ
ッ
チ
ャ
シ
ー
（
象

+

獅
子
）・
ト
ー
テ
ー
プ
シ
ン
カ
マ
ッ
ト
（
獅
子
）・
タ
ッ
ク
ト
ー
（
獅
子+

象
）
と
な
っ

て
お
り
、
ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
仏
舎
利
寺
で
は
、
こ
れ
に
キ
ン
ナ
リ
ー
（
緊
那
羅
）
と
グ
ラ
イ

ソ
ン
ラ
ー
チ
ャ
シ
ー
（
白
獅
子
）
が
追
加
さ
れ
、
九
段
に
増
え
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

モ
チ
ー
フ
は
や
は
り
ヒ
マ
パ
ー
ン
の
森
の
神
獣
だ
が
、
そ
の
数
に
は
特
別
な
意
味
が
な
い

よ
う
で
あ
る
。

バ
ン
コ
ク
国
立
博
物
館
に
は
神
獣
円
枠
文
を
持
つ
i
経
厨
子
（
挿
図
8
︲
（1）
）
が
あ
る
。

こ
の
経
厨
子
に
は
扉
だ
け
で
な
く
側
面
板
に
も
神
獣
円
枠
文
が
縦
に
三
つ
ず
つ
並
ん
で
い

る（
挿
図
8
︲
（2）
）。
中
心
文
様
を
順
番
に
見
て
い
く
と
、向
か
っ
て
左
側
の
側
面
板
に
は
、

上
か
ら
ガ
ル
ー
ダ
・
キ
ン
ナ
リ
ー
（
緊
那
羅
）・
ハ
ム
サ
（
白
鳥
）
が
、
正
面
両
扉
は
ほ
ぼ

同
じ
で
、左
扉
板
に
は
、猿
・
グ
ラ
イ
ソ
ン
ラ
ー
チ
ャ
シ
ー
（
白
獅
子
）・
コ
ッ
チ
ャ
シ
ー
（
象

+

獅
子
）
が
、
右
扉
板
に
は
、
猿
・
グ
ラ
イ
ソ
ン
ラ
ー
チ
ャ
シ
ー
（
白
獅
子
）・
獅
子
が
、

右
側
面
板
に
は
、
ト
ー
テ
ー
プ
シ
ン
カ
マ
ッ
ト
（
獅
子
）・
獅
子
・
タ
ッ
ク
ト
ー
（
獅
子+

象
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
左
右
の
扉
板
は
ほ
ぼ
同
じ
文
様
な
の
で
右
扉
板
を
除
い
て
左
側 挿図 8 -（1） 螺鈿経厨子 バンコク国立博物館蔵

挿図 7 バンコク王宮エメラルド寺院ウィハーン
ヨート堂螺鈿
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七

用
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
、
や
は
り
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。と

こ
ろ
で
本
経
厨
子
の
左
右
の
扉
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
一
番
下

の
円
枠
中
の
神
獣
文
で
、
右
扉
で
は
獅
子
（
挿
図
8
︲
（3）
）、
左
扉
で
は
コ
ッ
チ
ャ
シ
ー
と

な
っ
て
い
る
。
ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
の
扉
で
は
同
位
置
に
コ
ッ
チ
ャ
シ
ー
が
来
て
い
る
の
で
、

右
扉
の
獅
子
が
異
質
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
獅
子
の
両
脇
の
神
獣
文
が
コ
ッ
チ
ャ
シ

ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
来
中
心
文
様
も
コ
ッ
チ
ャ
シ
ー
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
後
世
の

修
復
で
コ
ッ
チ
ャ
シ
ー
か
ら
獅
子
に
変
更
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

中
心
文
様
の
周
辺
空
間
を
見
て
み
る
と
、
こ
の
時
代
に
は
馴
染
み
の
な
い
絵
画
的
な
螺

鈿
表
現
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
神
獣
文
表
現
が
唐
草
文
様
の
一
部
と
し
て
図
案
化
さ

れ
て
い
た
の
と
は
異
な
り
、
独
立
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
比
較
的
大
き
な
貝
片
を
用
い
た

文
様
で
あ
る
（
挿
図
8
︲
（4）
）。
鳳
凰
な
ど
の
鳥
・
鶏
・
蝶
や
ト
ン
ボ
な
ど
の
昆
虫
、
水

牛
・
牛
・
鹿
・
犬
・
象
・
馬
・
猿
・
ウ
サ
ギ
・
リ
ス
と
い
っ
た
陸
生
動
物
、
ノ
コ
ギ
リ
ザ

メ
・
フ
グ
・
エ
イ
な
ど
の
魚
、
カ
メ
・
カ
ブ
ト
ガ
ニ
・
人
魚
・
龍
と
い
っ
た
水
生
動
物
の

他
、
中
心
神
獣
文
様
を
ミ
ニ
チ
ュ
ア
化
し
た
も
の
ま
で
非
常
に
多
彩
で
あ
る
。
愛
ら
し
い

子
猿
を
背
負
っ
た
親
猿
や
今
に
も
闘
い
が
始
ま
り
そ
う
な
二
羽
の
軍
鶏
、
写
実
的
な
表
現

で
描
か
れ
た
象
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
表
現
方
法
を
駆
使
し
て
お
り
、
第
一
期
の
他
の

作
品
と
は
相
容
れ
な
い
。
こ
う
し
た
表
現
や
多
種
多
様
な
動
物
は
第
二
期
で
登
場
す
る
こ

と
か
ら
、
扉
板
を
経
厨
子
と
し
て
転
用
す
る
た
め
に
切
断
し
た
際
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
降

に
破
損
箇
所
の
修
理
と
並
行
し
て
こ
れ
ら
の
図
案
を
新
た
に
追
加
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
大
形
の
貝
片
や
毛
彫
り
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
経
厨
子
に
造
り

変
え
ら
れ
た
の
は
早
く
と
も
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
ラ
ー
マ
三
世
時
代
、
ま
た
写
実
的
な
表
現

か
ら
す
る
と
、
ラ
ー
マ
四
世
時
代
以
降
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
ラ
ー
マ
一
世
時
代
の
作
品
に
も
ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
仏
舎
利
寺
螺
鈿
扉
と

挿図 8 -（2） 同 螺鈿経厨子左側面板神獣円枠文

挿図 8 -（3） 同 螺鈿経厨子右扉神獣円枠文細部

挿図 8 -（4） 同 螺鈿経厨子左扉神獣円枠文細部

面
板
、
左
扉
板
、
右
側
面
板
を
一
続
き
と
考
え
る
と
全
部
で
九
段
と
な
り
、
ピ
サ
ヌ
ロ
ー

ク
仏
舎
利
寺
扉
と
ま
っ
た
く
同
じ
文
様
構
成
と
な
る
。
つ
ま
り
こ
の
経
厨
子
は
、
ピ
サ
ヌ

ロ
ー
ク
仏
舎
利
寺
の
螺
鈿
扉
と
同
規
模
同
文
様
構
成
を
持
つ
い
ず
れ
か
の
寺
院
扉
板
を
転
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同
様
の
文
様
構
成
を
持
つ
も
の
が
あ
る
。
ま
ず
、
j
バ
ン
コ
ク
王
宮
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
本

堂
の
中
央
扉
（
挿
図
9
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
扉
も
前
出
の
脇
扉
同
様
一
七
八
二
年
か

ら
一
七
八
四
年
の
間
に
造
ら
れ
た
作
品
で
あ
る

（
（（
（

。
こ
の
扉
で
は
円
形
枠
が
八
段
に
減
っ
て

い
る
以
外
は
、
モ
チ
ー
フ
も
文
様
様
式
も
概
ね
ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
仏
舎
利
寺
の
作
品
を
踏
襲

し
て
い
る
。
ラ
ー
マ
一
世
は
ト
ン
ブ
リ
ー
時
代
に
ト
ン
ブ
リ
ー
軍
の
将
軍
と
し
て
ピ
サ
ヌ

ロ
ー
ク
に
籠
城
し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
と
戦
っ
て
お
り
、
こ
の
寺
院
も
訪
れ
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。

j
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
経
蔵
の
螺
鈿
扉
（
挿
図
10
）
は
、
本
堂
扉
よ
り
サ
イ
ズ
は
か
な
り

小
さ
い
が
、
中
心
円
形
枠
は
本
堂
扉
同
様
八
段
あ
る
。
縁
取
り
文
様
帯
に
現
れ
た
文
様
は

そ
れ
ま
で
に
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、
菱
形
文
と
渦
巻
唐
草
が
交
互
に
並
ん
で
い
る
。
さ
ら

に
、
中
心
文
様
の
モ
チ
ー
フ
が
『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
の
登
場
人
物
に
置
き
換
わ
っ
て

い
る
。
ラ
ー
マ
一
世
は
自
ら
筆
を
執
り
『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
の
戯
曲
を
完
成
さ
せ
た

が
、ラ
ー
マ
一
世
政
権
は
デ
ー
ヴ
ァ
・
ラ
ー
ジ
ャ
思
想
に
基
づ
き
、『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』

を
王
位
の
正
当
性
そ
し
て
権
威
を
示
す
も
の
と
し
て
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
美
術
表
現
の
モ
チ
ー
フ
が
、
ラ
ー
マ
一
世
時
代
に
『
三
界
経
』
の
仏

教
世
界
か
ら
『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
と
い
う
王
権
を
顕
示
す
る
た
め
の
文
学
へ
の
コ
ン

セ
プ
ト
転
換
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
寺
院
建
立
当
初
の
経
蔵

は
一
七
八
八
年
に
火
災
で
焼
失
し
、
そ
の
後
再
建
さ
れ
一
七
九
七
年
に
竣
工
の
祝
い
を
行

っ
て
い
る

（
（（
（

こ
と
か
ら
、
扉
も
ラ
ー
マ
一
世
時
代
の
後
期
に
当
た
る
こ
の
頃
制
作
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
、
こ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
の
転
換
期
は
お
そ
ら
く
こ
の
頃
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（4）
第
一
期
螺
鈿
の
特
徴
と
そ
の
歴
史
的
意
味

ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代
の
作
品
で
は
『
三
界
経
』
を
基
に
し
た
仏
教
の
世
界
観
を
表
現

す
る
モ
チ
ー
フ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ラ
ー
マ
一
世
時
代
も
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代
を
模

範
と
し『
三
界
経
』モ
チ
ー
フ
の
扉
が
造
ら
れ
て
い
る
が
、そ
こ
に『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』

の
モ
チ
ー
フ
が
導
入
さ
れ
始
め
る
。
こ
の
仏
教
と
は
無
関
係
な
モ
チ
ー
フ
は
国
王
と
同
一

視
さ
れ
る
神
の
化
身
の
英
雄
伝
で
あ
り
、
ラ
ー
マ
一
世
が
こ
の
物
語
に
特
別
な
関
心
を
示

し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
物
語
の
戯
曲
を
完
成
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
そ
れ

は
単
に
ア
ユ
タ
ヤ
朝
時
代
以
来
の
文
学
作
品
を
復
元
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
前
王
を
廃
し

て
新
王
朝
を
創
設
し
、
内
政
的
に
も
対
外
的
に
も
安
定
を
図
っ
て
い
く
途
上
に
あ
っ
た
新

王
の
立
ち
位
置
を
強
固
に
す
る
と
い
う
意
識
が
潜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、

挿図 9 バンコク王宮エメラルド寺院本
堂中央螺鈿扉

挿図 10 バンコク王宮エメラルド寺院経蔵螺鈿扉
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国
王
自
身
と
同
一
視
す
る
ラ
ー
マ
を
主
人
公
と
し
た
神
の
化
身
の
英
雄
伝
を
採
用
し
、
国

王
の
権
力
と
正
当
性
を
主
張
す
る
と
い
っ
た
意
図
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。こ

の
時
期
の
螺
鈿
扉
装
飾
の
図
案
は
二
種
類
見
ら
れ
た
。
一
つ
は
中
央
縦
に
神
々
が
並

び
、
そ
の
周
り
を
渦
巻
唐
草
文
が
取
り
囲
む
神
像
渦
巻
唐
草
文
（
タ
イ
プ
A
）
で
、
も
う

一
つ
は
縦
に
並
ぶ
円
形
枠
の
内
側
に
ヒ
マ
パ
ー
ン
の
森
の
動
物
が
配
さ
れ
た
神
獣
円
枠
文

（
タ
イ
プ
B
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
全
体
を
縁
取
り
文
様
帯
で
囲
み
、
左
右
の
扉
で
対
称

形
と
な
り
、
静
的
で
装
飾
デ
ザ
イ
ン
的
な
色
合
い
が
強
い
。

こ
う
し
た
文
様
様
式
に
は
、
外
的
世
界
か
ら
の
直
接
的
な
影
響
は
認
め
ら
れ
な
い
。
タ

イ
プ
A
神
像
渦
巻
唐
草
文
の
文
様
構
成
は
、
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
末
に
流
行
し
た
ペ
チ
ャ
ブ
リ

ー
派
の
木
彫
や
漆
喰
の
文
様
と
共
通
し
て
い
る
。
タ
イ
プ
B
神
獣
円
枠
文
の
よ
う
な
円
枠

が
縦
に
並
ぶ
構
成
は
他
の
器
物
装
飾
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
扉
の
装
飾
に
特
化
し

て
考
案
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

技
法
面
で
は
厚
貝
漆
地
螺
鈿
で
、
文
様
の
す
べ
て
は
細
か
い
貝
片
の
組
み
合
わ
せ
で
表

し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
非
常
に
優
れ
た
技
術
と
高
い
構
成
力
が
見
て
取
れ
る
。
同
時
代

に
こ
れ
ら
の
作
品
同
様
の
厚
貝
漆
地
螺
鈿
を
行
っ
て
い
る
事
例
は
、
タ
イ
以
外
で
は
知
ら

れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
タ
イ
で
も
十
八
世
紀
を
遡
る
作
品
が
見
つ
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
こ
の
技
法
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
出
現
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
と
同
時

に
、
タ
イ
の
螺
鈿
工
芸
の
起
源
に
つ
い
て
も
謎
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。

以
上
第
一
期
の
タ
イ
プ
A
と
タ
イ
プ
B
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
こ
の
他
に
も
同
時

期
に
分
類
さ
れ
る
螺
鈿
の
仏
足
、
玉
座
、
寝
台
な
ど
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
扉
以
外
の
作

品
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い

（
（（
（

。

（
三
）
第
二
期
の
作
品
と
そ
の
歴
史
的
意
味

（1）
第
二
期
の
歴
史
的
背
景

ラ
ー
マ
一
世
の
孫
に
当
た
る
ラ
ー
マ
三
世
時
代
に
な
る
と
、
美
術
全
般
に
大
き
な
変
化

が
見
ら
れ
る
。
螺
鈿
工
芸
に
も
新
た
な
モ
チ
ー
フ
や
技
法
が
導
入
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
表

現
方
法
に
も
大
胆
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
モ
チ
ー
フ
の
変
化
は
第
一
期
の
終
わ
り
頃

に
萌
芽
が
見
ら
れ
た
が
、
ラ
ー
マ
三
世
時
代
に
は
大
き
な
波
と
な
っ
て
押
し
寄
せ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
う
し
た
画
期
的
な
変
化
を
捉
え
、
こ
の
時
期
を
第
二
期
と
す
る
。

江
戸
時
代
後
期
に
当
た
る
ラ
ー
マ
三
世
時
代
は
ア
ジ
ア
に
共
通
し
た
激
動
の
時
代
で
あ

り
、
タ
イ
に
も
そ
の
余
波
が
及
び
つ
つ
あ
っ
た
。
中
国
で
は
一
八
四
〇
年
に
ア
ヘ
ン
戦
争

が
起
こ
り
、
清
朝
の
没
落
が
始
ま
る
。
そ
れ
に
先
立
つ
十
八
世
紀
の
半
ば
に
イ
ギ
リ
ス
は

イ
ン
ド
の
植
民
地
化
に
着
手
し
、
一
八
七
七
年
に
は
英
領
イ
ン
ド
帝
国
が
成
立
し
た
。
ミ

ャ
ン
マ
ー
は
一
八
一
七
年
に
ア
ッ
サ
ム
に
侵
攻
し
て
ア
ー
ホ
ー
ム
王
国
を
併
合
し
、
さ
ら

に
ベ
ン
ガ
ル
地
方
に
手
を
伸
ば
そ
う
と
目
論
ん
だ
が
、
イ
ン
ド
に
進
出
し
て
い
た
イ
ギ
リ

ス
と
戦
争
と
な
り
敗
れ
た
。
一
八
五
二
年
に
再
び
勃
発
し
た
第
二
次
英
緬
戦
争
に
も
敗

れ
、ミ
ャ
ン
マ
ー
は
国
土
の
半
分
を
失
う
こ
と
に
な
る
が
、そ
の
後
も
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
・

政
治
進
出
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、
一
八
八
六
年
に
は
コ
ン
バ
ウ
ン
王
朝
は
滅
亡
し
、
英

領
イ
ン
ド
帝
国
に
編
入
さ
れ
て
し
ま
う

（
（（
（

。

タ
イ
で
は
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
滅
亡
以
来
ラ
ー
マ
二
世
時
代
ま
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
戦
争
が

度
々
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
イ
ギ
リ
ス
と
の
戦
争
に
敗
れ
植
民
地

化
さ
れ
た
た
め
、
ラ
ー
マ
三
世
時
代
に
は
タ
イ
に
攻
め
込
ん
で
来
る
こ
と
が
な
く
な
っ

た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
英
領
イ
ン
ド
帝
国
は
タ
イ
の
マ
レ
ー
半
島
政
策
を

探
る
た
め
に
一
八
二
二
年
に
ジ
ョ
ン
・
ク
ロ
ー
フ
ァ
ー
ド
（John C

raw
furd

）
を
派
遣
し

た
が
、
そ
の
目
的
の
一
つ
は
タ
イ
の
王
子
達
に
独
占
さ
れ
て
い
た
貿
易
を
開
放
し
、
自
由

貿
易
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
ラ
ー
マ
三
世
自
身
も
父
王
の
時
代
か
ら
清
と
の
貿
易
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五
〇

に
力
を
入
れ
、
莫
大
な
財
を
成
し
て
い
た
。
こ
の
交
渉
は
不
調
に
終
わ
っ
た
が
、
そ
の
後

も
イ
ギ
リ
ス
は
圧
力
を
強
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ラ
ー
マ
三
世
が
即
位
す
る
と
、
イ
ギ

リ
ス
は
ヘ
ン
リ
ー
・
バ
ー
ネ
イ
（H

enry Burney

）
を
タ
イ
に
送
り
、通
商
条
約
を
結
ん
だ
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
タ
イ
の
王
朝
は
西
欧
列
国
の
足
音
に
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
た
。

こ
の
時
代
清
朝
は
混
乱
期
の
只
中
に
あ
り
、
貿
易
統
制
が
効
か
な
か
っ
た
た
め
、
私
貿

易
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
中
国
と
タ
イ
の
間
に
も
盛
ん
に
商
船
が
行
き
来
し
て
い
た
。
こ

の
頃
中
国
か
ら
大
量
に
持
ち
込
ま
れ
た
石
像
は
、
本
来
ジ
ャ
ン
ク
船
の
船
底
に
置
い
て
船

の
重
心
を
下
げ
安
定
さ
せ
る
た
め
の
バ
ラ
ス
ト
と
し
て
積
ま
れ
て
き
た
も
の
だ
っ
た
。
そ

う
し
た
石
像
が
ラ
ー
マ
三
世
に
寄
贈
さ
れ
た
た
め
、
現
在
で
も
か
な
り
の
数
が
バ
ン
コ
ク

王
宮
や
王
立
寺
院
の
庭
を
飾
っ
て
い
る
。

ラ
ー
マ
三
世
の
中
国
美
術
愛
好
は
、
こ
う
し
た
石
像
の
他
ラ
ー
マ
三
世
が
建
て
た
中
国

式
の
屋
根
を
持
つ
寺
院
や
堂
内
の
壁
画
な
ど
に
描
か
れ
た
中
国
の
吉
祥
文
に
も
表
れ
て
い

る
。
中
国
製
陶
磁
器
も
好
ま
れ
、
ま
た
そ
う
し
た
器
や
タ
イ
ル
で
寺
院
建
築
を
装
飾
す
る

た
め
に
中
国
に
大
量
発
注
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
国
風
に
装
飾
さ
れ
た
建
築
と
美
術

は
「
ラ
ー
マ
三
世
様
式
」
と
呼
ば
れ
、
ラ
ー
マ
三
世
が
莫
大
な
財
政
を
注
ぎ
込
み
多
く
の

寺
院
を
修
復
、
再
建
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
で
も
広
く
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

タ
イ
と
中
国
の
関
係
を
遡
る
と
、
タ
イ
の
王
は
少
な
く
と
も
十
四
世
紀
以
降
、
元
・
明
・

清
の
各
王
朝
に
朝
貢
し
て
い
た
が
、
明
朝
・
清
朝
へ
の
朝
貢
は
、
一
三
七
一
年
～
一
八
五

二
年
ま
で
の
約
五
〇
〇
年
間
で
少
な
く
と
も
九
十
回
に
及
ぶ

（
（（
（

。
清
朝
康
熙
帝
末
十
八
世
紀

の
中
国
で
は
米
不
足
が
深
刻
化
し
、
タ
イ
か
ら
の
米
の
輸
入
を
奨
励
し
た
例
も
あ
る

（
（（
（

。
タ

イ
の
対
中
貿
易
の
担
い
手
は
華
僑
だ
っ
た
が
、
華
僑
は
タ
イ
王
室
と
強
い
結
び
つ
き
を
持

ち
、
タ
イ
と
広
州
間
の
船
の
運
航
か
ら
、
各
種
手
続
き
、
公
文
書
の
作
成
に
至
る
ま
で
を

掌
握
し
、
大
き
な
権
力
を
握
っ
た
。

十
九
世
紀
前
半
か
ら
始
ま
る
清
朝
の
混
乱
は
中
国
人
の
海
外
移
住
の
引
き
金
と
な
っ

た
。
こ
の
頃
中
国
南
部
は
人
口
増
加
に
加
え
天
災
・
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

一
八
一
九
年
に
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
開
発
が
始
ま
る
と
、
労
働
力
と
し
て
中

国
人
が
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
流
入
し
た
。
さ
ら
に
一
八
四
二
年
清
朝
は
ア
ヘ
ン
戦
争
に
敗

北
し
、
戦
後
の
経
済
破
壊
と
重
税
に
苦
し
む
農
民
達
は
海
外
か
ら
の
需
要
に
伴
い
ク
ー
リ

ー
（
苦
力
）
と
呼
ば
れ
る
契
約
労
働
者
と
な
り
、
世
界
各
地
に
出
現
し
た
。

タ
イ
に
お
け
る
中
国
移
民
は
、
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
時
代
に
王
室
貿
易
に
従
事
す
る
た
め
華

僑
系
貴
族
が
登
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
す
で
に
相
当
数
が
存
在
し
て
い
た
。
チ
ャ
ク
リ

ー
王
朝
に
先
立
つ
ト
ン
ブ
リ
ー
王
朝
の
創
始
者
タ
ー
ク
シ
ン
王
の
父
は
潮
州
出
身
の
華
僑

で
あ
り
、
タ
ー
ク
シ
ン
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
に
対
抗
す
る
た
め
に
挙
兵
し
た
時
も
、
ま
た
新

た
な
王
朝
を
ト
ン
ブ
リ
ー
に
開
い
た
時
に
も
資
金
を
提
供
し
た
の
は
華
僑
だ
っ
た
。
王
は

潮
州
か
ら
の
移
民
を
奨
励
し
た
た
め
、
在
タ
イ
華
僑
が
同
郷
の
人
々
を
呼
び
寄
せ
、
そ
の

結
果
ト
ン
ブ
リ
ー
王
朝
時
代
か
ら
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
時
代
初
期
に
か
け
て
は
潮
州
を
中
心

に
中
国
南
部
か
ら
多
く
の
移
民
が
押
し
寄
せ
た
。
清
朝
が
ア
ヘ
ン
戦
争
に
敗
れ
た
前
後
で

は
、さ
ら
に
流
入
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、彼
ら
は
運
河
の
建
設
事
業
な
ど
に
従
事
し
た
。

ラ
ー
マ
三
世
時
代
に
は
、
こ
の
よ
う
な
対
外
的
・
社
会
的
情
勢
の
中
で
工
芸
品
の
制
作

が
行
わ
れ
た
。第
二
期
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
螺
鈿
扉
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

l
扉
（
四
対
八
枚
）、
プ
ラ
チ
ェ
ー
ト
ゥ
ポ
ン
寺
院
本
堂

m
扉
（
二
対
四
枚
）、
ラ
ー
チ
ャ
オ
ー
ロ
ッ
ト
寺
院
本
堂

n
扉
（
二
対
四
枚
）、
ナ
ー
ン
ノ
ー
ン
寺
院
本
堂

こ
れ
ら
の
扉
に
認
め
ら
れ
る
表
現
方
法
や
技
法
は
多
様
性
に
富
み
、
ま
た
モ
チ
ー
フ
も

同
一
で
は
な
い
が
、
こ
の
多
様
性
こ
そ
が
こ
の
時
期
の
変
化
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
新
た
な

特
徴
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
本
節
で
は
、
ま
ず
そ
の
中
で
一
番
の
大
作
で
あ
る
l
プ
ラ

チ
ェ
ー
ト
ゥ
ポ
ン
寺
院
本
堂
扉
を
こ
の
時
期
の
代
表
作
と
し
て
検
討
し
た
い
。
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五
一

（2）
プ
ラ
チ
ェ
ー
ト
ゥ
ポ
ン
寺
院
本
堂
扉

歴
史
的
経
緯

プ
ラ
チ
ェ
ー
ト
ゥ
ポ
ン
寺
院
は
バ
ン
コ
ク
の
古
刹
で
、
バ
ン
コ
ク
王
宮
南
隣
に
位
置
す

る
大
寺
院
で
あ
る
。
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
が
始
ま
っ
た
時
に
は
す
で
に
こ
の
地
に
小
さ
な
寺

院
が
営
ま
れ
て
お
り
、
ポ
ー
タ
ラ
ー
ム
寺
院
（
菩
提
樹
寺
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
一
般
に

こ
の
寺
を
ワ
ッ
ト
・
ポ
ー
（
ポ
ー
寺
院
）
と
呼
ぶ
の
は
こ
の
古
称
に
由
来
し
て
い
る
。
ラ

ー
マ
一
世
王
は
こ
の
寺
院
の
北
側
に
王
宮
を
構
え
る
と
、
こ
の
寺
院
の
大
修
復
を
行
い
、

そ
の
時
新
た
な
本
堂
が
現
在
の
場
所
に
建
立
さ
れ
た
。
後
に
本
尊
仏
の
台
座
に
遺
骨
が
納

め
ら
れ
、
以
降
ラ
ー
マ
一
世
の
菩
提
寺
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

ラ
ー
マ
三
世
時
代
に
な
る
と
老
朽
化
が
進
み
、
一
八
三
一
年
に
王
は
寺
院
の
修
復
を
命

じ
た
。
修
復
は
寺
院
全
域
に
お
よ
び
、
ラ
ー
マ
一
世
時
代
の
本
堂
も
取
り
壊
さ
れ
一
回
り

大
き
く
再
建
し
た
。
一
八
三
四
年
に
は
本
堂
が
ほ
ぼ
完
成
し
屋
根
の
破
風
飾
り
を
取
り
付

け
た
が
、
重
量
を
支
え
き
れ
ず
壁
が
崩
壊
す
る
大
事
故
に
見
舞
わ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
三
世
王
は

一
八
三
五
年
に
王
族
を
伴
い
本
堂
建
立
儀
式
を
改
め
て
行
い
、
一
八
三
九
年
に
竣
工
し
て

い
る

（
（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
ラ
ー
マ
三
世
の
王
子
グ
ロ
マ
ム
ー
ン
・
マ
ー
タ
ヤ
ー
ピ
タ
ッ
ク
が

制
作
を
担
当
し
た（

（（
（

本
堂
四
箇
所
の
螺
鈿
扉
（
挿
図
11
︲
（1）
）
は
一
八
三
一
年
か
ら
一
八
三

九
年
の
間
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

文
様
と
モ
チ
ー
フ

四
対
八
枚
の
本
堂
螺
鈿
扉
は
、
扉
全
体
を
縁
取
り
文
様
帯
が
囲
ん
で
い
る
点
を
除
く

と
、
文
様
様
式
か
ら
モ
チ
ー
フ
、
技
法
ま
で
第
一
期
と
異
な
る
点
が
多
い
。
ま
ず
、
モ
チ

ー
フ
は
『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
を
全
面
的
に
採
用
し
て
い
る
。『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』

が
国
王
を
礼
賛
す
る
た
め
の
美
術
表
現
と
し
て
ラ
ー
マ
一
世
時
代
の
螺
鈿
扉
の
文
様
に
取

り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
両
時
期
の
作
品
に
は
重
要
な
相
違
点
が
存
在

す
る
。
そ
れ
は
ラ
ー
マ
一
世
時
代
の
文
様
が
登
場
人
物
を
物
語
内
容
か
ら
切
り
離
し
た
装

飾
的
文
様
と
し
て
図
案
化
し
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
の
螺
鈿
扉
で
は
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る

た
め
の
物
語
絵
表
現
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
八
枚
の
扉
は
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な

っ
た
図
案
を
持
ち
、
物
語
の
あ
る
場
面
を
表
現
し
た
絵
が
螺
鈿
で
描
か
れ
て
い
る
。
螺
鈿

に
物
語
絵
が
登
場
し
た
の
は
こ
の
扉
が
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
、『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
に
つ
い
て
多
少
触
れ
て
お
き
た
い
。
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

教
の
神
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
は
、
悪
を
成
敗
す
る
た
め
に
化
身
と
な
っ
て
地
上
に
生
ま
れ
変
わ

る
。
化
身
の
種
類
は
経
典
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
そ
の
う
ち
十
種
が
よ
く
知
ら
れ
、
中
で

も
ク
リ
シ
ュ
ナ
と
ラ
ー
マ
の
人
気
が
高
い
。
そ
の
ラ
ー
マ
を
主
人
公
と
し
た
神
話
が
『
ラ

ー
マ
ー
ヤ
ナ
物
語
』
で
あ
る
。
こ
の
物
語
は
、
三
世
紀
頃
イ
ン
ド
の
ヴ
ァ
ー
ル
ミ
ー
キ
が

編
纂
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
叙
事
詩
で
、
タ
イ
に
伝
来
後
タ
イ
語
で
書
き
直
さ
れ
た
戯
曲

が
、後
に『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
」と
は
、

「
栄
光
の
ラ
ー
マ
」
を
意
味
す
る
。『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
物
語
』
と
『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』

の
間
に
は
ス
ト
ー
リ
ー
に
大
き
な
違
い
も
存
在
し
て
お
り
、
後
者
で
は
タ
イ
人
好
み
の
ス

挿図 11 -（1） プラチェートゥポン寺院本堂螺鈿扉
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五
二

ト
ー
リ
ー
展
開
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
物
語
』
は
遅
く
と
も
十
三
世
紀
の
終
わ
り
頃
ま
で
に
は
タ
イ
人
に
知

ら
れ
て
い
た

（
（（
（

。
ト
ン
ブ
リ
ー
王
朝
の
タ
ー
ク
シ
ン
王
は
『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
物
語
』
の
編
纂

を
始
め
た
が
完
成
を
見
ず
し
て
処
刑
さ
れ
、
後
に
ラ
ー
マ
一
世
が
即
位
す
る
と
こ
の
事
業

を
引
継
ぎ
、
一
七
八
九
年
に
完
成
さ
せ
て
い
る
。
以
降
こ
の
ラ
ー
マ
一
世
版
が
基
準
作
と

さ
れ
、
後
に
は
『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン

物
語
』
は
宮
廷
の
伝
統
仮
面
劇
「
コ
ー
ン
」
や
人
形
劇
「
フ
ン
」
ま
た
、
影
絵
芝
居
「
ナ

ン
ヤ
イ
」「
ナ
ン
タ
ル
ン
」
で
演
じ
ら
れ
る
。

こ
の
物
語
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
化
身
ラ
ー
マ
が
長
い
戦
争
の
末
に
羅
刹
王
ト
ッ
サ
カ
ン
を

倒
し
世
界
を
平
和
に
導
く
話
で
あ
る
。
タ
イ
の
王
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
化
身
で
あ
る
と
す
る

「
デ
ー
ヴ
ァ
・
ラ
ー
ジ
ャ
思
想
」
に
基
づ
き
、
ラ
ー
マ
と
同
一
視
さ
れ
た
。
つ
ま
り
こ
の

物
語
は
ラ
ー
マ
の
英
雄
伝
で
あ
る
と
同
時
に
タ
イ
国
王
の
英
雄
伝
に
等
し
い
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
を
包
有
す
る
こ
と
で
、
タ
イ
の
王
朝
に
受
容
さ
れ
て
き
た
。
ス
コ
ー
タ
イ
朝
や
ア

ユ
タ
ヤ
朝
に
「
ラ
ー
マ
」
を
冠
し
た
名
を
持
つ
王
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
チ
ャ
ク
リ
ー
王

朝
以
前
に
す
で
に
こ
の
物
語
が
宮
廷
に
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。『
ラ
ー
マ

キ
エ
ン
物
語
』
の
仮
面
劇
が
国
王
の
葬
儀
で
何
夜
に
も
わ
た
っ
て
夜
通
し
演
じ
ら
れ
る
の

も
、
亡
く
な
っ
た
王
の
功
績
を
称
え
る
た
め
で
あ
る
。『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
は
芸
能

の
他
、
王
宮
内
や
王
室
と
関
わ
り
の
深
い
寺
院
で
は
絵
画
や
彫
像
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い

る
が
、
元
よ
り
仏
教
と
は
無
関
係
の
思
想
で
あ
る
。

プ
ラ
チ
ェ
ー
ト
ゥ
ポ
ン
寺
院
本
堂
螺
鈿
扉
に
『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
が
採
用
さ
れ
た

の
は
、
ラ
ー
マ
三
世
の
父
で
あ
る
ラ
ー
マ
二
世
が
『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
の
戯
曲
を
書

い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
あ
る
が

（
（（
（

、
筆
者
は
む
し
ろ
国
王
の
権
威
を
示
す
た
め

に
、
国
王
の
偉
大
さ
を
象
徴
す
る
英
雄
物
語
が
選
ば
れ
た
た
め
だ
と
考
え
る
。
こ
の
寺
院

内
に
螺
鈿
扉
の
他
に
も
こ
の
物
語
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
美
術
作
品
が
多
数
造
ら
れ
た
の

も
、ま
た
ラ
ー
マ
一
世
や
二
世
が
こ
の
話
の
戯
曲
を
書
い
た
の
も
同
様
の
理
由
で
あ
ろ
う
。 

次
に
こ
の
螺
鈿
扉
文
様
の
表
現
法
を
見
て
い
き
た
い
。
ま
ず
中
心
モ
チ
ー
フ
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
は
、
縦
長
の
画
面
全
体
を
斜
め
上
か
ら
の
俯
瞰
的

構
図
で
描
い
た
絵
画
表
現
（
挿
図
11
︲
（2）
）
で
、
こ
れ
ま
で
の
螺
鈿
作
品
に
は
見
ら
れ
な

い
も
の
で
あ
る
。
扉
特
有
の
縦
長
の
構
図
に
配
さ
れ
た
物
語
は
、
森
や
岩
に
よ
っ
て
場
面

が
区
切
ら
れ
て
い
る
。
樹
木
な
ど
の
植
物
は
平
面
的
な
表
現
だ
が
、
第
一
期
の
抽
象
化
さ

れ
た
植
物
文
様
と
は
異
な
り
、
絵
画
的
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
岩
石
の
表
現
（
挿
図
11

︲
（3）
、
11
︲
（4）
）
で
は
陰
影
を
付
け
立
体
的
に
見
せ
て
い
る
。
建
物
や
屋
根
の
描
き
方
に

は
立
体
描
写
が
見
ら
れ
る
が
、
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
登
場
人
物

な
ど
の
描
写
は
前
時
期
と
同
様
立
体
感
に
乏
し
く
、
背
景
に
は
広
葉
樹
の
高
木
が
配
さ

れ
、
前
景
や
登
場
人
物
の
周
辺
で
は
樹
木
を
縮
小
し
て
描
く
こ
と
に
よ
り
奥
行
き
が
感
じ

ら
れ
る
と
同
時
に
、
周
囲
の
風
景
に
比
べ
て
登
場
人
物
が
大
き
く
描
か
れ
強
調
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
遠
近
法
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
表
現
法
で
あ
る
。
樹
木
は
場

面
を
区
切
る
の
に
使
わ
れ
る
と
同
時
に
、
ラ
ー
マ
が
森
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ

ー
と
も
合
致
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
特
徴
は
同
時
期
の
寺
院
壁
画
で
も
顕
著
と
な
る

が
、
そ
う
い
っ
た
特
徴
は
中
国
絵
画
や
中
国
な
ど
の
螺
鈿
作
品
に
す
で
に
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
登
場
人
物
や
馬
な
ど
躍

動
的
な
表
現
は
必
ず
し
も
中
国
的
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
こ
の
物
語
が
舞
台
演
劇
の
戯
曲

と
し
て
書
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
舞
台
で
の
演
者
の
姿
や
影
絵
の
図
様
を
反
映
し
て
い
る
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
背
景
に
描
か
れ
た
鳥
や
リ
ス
・
猿
・
象
・

鹿
な
ど
の
動
物
も
動
き
が
強
調
さ
れ
、
生
き
生
き
と
し
た
印
象
を
与
え
て
い
る
。

本
堂
基
壇
を
飾
る
一
五
二
枚
の
大
理
石
板
に
は
『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
の
浮
彫
が
あ

る
が
、
物
語
を
表
現
す
る
に
は
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い
た
め
、
背
景
や
前
景
は
で
き
る
だ
け
省

略
さ
れ
登
場
人
物
が
優
先
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
人
物
像
の
動
的
な
表
現
や
樹
木
の
表
現
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挿図 11 -（2） 同 螺鈿扉城壁図挿図 11 -（3） 同 螺鈿扉人物、岩山図

挿図 11 -（4） 同 螺鈿扉人物、岩山図

を
見
て
も
螺
鈿
で
の
表
現
と
の
共
通
性
が
高
く
、
本
堂
再
建
時
に
制
作
さ
れ
た
螺
鈿
扉
と

大
理
石
浮
彫
の
両
作
品
は
、
ラ
ー
マ
三
世
時
代
の
美
術
様
式
を
示
す
代
表
作
で
あ
る
と
言

え
る
。

縁
取
り
文
様
帯
の
内
部
を
見
る
と
、
第
一
期
に
見
ら
れ
る
抽
象
化
さ
れ
た
植
物
文
の
表
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四

小
形
貝
片
文
様
の
中
に
混
在
す
る
こ
と
で
程
よ
い
抑
揚
と
な
っ
て
い
る
。
大
形
貝
片
導
入

に
よ
り
、
表
面
に
毛
彫
り
に
よ
る
絵
画
的
な
表
現
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
こ
の

時
期
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
毛
彫
り
線
は
樹
木
の
幹
や
岩
山
表
現
、
ま
た
馬
な
ど
の
動

物
や
人
物
像
の
細
部
を
描
く
の
に
使
わ
れ
て
い
る
。
特
に
木
の
幹
の
う
ね
り
や
岩
石
の
質

感
、
表
面
の
陰
影
を
見
事
に
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
岩
石
の
表
面
に
小
さ
な
穴
を
数

多
く
穿
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
こ
う
し
た
大
形
の
貝
片
を
使
っ
た
絵
画
的
表
現
に
は
中

国
な
ど
か
ら
の
外
的
影
響
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
白
馬
、
色
白
の
人
物
や
白
人
の
他
、

猿
軍
の
武
将
白
猿
の
ハ
ヌ
マ
ー
ン
を
大
形
貝
片
の
白
色
で
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
（
挿
図

11
︲
（6）
）、
大
形
貝
片
と
毛
彫
り
に
よ
る
表
現
が
特
定
の
図
像
を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ

た
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
の
他
、
石
積
み
の
壁
や
石
で
敷
か
れ
た
床
を
表
現
す
る
た
め
に
ラ
ン
ダ
ム
な
形
を
し

た
大
き
目
の
貝
片
を
敷
き
詰
め
た
表
現
（
挿
図
11
︲
（4）
）
や
、
屋
根
瓦
や
城
壁
に
規
則
的

な
形
の
貝
片
を
敷
き
詰
め
た
表
現
（
挿
図
11
︲
（2）
）
も
他
地
域
か
ら
の
影
響
が
考
え
ら
れ

る
。夜

光
貝
の
厚
貝
を
使
う
タ
イ
で
は
確
保
で
き
る
貝
片
は
せ
い
ぜ
い
四
㎝
四
方

（
（（
（

程
度
で
あ

り
、
大
き
な
貝
を
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
例
を
見
て
も
五
～
六
㎝
四
方
で
は
な
い
か
と
み
ら

れ
る
。
こ
れ
よ
り
広
い
面
を
造
る
時
は
大
形
の
貝
片
を
い
く
つ
か
組
み
合
わ
せ
、
貝
片
の

つ
な
ぎ
目
を
毛
彫
り
線
や
あ
る
い
は
骨
書
き
で
の
表
現
の
様
に
見
せ
、
不
自
然
に
つ
な
ぎ

目
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
工
夫
し
て
い
る
（
挿
図
11
︲
（6）
）。

次
に
、
微
塵
貝
に
よ
る
表
現
を
指
摘
し
た
い
。
こ
れ
は
、
貝
の
細
か
い
欠
片
あ
る
い
は

貝
を
細
か
く
砕
い
て
粉
状
に
し
た
も
の
を
蒔
き
、
濃
淡
や
陰
影
、
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
を
表
現

す
る
技
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
も
第
一
期
に
は
皆
無
だ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
初
め

て
登
場
す
る
。
こ
の
技
法
も
ま
た
中
国
な
ど
の
表
現
技
法
に
倣
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
プ

ラ
チ
ェ
ー
ト
ゥ
ポ
ン
寺
院
扉
で
は
主
に
岩
山
や
土
坡
を
表
現
す
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い

挿図 11 -（5） 同 螺鈿扉縁取り文様帯、召し合わせ部分の装飾

現
は
中
国
風
牡
丹
唐
草
文
（
挿
図
11
︲
（5）
）
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
牡
丹
の
中
に
は

リ
ス
や
鳥
が
覗
い
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
観
音
扉
の
召
し
合
わ
せ
部
分
は
卍
崩
し
に
牡
丹

散
ら
し
文
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
扉
全
体
を
見
渡
し
て
も
、
第
一
期
の
す
べ
て
の
作
品
に

見
ら
れ
た
渦
巻
唐
草
文
や
四
弁
華
文
な
ど
の
抽
象
化
さ
れ
た
植
物
文
は
一
切
見
受
け
ら
れ

な
い
。

表
現
技
法

プ
ラ
チ
ェ
ー
ト
ゥ
ポ
ン
寺
院
本
堂
螺
鈿
扉
で
は
、
依
然
と
し
て
小
形
の
同
形
貝
片
ピ
ー

ス
を
多
数
組
み
合
わ
せ
た
文
様
構
成
が
多
く
を
占
め
る
が
、
ピ
ー
ス
は
さ
ら
に
微
細
に
な

る
。第

一
期
と
の
重
要
な
相
違
点
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、
大
形
貝
片
文
様
の
使
用
で
あ

る
。
黒
漆
地
に
大
形
貝
片
の
白
が
浮
き
出
る
効
果
を
見
せ
る
と
共
に
、
大
形
貝
片
文
様
が
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五
五

る
。
大
形
貝
片
に
よ
る
岩
の
硬
い
表
現
と
そ
の
周
辺
に
微
塵
貝
を
蒔
き
地
面
と
し
た
柔
ら

か
い
表
現
と
の
対
比
を
見
せ
て
い
る
（
挿
図
11
︲
（3）
）。
水
平
に
並
べ
た
細
長
い
貝
片
と

併
用
し
地
面
を
表
現
し
て
い
る
箇
所
や
、
微
塵
貝
を
ま
っ
た
く
用
い
ず
細
長
い
貝
片
の
み

を
用
い
て
い
る
箇
所
が
あ
る
点
は
興
味
深
い
。
つ
ま
り
、
大
き
な
貝
片
や
微
塵
貝
の
使
用

を
最
小
限
に
抑
え
、
画
一
的
な
細
か
い
貝
片
で
構
成
し
て
い
る
部
分
と
、
新
し
い
技
法
を

存
分
に
取
り
入
れ
て
い
る
部
分
に
よ
っ
て
、
八
枚
の
扉
で
異
な
っ
た
傾
向
を
見
せ
て
い

る
。
三
ｍ
を
超
え
る
よ
う
な
大
扉
を
八
枚
も
用
意
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
多
く
の
職
人
が

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
ア
ユ
タ
ヤ
時
代
の
史
料
か
ら
も
知
ら
れ
る
が
、
新
し
い
技
法
の
導

入
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
あ
る
い
は
図
案
を
起
こ
し
た
職
人
の
好
み
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
上
記
二
点
の
新
し
い
技
法
お
よ

び
表
現
法
の
採
用
に
お
い
て
は
、
職
人
あ
る
い
は
工
房
単
位
で
受
容
の
程
度
に
差
が
あ
っ

た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
ラ
ー
マ
三
世
時
代
に
制
作
さ
れ
た
プ
ラ
チ
ェ
ー
ト
ゥ
ポ
ン
寺

院
の
螺
鈿
扉
に
は
、
ラ
ー
マ
一
世
時
代
か
ら
継
承
し
た
点
と
、
新
た
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

点
と
が
混
在
し
て
い
る
。
継
承
点
と
し
て
は
、
厚
貝
漆
地
螺
鈿
と
炭
粉
漆
の
使
用
、
扉
外

面
へ
の
螺
鈿
装
飾
と
い
っ
た
全
三
期
に
共
通
す
る
基
本
的
な
タ
イ
螺
鈿
扉
の
特
徴
か
ら
、

全
般
的
に
は
従
来
の
螺
鈿
扉
制
作
技
法
を
踏
襲
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
文
様
全
体
を

囲
む
縁
取
り
文
様
帯
を
持
つ
構
成
も
ま
た
一
期
か
ら
継
承
し
た
点
だ
が
、
一
方
で
、『
ラ

ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
絵
画
表
現
を
行
っ
た
こ
と
や
、
大
形
貝
片
の
使

用
と
毛
彫
り
や
蒔
き
貝
と
い
っ
た
表
現
技
法
導
入
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
第
一
期
の
作
品

と
ま
っ
た
く
違
っ
た
様
相
を
持
つ
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

（3）
ラ
ー
チ
ャ
オ
ー
ロ
ッ
ト
寺
院
本
堂
扉
と
ナ
ー
ン
ノ
ー
ン
寺
院
本
堂
扉

ラ
ー
マ
三
世
の
菩
提
寺
ラ
ー
チ
ャ
オ
ー
ロ
ッ
ト
寺
院
は
、
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
時
代
か
ら
続

挿図 11 -（6） 同 螺鈿扉人物、ハヌマーン図
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く
寺
院
で
以
前
は
ジ
ョ
ム
ト
ー
ン
寺
院
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
後
に
即
位
し
て
ラ
ー
マ
三
世

と
な
る
ジ
ェ
ー
サ
ダ
ー
ボ
デ
ィ
ン
王
子
は
一
八
二
〇
年
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
を
迎
え
撃
つ
た
め

に
ガ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
ー
県
に
出
陣
し
た
が
、
こ
の
時
こ
の
寺
院
で
宿
泊
し
、
出
陣
の
儀
式

を
行
っ
た
。
し
か
し
一
八
二
一
年
に
な
っ
て
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
が
現
れ
な
か
っ
た
た
め
バ

ン
コ
ク
に
軍
を
返
し
、
後
に
こ
の
寺
院
の
修
復
を
行
っ
た
。
こ
の
修
復
で
は
寺
院
の
建
物

す
べ
て
を
建
て
直
し
て
い
る
。
修
復
が
終
わ
る
と
父
王
ラ
ー
マ
二
世
は
こ
の
寺
院
を
王
立

寺
院
と
し
、
ラ
ー
チ
ャ
オ
ー
ロ
ッ
ト
寺
院
と
い
う
名
を
贈
っ
た

（
（（
（

。「
王
子
が
建
て
た
寺
」

を
意
味
す
る
。
王
子
は
中
国
と
盛
ん
に
貿
易
を
行
い
、
ま
た
中
国
美
術
を
好
ん
だ
た
め
、

こ
の
寺
院
で
初
め
て
中
国
風
の
建
築
装
飾
が
取
り
入
れ
ら
れ
た

（
（（
（

。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
の

寺
院
は
ラ
ー
マ
二
世
時
代
に
全
面
修
復
さ
れ
た
が
、
即
位
前
の
ラ
ー
マ
三
世
が
個
人
的
に

挿図 12 -（1） ラーチャオーロット寺院本堂螺鈿扉
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五
七

関
わ
り
、
ラ
ー
マ
三
世
様
式
と
呼
ば
れ
る
新
様
式
で
建
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
ラ
ー
マ
三

世
時
代
の
作
品
に
含
ま
れ
る
。
こ
の
寺
院
の
本
堂
は
螺
鈿
扉
（
挿
図
12
︲
（1）
）
を
備
え
て

い
る
が
、
ラ
ー
チ
ャ
オ
ー
ロ
ッ
ト
寺
院
と
い
う
名
が
贈
ら
れ
る
ま
で
に
寺
院
の
修
復
が
終

わ
っ
て
い
た
と
い
う
説
を
採
れ
ば
、
こ
の
扉
は
概
ね
一
八
二
一
年
か
ら
ラ
ー
マ
三
世
が
即

位
す
る
一
八
二
四
年
ま
で
の
間
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

本
堂
螺
鈿
扉
は
中
国
的
な
飛
龍
（
挿
図
12
︲
（2）
）
が
中
心
文
様
と
な
っ
て
い
る
。
飛
龍

の
図
案
は
大
形
の
花
瓶
な
ど
タ
イ
で
見
つ
か
っ
て
い
る
中
国
製
陶
磁
器
に
見
ら
れ
る
も
の

で
、
こ
の
寺
院
で
初
め
て
中
国
的
な
装
飾
を
大
幅
に
取
り
入
れ
る
に
当
た
り
、
中
国
皇
帝

の
象
徴
で
あ
る
龍
を
自
身
の
象
徴
と
し
て
扉
の
モ
チ
ー
フ
に
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

国
王
の
象
徴
を
扉
の
主
題
と
し
て
い
る
点
は
、
こ
の
扉
の
制
作
か
ら
約
十
年
後
に
プ
ラ
チ

ェ
ー
ト
ゥ
ポ
ン
寺
院
螺
鈿
扉
に
『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
と
そ
の
基

本
コ
ン
セ
プ
ト
は
共
通
す
る
が
、
モ
チ
ー
フ
と
し
て
は
多
様
性
を
見
せ
て
い
る
。
特
に
こ

の
扉
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
本
来
中
国
皇
帝
の
み
が
使
用
を
許
さ
れ
る
べ
き
五
つ
爪
の
龍

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
身
を
中
国
皇
帝
に
並
び
得
る
偉
大
な
王
と
し
て
威
厳
を
示
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
扉
が
一
八
二
四
年
の
ラ
ー
マ
三
世
即
位
以
前
に
造
ら
れ
て
い
た

と
す
る
と
、
ラ
ー
マ
三
世
の
新
王
と
し
て
の
並
々
な
ら
ぬ
意
気
込
み
と
自
信
の
現
れ
で
あ

る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
八
二
四
年
に
は
ラ
ー
マ
二
世
の
嫡
子
で
あ
る
モ
ン
ク
ッ
ト

王
子
が
出
家
し
て
い
る

（
（（
（

こ
と
も
あ
り
、
こ
の
扉
が
制
作
さ
れ
る
頃
に
は
ラ
ー
マ
三
世
の
世

襲
が
既
定
路
線
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
た
だ
し
こ
の
見
方
は
、
ラ
ー
マ
二
世

が
亡
く
な
る
前
に
世
継
を
決
め
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
貴
族
間
で
の
協
議
の
上
ラ
ー
マ
三

世
を
王
と
し
て
推
挙
し
た
と
の
王
朝
年
代
記
の
記
述

（
（（
（

を
覆
す
こ
と
に
な
る
。

扉
は
左
右
で
線
対
称
の
文
様
と
な
っ
て
い
る
。
中
心
文
様
の
飛
龍
は
波
濤
か
ら
舞
い
上

が
り
雲
間
を
飛
翔
し
て
い
る
大
龍
と
小
龍
の
一
組
で
、
躍
動
的
な
姿
を
表
し
て
い
る
。
飛

龍
を
囲
む
縁
取
り
文
様
帯
に
は
中
国
の
吉
祥
文
、い
わ
ゆ
る
宝
尽
く
し
や
葡
萄
栗
鼠
文（
挿

図
12
︲
（2）
）
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
様
様
式
は
中
国
的
な
文
様
を
全
面

的
に
受
け
入
れ
た
も
の
で
、
第
一
期
か
ら
受
け
継
が
れ
た
も
の
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
の
傾

挿図 12 -（2） 同 螺鈿扉飛龍図
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五
八

体
描
写
も
見
ら
れ
る
が
、
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
は
導
入
さ
れ
て
い
な
い
。
植
物
や
岩
山
、

土
坡
な
ど
の
絵
画
的
な
描
写
や
貝
片
を
石
畳
の
よ
う
に
敷
き
詰
め
た
壁
・
塀
・
石
畳
・
屋

根
瓦
の
表
現
も
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
新
た
な
特
徴
は
中
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
の
螺
鈿
作
品
と
の

関
係
性
を
示
し
て
い
る
。
登
場
人
物
は
周
囲
と
比
べ
大
き
く
描
か
れ
強
調
さ
れ
て
い
る

が
、『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
が
仮
面
劇
の
戯
曲
と
し
て
書
か
れ
た
文
学
作
品
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
舞
台
芸
能
の
一
場
面
か
ら
登
場
人
物
や
動
物
を
取
り
出
し
た
か
の
よ
う
な
動
的

な
ポ
ー
ズ
を
と
る
点
は
、
独
自
の
特
徴
で
あ
る
。

技
法
で
は
さ
ら
に
細
か
く
な
っ
た
小
形
貝
片
が
大
量
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
後
に
大
形

貝
片
の
使
用
と
毛
彫
り
や
蒔
き
貝
と
い
っ
た
新
た
な
技
法
が
導
入
さ
れ
、
共
存
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
技
法
は
こ
の
時
期
の
絵
画
的
な
表
現
か
ら
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
ず
、
や

挿図 13 -（1） ナーンノーン寺院本堂螺鈿扉

挿図 13 -（2） 同 螺鈿扉箔絵、螺鈿装飾

向
は
プ
ラ
チ
ェ
ー
ト
ゥ
ポ
ン
寺
院
の
扉
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

技
法
面
か
ら
見
る
と
、
第
一
期
か
ら
引
き
続
き
小
形
貝
片
の
み
で
文
様
全
体
が
構
成
さ

れ
て
い
る
。
後
に
プ
ラ
チ
ェ
ー
ト
ゥ
ポ
ン
寺
院
扉
で
大
き
な
貝
片
を
使
っ
た
表
現
な
ど
新

た
な
技
法
が
大
々
的
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
扉
で
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。

同
じ
く
ラ
ー
マ
三
世
時
代
の
一
八
三
二
年
か
ら
修
復
が
始
ま
っ
た
ナ
ー
ン
ノ
ー
ン
寺
院

は
、
本
堂
の
結
界
が
張
ら
れ
た
の
が
一
八
四
一
年

（
（（
（

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
堂
扉
（
挿
図
13

︲
（1）
）
は
一
八
三
二
年
か
ら
一
八
四
一
年
の
間
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
扉
全
面

は
不
定
形
な
大
形
貝
片
で
埋
め
尽
く
さ
れ
独
特
な
様
相
を
見
せ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な

表
現
が
何
を
意
味
す
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
螺
鈿
が
貼
り
付
け
ら
れ
た
扉
面
に
は
金
箔

に
骨
書
き
と
ぼ
か
し
で
中
国
の
吉
祥
文
が
描
か
れ
て
い
る
（
挿
図
13
︲
（2）
）。
こ
う
し
た
金

箔
の
表
現
は
、
ラ
ー
マ
三
世
時
代
の
寺
院
堂
内
の
荘
厳
に
見
ら
れ
る
技
法
で
あ
る
。
金
箔

の
上
に
ぼ
か
し
を
入
れ
た
り
影
の
部
分
を
点
描
で
描
く
絵
画
表
現
は
、
こ
の
時
期
の
螺
鈿

表
現
技
法
に
導
入
さ
れ
た
蒔
き
貝
や
、
毛
彫
り
で
の
表
現
に
も
通
じ
る
。

器
物
の
全
面
を
貝
片
で
覆
う
表
現
は
、
イ
ン
ド
な
ど
に
も
例
が
あ
り
、
全
面
を
貝
片
で

覆
っ
た
扉
も
存
在
す
る
。
通
常
で
は

定
形
に
切
り
出
し
た
貝
片
を
並
べ
て

貼
り
付
け
て
い
る
が
、
こ
の
扉
の
貝

片
は
不
定
形
で
あ
り
、
む
し
ろ
プ
ラ

チ
ェ
ー
ト
ゥ
ポ
ン
寺
院
の
螺
鈿
扉
や

大
理
石
浮
彫
で
見
ら
れ
る
石
積
み
壁

や
石
敷
き
床
の
描
写
と
の
共
通
性
が

高
い
と
思
わ
れ
る
。

（4）
第
二
期
螺
鈿
扉
文
様
の
特
徴
と

そ
の
歴
史
的
意
味

第
二
期
螺
鈿
文
様
表
現
の
特
徴
の

一
つ
は
斜
め
上
方
か
ら
俯
瞰
し
た
構

図
で
、
建
物
を
描
い
た
部
分
に
は
立
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は
り
東
ア
ジ
ア
の
螺
鈿
作
品
と
の
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
貝
片
を
扉
全
面
に
貼
り

付
け
る
特
殊
な
装
飾
法
も
見
ら
れ
、
こ
う
し
た
多
様
な
表
現
法
の
存
在
が
こ
の
時
代
の
特

徴
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
時
代
、『
三
界
経
』
の
仏
教
的
な
モ
チ
ー
フ
が
第
一
期
に
萌
芽
を
見
て
い
た
『
ラ

ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
や
中
国
と
の
交
易
に
よ
る
文
化
的
な
影
響
と
し
て
「
飛
龍
」
と
い
っ

た
神
話
的
な
モ
チ
ー
フ
に
置
き
換
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
モ
チ
ー
フ
は
い
ず
れ
も

国
王
の
偉
大
さ
を
顕
示
す
る
と
い
う
意
図
を
含
有
し
、
装
飾
美
術
と
し
て
象
徴
的
に
表
現

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ラ
ー
マ
三
世
は
嫡
子
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
即
位
し

た
た
め
、
よ
り
権
威
を
誇
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
新
し
い
技
法
と
モ
チ
ー
フ
、
そ
し
て
文
様
の
導
入
と
い
っ
た
変
更
が

第
二
期
の
作
品
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。

絵
画
や
建
築
装
飾
に
も
顕
著
に
見
ら
れ
る
中
国
風
好
み
の
ラ
ー
マ
三
世
様
式
は
螺
鈿
扉

に
も
新
た
な
螺
鈿
技
法
の
導
入
を
伴
い
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
が
、
こ

の
事
実
は
中
国
な
ど
か
ら
螺
鈿
作
品
が
タ
イ
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。
新

し
い
技
法
の
採
用
度
合
い
に
は
差
が
見
ら
れ
た
こ
と
や
、
同
時
期
の
周
辺
国
に
例
を
見
な

い
厚
貝
漆
地
螺
鈿
で
あ
る
こ
と
、
第
一
期
か
ら
引
き
継
い
だ
縁
取
り
文
様
帯
を
伴
う
文
様

構
成
や
人
物
の
表
現
か
ら
、
海
外
か
ら
職
人
が
来
て
こ
れ
ら
の
作
品
を
造
っ
た
と
い
う
の

で
は
な
く
、
伝
来
し
た
作
品
を
観
察
す
る
こ
と
で
新
た
な
技
法
を
取
り
入
れ
た
と
見
る
方

が
妥
当
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
時
代
の
タ
イ
に
は
多
く
の
中
国
人
華
僑
が
存
在
し

た
。
タ
ー
ク
シ
ン
王
時
代
に
移
住
し
た
華
僑
は
、
六
十
年
近
く
経
過
し
、
三
世
・
四
世
の

世
代
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
中
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
人
々
の
中
に
は
螺
鈿
工
芸
な

ど
の
職
人
に
な
っ
て
い
た
人
も
い
た
だ
ろ
う
。
筆
者
は
プ
ラ
チ
ェ
ー
ト
ゥ
ポ
ン
寺
院
の
調

査
中
に
華
僑
系
の
絵
師
達
が
絵
画
を
修
復
し
て
い
る
の
に
何
度
も
出
会
っ
て
い
る
。
彼
ら

は
、
中
国
式
の
文
様
に
馴
染
ん
で
お
り
、
同
時
に
タ
イ
伝
統
の
文
様
に
も
理
解
が
深
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
タ
イ
生
ま
れ
の
華
僑
系
職
人
ら
が
制
作
に
関
わ
っ
て
い
た

可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
四
）
第
三
期
の
作
品
と
そ
の
歴
史
的
意
味

（1）
第
三
期
の
歴
史
的
背
景

ラ
ー
マ
二
世
時
代
か
ら
始
ま
っ
た
西
洋
諸
国
と
の
接
触
は
ラ
ー
マ
三
世
時
代
に
は
さ
ら

に
逼
迫
し
、
タ
イ
の
王
朝
は
周
辺
諸
国
が
徐
々
に
西
欧
植
民
地
主
義
に
蝕
ま
れ
て
い
く
様

を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
ラ
ー
マ
三
世
は
貿
易
で
得
た
富
を
蓄
え
る
と
共

に
、軍
事
力
の
増
強
に
も
力
を
注
い
だ
。ラ
ー
マ
四
世
時
代
に
は
外
圧
が
一
層
強
く
な
り
、

国
家
の
経
済
と
独
立
に
対
す
る
危
機
が
訪
れ
る
。
こ
の
時
期
か
ら
王
家
が
関
わ
っ
た
螺
鈿

扉
と
し
て
最
後
の
作
品
が
制
作
さ
れ
る
ラ
ー
マ
五
世
時
代
ま
で
の
激
動
の
時
代
を
第
三
期

（
一
八
五
一
～
一
九
一
〇
）
に
設
定
し
て
検
討
を
行
う
。

ラ
ー
マ
四
世
時
代
は
日
本
の
幕
末
に
当
た
り
、
当
時
の
政
府
は
江
戸
幕
府
が
経
験
し
た

の
と
同
様
西
欧
帝
国
主
義
の
脅
威
に
晒
さ
れ
て
い
た
。
ラ
ー
マ
二
世
が
没
し
た
時
、
側
室

子
で
あ
る
兄
が
即
位
し
た
た
め
、
嫡
子
の
モ
ン
ク
ッ
ト
王
子
（
後
の
ラ
ー
マ
四
世
）
は
出

家
し
、
そ
の
後
兄
王
が
亡
く
な
る
ま
で
二
十
七
年
間
を
僧
籍
で
過
ご
し
た
。
そ
の
間
当
時

の
仏
教
団
を
批
判
し
、
よ
り
戒
律
に
厳
格
な
タ
マ
ユ
ッ
ト
ニ
ガ
ー
イ
派
を
創
設
す
る
一
方

で
、
英
語
や
ラ
テ
ン
語
を
学
ぶ
な
ど
、
西
洋
事
情
に
も
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
王
位

を
継
承
し
た
後
も
西
洋
人
を
家
庭
教
師
に
招
き
、
子
息
に
西
洋
式
の
教
育
を
施
し
た
こ
と

は
映
画
な
ど
で
も
有
名
で
あ
る
。

ラ
ー
マ
四
世
は
即
位
す
る
と
、
ま
ず
ア
ヘ
ン
戦
争
で
敗
れ
た
清
へ
の
朝
貢
を
止
め
て
い

る
が
、
こ
れ
は
タ
イ
が
、
弱
体
化
し
西
洋
諸
国
に
蝕
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
清
朝
の
属
国
だ
と

み
な
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
西
欧
帝
国
主
義
に
対
峙
し
領
土

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
タ
イ
が
長
い
歴
史
を
持
ち
、
独
立
を
保
っ
て
き
た
文
明
国
で
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あ
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
っ
た
。
ラ
ー
マ
四
世
が
出
家
時
代
に
ス
コ
ー
タ
イ
で
発
見
し

た
ス
コ
ー
タ
イ
第
一
碑
文
（
ラ
ー
ム
カ
ム
ヘ
ー
ン
王
碑
文
）
な
ど
の
石
碑
文
は
、
タ
イ
人

の
国
が
少
な
く
と
も
七
〇
〇
年
に
わ
た
っ
て
存
続
し
て
き
た
こ
と
の
証
と
な
っ
た
。
仏
教

美
術
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
王
が
ア
ユ
タ
ヤ
朝
末
の
美
術
を
模
範
と
し
て
い
た
の
を
さ
ら
に

遡
り
、
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
初
期
か
ら
中
期
の
美
術
様
式
を
採
用
し
た
。
こ
こ
に
は
、
ラ
ー
マ

四
世
が
よ
り
古
い
美
術
を
好
ん
だ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
対
外
戦
略
と
し
て
伝
統
重
視
の

政
策
を
と
り
、
タ
イ
の
歴
史
を
よ
り
古
い
時
代
に
ま
で
遡
ら
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
潜
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
う
し
た
中
で
、
一
八
五
五
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
と
の
間
に
通
商
貿
易
に
関
す
る
条
約
締

結
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
こ
れ
は
一
般
に
ボ
ー
リ
ン
グ
条
約
と
呼
ば
れ
、
タ
イ
側
に
一
方

的
に
不
利
な
条
件
を
突
き
つ
け
た
不
平
等
条
約
だ
っ
た
。
タ
イ
は
自
由
貿
易
を
約
束
さ
せ

ら
れ
る
と
共
に
、
入
港
税
の
廃
止
、
輸
出
入
関
税
の
低
い
設
定
な
ど
、
日
米
修
好
通
商
条

約
を
上
回
る
不
利
な
条
項
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
王
室
は
独
占
的
な
貿
易
が
で

き
な
く
な
り
、
財
政
は
逼
迫
し
た
。

ラ
ー
マ
四
世
は
こ
の
よ
う
な
西
欧
帝
国
主
義
に
対
し
て
大
き
な
危
機
感
を
抱
き
、
首
都

バ
ン
コ
ク
が
西
洋
の
国
の
手
に
落
ち
た
時
に
備
え
、
遷
都
先
と
し
て
タ
イ
の
各
地
に
離
宮

を
整
備
し
た
。
そ
う
し
て
建
設
さ
れ
た
ロ
ッ
ブ
リ
ー
県
の
ナ
ー
ラ
ー
イ
離
宮
や
ペ
チ
ャ
ブ

リ
ー
県
の
プ
ラ
ナ
コ
ー
ン
キ
リ
ー
離
宮
な
ど
に
建
て
ら
れ
た
の
は
洋
風
の
宮
殿
で
あ
る
。

バ
ン
コ
ク
王
宮
内
に
も
プ
ラ
・
ア
ピ
ナ
オ
ニ
ウ
ェ
ー
ト
宮
殿
群
と
呼
ば
れ
る
洋
風
建
物
群

を
建
て
、
ラ
ー
マ
四
世
は
そ
こ
に
起
居
し
た
。
こ
の
宮
殿
群
は
現
存
し
な
い
が
ラ
ー
マ
五

世
時
代
初
期
に
は
ま
だ
使
わ
れ
て
お
り
、
明
治
政
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
大
鳥
圭
介
は
、
外

国
の
使
節
を
迎
え
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
た
ア
ナ
ン
タ
ー
サ
マ
ー
コ
ム
宮
殿
で
ラ
ー
マ
五

世
に
謁
見
し
て
い
る

（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
タ
イ
が
文
明
国
と
し
て
西
洋
人
と
対
等
に
付
き
合
っ

て
い
く
た
め
に
、
西
洋
建
築
を
建
て
、
そ
こ
で
海
外
の
使
節
と
接
見
す
る
と
い
う
明
治
時

代
の
日
本
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
タ
イ
で
は
先
ん
じ
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う

し
た
建
築
で
は
装
飾
も
西
洋
式
と
な
り
、
装
飾
モ
チ
ー
フ
そ
の
も
の
が
変
わ
っ
て
い
く
。

続
く
ラ
ー
マ
五
世
時
代
は
さ
ら
に
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
た
が
、
自
由
貿
易
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
た
財
政
問
題
と
条
約
問
題
を
打
開
す
べ
く
国
の
近
代
化
に
力
を
注
い
だ
。

農
業
生
産
の
向
上
を
図
り
運
河
を
拡
充
し
、
鉄
道
建
設
に
よ
っ
て
国
内
交
通
網
を
整
備

し
、
流
通
の
活
性
化
を
促
し
た
。
ま
た
電
気
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
郵
便
制
度
設
立
な

ど
の
公
共
事
業
も
徐
々
に
進
ん
だ
。
ラ
ー
マ
五
世
時
代
に
は
、
欧
米
か
ら
多
く
の
外
国
人

が
バ
ン
コ
ク
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
タ
イ
の
王
侯
貴
族
も
競
っ
て
子
弟
を
西
洋
に

留
学
さ
せ
た
。
ラ
ー
マ
五
世
自
身
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
二
度
訪
問
し
各
国
の
元
首
と
交

流
を
結
ん
だ
他
、
西
欧
植
民
地
と
な
っ
て
い
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
も

訪
れ
て
い
る
。

ラ
ー
マ
五
世
時
代
は
こ
う
し
た
西
洋
文
化
と
の
接
触
を
き
っ
か
け
と
し
、
チ
ャ
ク
リ
ー

宮
殿
、
ボ
ロ
マ
ピ
マ
ー
ン
宮
殿
、
ア
ナ
ン
タ
ー
サ
マ
ー
コ
ム
宮
殿
（
ド
ゥ
シ
ッ
ト
王
宮
内
）

な
ど
多
く
の
西
洋
建
築
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
本
格
的
な
西
洋
建
築
は
、
新
古

典
主
義
の
柱
、
破
風
、
ド
ー
ム
屋
根
な
ど
を
備
え
て
い
る
。
チ
ャ
ク
リ
ー
宮
殿
の
破
風
に

は
、
王
家
の
紋
章
や
ラ
ー
マ
五
世
の
肖
像
画
が
飾
ら
れ
、
宮
殿
内
に
は
そ
れ
ま
で
描
か
れ

た
こ
と
の
な
い
国
王
の
肖
像
画
が
飾
ら
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
侯
か
ら
は
自
ら
を
模
し

た
胸
像
が
贈
ら
れ
、
同
じ
部
屋
を
飾
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
建
築
装
飾
の
変
化
は
、
仏
教

寺
院
に
も
認
め
ら
れ
、
バ
ン
コ
ク
王
宮
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
に
は
歴
代
国
王
の
象
徴
を
祀
る

祠
が
建
立
さ
れ
、
ベ
ン
チ
ャ
マ
ー
ボ
ピ
ッ
ト
寺
院
の
本
堂
や
回
廊
の
破
風
に
は
新
た
に
整

備
さ
れ
た
省
庁
の
紋
章
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
堂
の
内
外
を
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
堂

の
よ
う
に
荘
厳
し
た
例
も
出
現
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
こ
の
時
期
は
、
西
洋
文
化
を
大
幅
に
取
り
入
れ
建
築
装
飾
の
モ
チ
ー
フ

に
西
洋
的
な
王
の
肖
像
画
や
紋
章
な
ど
が
採
用
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
伝
統
的
な
も
の
を
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一

重
視
し
、
よ
り
古
い
時
代
の
美
術
様
式
に
回
帰
す
る
と
い
う
両
面
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
螺
鈿
扉
と
し
て
は
、
以
下
の
作
品
が
知
ら
れ
て
い
る
。

o
扉
（
一
対
二
枚
）、
ボ
ロ
マ
ニ
ワ
ー
ス
寺
院
仏
舎
利
塔
、
ラ
ー
マ
四
世
時
代

p
扉
（
個
数
不
明
）、
バ
ン
コ
ク
王
宮
内
プ
ッ
タ
ラ
タ
ナ
サ
タ
ー
ン
堂
、
ラ
ー
マ
四
世
時

代 

q
扉
（
入
口
中
央
扉
一
対
二
枚
、
入
口
脇
扉
四
対
八
枚
、
窓
扉
十
四
対
二
十
八
枚
）
ラ
ー
チ
ャ

ボ
ピ
ッ
ト
寺
院
本
堂
、
ラ
ー
マ
五
世
時
代

ラ
ー
マ
五
世
時
代
の
一
八
八
二
年
は
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
一
〇
〇
周
年
に
当
た
り
、
こ
の

時
王
宮
前
広
場
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
様
々
な
タ

イ
製
品
が
展
示
さ
れ
た
が
、
多
数
の
螺
鈿
工
芸
品
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
訪
タ
イ
外
国

人
の
報
告
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る

（
（（
（

。

そ
こ
に
は
、
高
坏
、
盆
、
本
箱
、
複
数
の
螺
鈿
扉
、
た
い
へ
ん
美
し
い
螺
鈿
器
な
ど

が
並
ん
で
い
た
。
そ
れ
ら
は
何
千
も
の
貝
片
で
造
っ
た
天
人
や
象
な
ど
の
文
様
で
飾

ら
れ
て
い
た
。
螺
鈿
工
芸
は
タ
イ
で
人
気
の
職
業
で
（
中
略
）
タ
イ
螺
鈿
は
洋
館
の

居
間
や
食
堂
の
内
装
に
も
合
っ
て
い
る
し
、
タ
イ
人
に
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
す
に

違
い
な
い
。（
中
略
）
国
王
は
二
枚
の
螺
鈿
絵
を
展
示
し
て
い
た
。
一
枚
に
は
国
王

の
紋
章
が
、
も
う
一
枚
に
は
天
人
の
合
掌
図
が
描
か
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
来
館
者

か
ら
特
別
の
注
目
を
集
め
て
い
た
。（
中
略
）
そ
の
他
螺
鈿
装
飾
が
施
さ
れ
た
経
厨

子
が
二
台
あ
っ
た
。（
後
略
）

こ
の
史
料
か
ら
一
八
八
二
年
頃
に
は
、螺
鈿
工
芸
は
依
然
盛
況
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（2）
ラ
ー
チ
ャ
ボ
ピ
ッ
ト
寺
院
本
堂
螺
鈿
扉

ラ
ー
チ
ャ
ボ
ピ
ッ
ト
寺
院
本
堂
螺
鈿
扉
の
由
来

第
三
期
を
代
表
す
る
螺
鈿
扉
と
し
て
は
、ま
ず
q
ラ
ー
チ
ャ
ボ
ピ
ッ
ト
寺
院
本
堂
扉（
図

版
三
）
を
先
に
取
り
上
げ
た
い
。
こ
の
扉
は
バ
ン
コ
ク
王
宮
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
に
建
て
ら

れ
た
プ
ラ
サ
ー
ト
・
プ
ラ
テ
ー
プ
ビ
ド
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
堂
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
堂
は
ラ
ー
マ
四
世
時
代
に
建
立
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
完
成
を
見
る
こ
と

な
く
王
は
亡
く
な
る
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
工
事
が
進
ま
な
か
っ
た
が
、
ラ
ー
マ
五
世
時
代

の
一
八
八
二
年
に
迎
え
た
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
一
〇
〇
周
年
に
合
わ
せ
て
よ
う
や
く
完
成
し

た
。
一
八
七
九
年
に
テ
ィ
ワ
ー
コ
ラ
ウ
ォ
ン
王
子
が
螺
鈿
扉
制
作
の
総
責
任
者
に
任
命
さ

れ
て
い
る

（
（（
（

こ
と
か
ら
、
こ
の
扉
は
一
八
七
九
年
か
ら
一
八
八
二
年
の
間
に
造
ら
れ
た
こ
と

に
な
る
。
こ
の
堂
は
一
九
〇
三
年
の
火
災
で
屋
根
が
焼
け
落
ち
て
し
ま
う
。
ラ
ー
マ
五
世

は
自
ら
消
火
の
指
揮
に
当
た
り
、
螺
鈿
扉
を
取
り
外
さ
せ
た
た
め
難
を
逃
れ
、
後
に
こ
の

扉
は
ラ
ー
チ
ャ
ボ
ピ
ッ
ト
寺
院
本
堂
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
プ
ラ
サ
ー
ト
・
プ
ラ

テ
ー
プ
ビ
ド
ー
ン
堂
の
修
復
は
ラ
ー
マ
六
世
時
代
の
一
九
一
八
年
に
終
了
し
た
が
、
入
口

に
は
新
た
に
造
ら
れ
た
箔
絵
の
扉
板
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る

（
（（
（

。

ラ
ー
チ
ャ
ボ
ピ
ッ
ト
寺
院
は
ラ
ー
マ
五
世
の
即
位
二
年
目
に
当
た
る
一
八
六
九
年
に
建

立
が
始
ま
り
、
一
八
七
四
年
に
は
本
堂
の
屋
根
飾
り
が
取
り
付
け
ら
れ
て
一
応
の
完
成
を

み
た
が
、
寺
院
全
体
の
竣
工
ま
で
に
は
さ
ら
に
約
十
五
年
を
費
や
し
て
い
る

（
（（
（

。
本
尊
仏
の

台
座
に
ラ
ー
マ
五
世
の
遺
骨
が
安
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
ラ
ー
マ
五
世
の
菩
提
寺
と
み
な
さ

れ
て
い
る
。
敷
地
内
に
は
ラ
ー
マ
五
世
の
子
孫
の
墓
地
が
あ
る
。

現
在
ラ
ー
チ
ャ
ボ
ピ
ッ
ト
寺
院
本
堂
に
設
置
さ
れ
て
い
る
入
口
扉
は
総
数
五
対
十
枚
あ

り
、
正
面
中
央
扉
の
一
対
だ
け
が
特
別
に
大
き
い
サ
イ
ズ
と
な
っ
て
い
る
。
窓
扉
は
十
四

対
二
十
八
枚
を
数
え
る
。
現
在
の
プ
ラ
サ
ー
ト
・
プ
ラ
テ
ー
プ
ビ
ド
ー
ン
堂
は
十
字
平
面

を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
翼
の
入
口
に
四
対
八
枚
の
扉
板
と
窓
二
十
八
箇
所
に
計
五
十
六
枚
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の
扉
板
が
あ
る
。
火
災
後
の
修
復
前
後
で
扉
・
窓
の
配
置
お
よ
び
サ
イ
ズ
は
同
じ
だ
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
と
同
数
の
螺
鈿
扉
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
火
災

後
に
ラ
ー
チ
ャ
ボ
ピ
ッ
ト
寺
院
に
転
用
さ
れ
た
の
は
、
入
口
扉
四
対
八
枚
と
、
窓
扉
は
当

初
あ
っ
た
う
ち
の
半
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
螺
鈿
扉
が
ラ
ー
チ
ャ
ボ
ピ
ッ
ト
寺
院

に
移
設
さ
れ
た
の
は
ラ
ー
マ
六
世
時
代
の
一
九
二
二
年

（
（（
（

で
あ
り
、
一
九
〇
三
年
の
プ
ラ
サ

ー
ト
・
プ
ラ
テ
ー
プ
ビ
ド
ー
ン
堂
火
災
以
降
十
九
年
間
も
の
長
い
期
間
保
管
さ
れ
て
い
た

こ
と
に
な
る
。

元
の
扉
を
戻
さ
ず
プ
ラ
サ
ー
ト
・
プ
ラ
テ
ー
プ
ビ
ド
ー
ン
堂
に
新
た
に
箔
絵
の
扉
を
制

作
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
か
な
り
の
数
の
扉
が
火
災
で
破
損
し
て
い
た
た
め
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
不
足
分
を
再
建
し
よ
う
に
も
、
こ
の
頃
螺
鈿
職
人
局
で
は
螺
鈿
職
人
が
減
り
、

新
し
い
作
品
を
大
量
に
造
れ
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
八
九
六
年
の
公
文
書
も
残

さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
以
上
の
理
由
か
ら
、
状
態
の
よ
い
扉
だ
け
を
選
び
ラ
ー
チ
ャ
ボ
ピ
ッ
ト
寺

院
に
移
設
し
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
移
設
は
即
座
に
決
定
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
ラ
ー

チ
ャ
ボ
ピ
ッ
ト
寺
院
の
建
立
か
ら
四
十
年
が
経
ち
、
本
堂
に
元
々
あ
っ
た
扉
の
修
理
が
必

要
に
な
っ
た
際
に
、
移
設
案
が
持
ち
上
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
元
の
扉
は
同
寺
院

内
の
仏
堂
に
移
設
さ
れ
た
が
、
こ
の
木
彫
の
扉
は
プ
ラ
サ
ー
ト
・
プ
ラ
テ
ー
プ
ビ
ド
ー
ン

堂
由
来
の
螺
鈿
扉
と
ま
っ
た
く
同
じ
文
様
モ
チ
ー
フ
と
構
成
を
持
っ
て
い
る
。

一
九
二
二
年
に
プ
ラ
サ
ー
ト
・
プ
ラ
テ
ー
プ
ビ
ド
ー
ン
堂
の
扉
が
ラ
ー
チ
ャ
ボ
ピ
ッ
ト

寺
院
に
移
設
さ
れ
た
時
、
中
央
大
扉
は
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
た

（
（（
（

が
、
こ
の
大
扉
の
由
来

は
不
明
で
あ
る
。
サ
イ
ズ
か
ら
見
る
と
、
プ
ラ
サ
ー
ト
・
プ
ラ
テ
ー
プ
ビ
ド
ー
ン
堂
か
ら

の
移
設
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
新
た
に
造
ら
れ
た
と
す
る
と
制
作
年
代
の
上
限

は
一
九
〇
三
年
、
下
限
は
一
九
二
二
年
と
な
る
が
、
一
八
九
六
年
以
降
の
職
人
不
足
の
状

況
と
矛
盾
す
る
。
さ
ら
に
現
在
の
設
置
状
況
を
見
る
と
、
二
枚
の
扉
の
召
し
合
わ
せ
部
分

の
重
な
り
が
文
様
と
合
っ
て
お
ら
ず
、
文
様
の
な
い
黒
地
の
部
分
が
目
立
っ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
こ
の
中
央
扉
が
こ
の
本
堂
入
口
の
扉
と
し
て
設
計
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
に
く

い
。
こ
の
大
扉
は
一
体
ど
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
扉
は
一
九
七
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
修
復
が
行
わ
れ
た
が

（
（（
（

、
宮
廷
に
は
螺

鈿
職
人
が
い
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
ガ
ウ
ィ
ー
チ
ャ
イ
・
ワ
ン
シ
ン
ラ
パ
ー
ク
ン
一
家

を
二
十
五
万
バ
ー
ツ
で
二
年
間
雇
い
修
復
に
当
た
ら
せ
た
。
こ
の
時
扉
内
側
の
箔
絵
の
修

復
も
行
っ
た
が
、
そ
の
経
費
は
わ
ず
か
二
万
バ
ー
ツ
だ
っ
た
。
詳
し
い
損
傷
具
合
が
不
明

の
た
め
単
純
比
較
は
で
き
な
い
が
、
螺
鈿
扉
の
修
復
に
は
箔
絵
の
場
合
と
比
べ
て
十
倍
以

上
の
金
額
が
か
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
修
復
に
か
か
る
時
間
も
箔
絵
の
場
合
は
数

か
月
程
度
で
済
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
は
、
螺
鈿
扉
の
制
作
が
い
か
に

た
い
へ
ん
で
あ
り
、
作
品
は
他
の
寺
院
に
移
設
し
た
り
経
厨
子
な
ど
に
転
用
さ
れ
る
ほ
ど

貴
重
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

近
年
こ
の
扉
は
傷
み
が
ひ
ど
く
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
一
三
年
に
か
け
て
再
度
修
復

が
行
わ
れ
た
。
修
理
を
行
っ
た
芸
術
局
伝
統
工
芸
部
の
専
門
家
に
よ
る
と

（
（（
（

、
貝
が
剝
落
し

て
い
た
箇
所
は
一
九
七
五
年
の
修
復
箇
所
で
あ
る
と
み
ら
れ
、
貝
の
文
様
の
裏
に
は
紙
が

貼
ら
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。こ
れ
は
、一
九
七
五
年
に
行
わ
れ
た
修
理
の
際
、

故
障
箇
所
の
貝
文
様
を
新
た
に
切
り
出
し
て
紙
に
貼
っ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
扉
に
塗
り
込

め
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
故
障
だ
っ
た
。
紙
は
か
な
り
厚
く
、
ま
た
漆
で
は
な
く
油
性

の
塗
料
が
使
わ
れ
た
た
め
、
早
い
周
期
で
劣
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

文
様
・
表
現
技
法
・
モ
チ
ー
フ

ラ
ー
チ
ャ
ボ
ピ
ッ
ト
寺
院
の
螺
鈿
扉
に
は
大
小
異
な
る
三
つ
の
サ
イ
ズ
が
あ
る
が
、
三

十
八
枚
す
べ
て
が
細
部
を
除
い
て
ほ
ぼ
同
じ
文
様
構
成
を
持
つ
。
現
在
本
堂
は
改
修
中
で

窓
扉
の
調
査
が
で
き
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
正
面
三
箇
所
の
扉
を
検
討
す
る
が
、
中
央
扉

は
由
来
が
不
明
な
た
め
、
特
に
脇
扉
（
挿
図
14
︲
（1）
）
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
。
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文
様
構
成
は
縁
取
り
文
様
帯
と
そ
の
内
側
の
中
心
文
様
か
ら
な
り
、
扉
二
枚
で
線
対
称

の
構
図
を
持
つ
た
め
、
第
一
期
の
よ
う
に
静
的
な
印
象
が
強
い
。
脇
扉
で
は
縁
取
り
文
様

帯
上
に
カ
ノ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
葉
と
蔓
で
構
成
し
た
唐
草
文
（
挿
図
14
︲
（2）
）
が
採
用
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
文
様
は
漆
喰
彫
刻
や
木
彫
な
ど
で
一
般
的
な
タ
イ
の
文
様
だ
が
、
第
一

期
、
二
期
の
縁
取
り
文
様
帯
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
正
面
中
央
大
扉
で
は
菱
形
花
文
が

並
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
第
一
期
に
見
ら
れ
た
文
様
構
成
で
あ
る
。

中
心
文
様
は
縦
に
五
つ
並
ん
だ
勲
章
で
、
こ
れ
ま
で
に
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
モ
チ
ー

フ
で
あ
る
。
勲
章
制
度
は
ラ
ー
マ
四
世
時
代
に
西
洋
に
倣
い
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、
功
績

の
あ
っ
た
王
族
や
貴
族
に
国
王
か
ら
下
賜
さ
れ
た
。
描
か
れ
て
い
る
勲
章
は
最
も
上
位
の

も
の
か
ら
順
に
、
九
宝
勲
章
（
挿
図
14
︲
（3）
）、
チ
ャ
ク
リ
ー
勲
章
、
白
象
勲
章
（
挿
図
14

︲
（2）
）、
ラ
ー
マ
五
世
勲
章
、
王
冠
勲
章
の
五
つ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
最
も
新
し
い
の
が

一
八
八
二
年
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
創
立
一
〇
〇
周
年
に
合
わ
せ
て
制
定
さ
れ
た
「
チ
ャ
ク
リ

ー
勲
章
」
で
あ
る

（
（（
（

。
螺
鈿
文
様
は
、
中
心
に
メ
ダ
ル
と
そ
れ
を
取
り
囲
む
肩
掛
け
襷
、
襷

に
重
ね
て
表
現
さ
れ
て
い
る
金
属
製
の
鎖
、
メ
ダ
ル
の
下
の
リ
ボ
ン
と
そ
こ
か
ら
下
が
る

小
さ
な
メ
ダ
ル
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
実
物
の
メ
ダ
ル
は
金
属
製
で
宝
石
や
七
宝
焼
き
で

色
と
り
ど
り
に
飾
ら
れ
て
い
る
が
、
螺
鈿
で
は
モ
ノ
ト
ー
ン
で
あ
り
な
が
ら
メ
ダ
ル
の
美挿図 14 -（1） 同 寺院本堂螺鈿脇扉
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六
四

よ
う
な
西
洋
的
な
モ
チ
ー
フ
の
採
用
は
、
タ
イ
が
勲
章
制
度
と
い
っ
た
西
洋
的
な
制
度
を

持
つ
文
明
国
で
あ
る
こ
と
を
誇
示
す
る
と
共
に
、
絶
対
王
政
を
確
立
し
て
い
っ
た
国
王
の

権
威
を
表
す
た
め
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

勲
章
の
背
景
文
様
に
な
っ
て
い
る
渦
巻
唐
草
文
（
挿
図
14
︲
（2）
）
は
第
一
期
か
ら
継
承

し
た
抽
象
的
な
植
物
文
様
だ
が
、
印
象
は
か
な
り
異
な
る
。
大
小
異
な
っ
た
サ
イ
ズ
の
渦

巻
が
見
ら
れ
、
蔓
は
勲
章
メ
ダ
ル
を
菱
形
状
に
囲
み
直
線
と
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
を
描
き
な

が
ら
上
方
へ
と
延
び
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
大
小
の
渦
巻
と
直
線
を
交
え
た
蔓
が
交
差
し

な
が
ら
上
へ
上
へ
と
延
び
て
い
く
唐
草
文
は
、
ボ
ロ
マ
ニ
ワ
ー
ス
寺
院
仏
舎
利
塔
扉
や
バ

ン
コ
ク
王
宮
プ
ッ
タ
ラ
タ
ナ
サ
タ
ー
ン
堂
の
扉
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
ラ
ー
マ
四
世
時

代
頃
か
ら
流
行
し
始
め
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

唐
草
文
上
に
は
六
種
類
の
人
物
像
が
左
右
一
対
ず
つ
縦
に
並
ん
で
い
る
。
上
か
ら
、
梵

し
い
形
状
が
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
襷
の
部
分
は
布
が
波
打
っ
て
い
る
様
子
が
螺
鈿

で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
襷
に
重
ね
ら
れ
た
鎖
に
は
様
々
な
文
様
や
タ
イ
文
字
が
描
か
れ
て

い
る
が
、
螺
鈿
で
は
こ
の
よ
う
な
重
な
っ
た
文
様
を
描
く
の
に
は
不
向
き
で
あ
り
、
新
た

な
試
み
で
あ
る
。

実
在
す
る
勲
章
メ
ダ
ル
を
写
実
的
に
表
現
し
て
い
る
点
か
ら
は
、
表
現
方
法
の
大
き
な

変
革
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
下
地
と
な
っ
た
の
は
、
ラ
ー
マ
四
世
時
代
に
初

め
て
タ
イ
に
も
た
ら
さ
れ
た
写
真
機
や
肖
像
画
の
流
行
に
み
ら
れ
る
写
実
主
義
の
流
入
が

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
前
は
、
国
王
や
王
族
は
仏
像
や
神
像
で
表
現
さ
れ
、
写
実
的
な
美

術
表
現
は
皆
無
で
あ
っ
た
た
め
、
似
顔
絵
や
肖
像
画
の
類
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
勲

章
メ
ダ
ル
の
よ
う
な
西
洋
的
な
装
飾
が
モ
チ
ー
フ
に
採
用
さ
れ
た
の
は
、
宮
殿
な
ど
の
西

洋
建
築
装
飾
に
紋
章
等
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
倣
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

挿図 14 -（3） 同 螺鈿脇扉九宝勲章図

挿図 14 -（2） 同 螺鈿脇扉白象勲章図
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五

天
・
天
人
・
天
女
・
キ
ン
ナ
リ
ー
（
緊
那
羅
）（
挿
図
14
︲
（4）
）・
ハ
ヌ
マ
ー
ン
・
鬼
（
イ
ン

ト
ラ
チ
ッ
ト
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
中
央
大
扉
・
脇
扉
共
並
び
順
は
同
じ
だ
が
、
図
案

は
異
な
り
中
央
扉
で
は
背
景
の
唐
草
文
か
ら
独
立
し
て
動
き
を
強
調
し
た
ポ
ー
ズ
を
と
っ

て
お
り
、
第
二
期
の
プ
ラ
チ
ェ
ー
ト
ゥ
ポ
ン
寺
院
本
堂
螺
鈿
扉
あ
る
い
は
、
影
絵
芝
居
に

使
わ
れ
る
影
絵
に
も
通
じ
る
。
他
方
、
脇
扉
の
人
物
像
は
下
半
身
が
唐
草
と
一
体
化
し
て

お
り
、
第
一
期
の
渦
巻
唐
草
文
中
に
現
れ
る
脇
文
様
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
裏
入
口
扉
や
窓
扉
に
は
こ
の
人
物
像
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
モ
チ
ー
フ
か

ら
見
る
と
梵
天
・
天
人
・
天
女
・
キ
ン
ナ
リ
ー
（
緊
那
羅
）
は
『
三
界
経
』
由
来
だ
が
、

ハ
ヌ
マ
ー
ン
と
鬼
は
『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
の
登
場
人
物
で
あ
り
、
統
一
的
な
モ
チ
ー

フ
の
選
択
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
伝
統
的
な
吉
祥
文
を
並
べ
た
だ
け
の
装
飾
意
匠
で

あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
現
技
法
は
第
二
期
を
踏
襲
し
、
大
形
貝
片
の
使
用
と
毛

彫
り
が
見
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
西
洋
的
な
モ
チ
ー
フ
の
採
用
と
同
時
に
伝
統
的
な
タ
イ
文
様
へ
の
回

帰
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
う
し
た
古
い
文
様
の
持
つ
本
来
の
意
味
的
側
面
は
形
骸
化

し
、
様
々
な
吉
祥
文
を
並
べ
た
だ
け
に
も
見
え
る
。

技
法
的
に
は
、
第
一
期
、
第
二
期
に
続
き
厚
貝
漆
地
螺
鈿
で
炭
粉
漆
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
表
現
の
特
徴
と
し
て
は
、
写
実
的
な
表
現
を
貝
片
の
組
み
合
わ
せ
で
行
う
新
た
な
試

み
が
認
め
ら
れ
る
。
大
形
貝
片
と
細
か
い
貝
片
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
、
見
事
に
写
実

性
に
迫
っ
て
い
る
。
襷
と
重
な
っ
た
鎖
の
表
現
や
そ
の
襷
を
表
現
す
る
た
め
に
、
細
長
く

切
り
揃
え
た
貝
片
を
少
し
ず
つ
ず
ら
し
て
並
べ
る
こ
と
で
波
打
つ
様
子
を
表
現
し
て
い
る

の
も
新
し
い
試
み
で
あ
る
。
見
る
角
度
に
よ
っ
て
貝
が
緑
や
ピ
ン
ク
に
反
射
し
、
襷
の
質

感
を
印
象
派
の
絵
画
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

挿図 14 -（4） 同 螺鈿脇扉キンナリー図
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六

（3）
ボ
ロ
マ
ニ
ワ
ー
ス
寺
院
螺
鈿
扉
と
プ
ッ
タ
ラ
タ
ナ
サ
タ
ー
ン
堂
螺
鈿
扉

遡
っ
て
ラ
ー
マ
四
世
時
代
の
作
品
を
見
る
と
、
ま
ず
o
ボ
ロ
マ
ニ
ワ
ー
ス
寺
院
仏
舎
利

塔
の
螺
鈿
扉
（
挿
図
15
︲
（1）
）
が
あ
る
。
ラ
ー
マ
三
世
時
代
の
一
八
三
六
年
、
ラ
ー
マ
四

世
が
ま
だ
僧
籍
に
あ
っ
た
時
、
個
人
的
に
こ
の
寺
院
の
修
復
を
行
っ
た

（
（（
（

。
建
築
様
式
に
ラ

ー
マ
四
世
時
代
の
特
徴
が
現
れ
て
い
る
た
め
、
ラ
ー
マ
四
世
時
代
の
作
品
に
数
え
ら
れ

る
。
こ
の
修
復
で
は
寺
院
全
体
の
建
物
の
再
建
を
行
っ
た
た
め
、
修
復
が
終
わ
っ
た
の
は

ラ
ー
マ
四
世
の
即
位
後
に
な
る
が
、
は
っ
き
り
と
し
た
年
代
は
不
明
で
あ
る

（
（（
（

。
こ
の
時
建

て
た
釣
鐘
型
仏
舎
利
塔
の
基
壇
正
面
側
に
は
螺
鈿
扉
が
あ
る
。
螺
鈿
扉
の
文
様
構
成
は
、

渦
巻
唐
草
文
を
背
景
に
「
国
王
を
象
徴
す
る
器
物
」
が
中
心
文
様
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
扉
の
サ
イ
ズ
が
小
さ
い
た
め
か
、
縁
取
り
文
様
帯
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
左
右
の

扉
で
中
心
文
様
は
異
な
り
、
向
か
っ
て
左
の
扉
で
は
、
上
か
ら
、
白
い
九
層
天
蓋
、
王

冠
（
挿
図
15
︲
（2）
）、
棍
棒
・
前
髪
飾
り
・
剣
・
払
子
・
靴
（
挿
図
15
︲
（3）
）
が
並
ん
で
い

る
。
右
の
扉
で
は
上
か
ら
、
五
層
天
蓋
、
扇
子
（
団
扇
）（
挿
図
15
︲
（4）
）、
箱
と
な
っ
て

い
る
。
九
層
天
蓋
は
国
王
の
象
徴
だ
が
、
五
層
天
蓋
は
王
族
出
身
の
王
子
・
王
女
を
象
徴

す
る
こ
と
か
ら
、出
家
中
の
ラ
ー
マ
四
世
自
身
を
象
徴
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
王
冠
・

棍
棒
・
剣
・
払
子
と
団
扇
・
靴
の
五
つ
は
実
在
の
ロ
イ
ヤ
ル
レ
ガ
リ
ア
五
種
に
当
て
は
ま

る
。
こ
れ
ら
王
権
の
正
当
性
を
示
す
宝
物
を
王
子
時
代
に
螺
鈿
扉
の
文
様
に
採
用
し
た
の

は
、
ラ
ー
マ
二
世
の
嫡
子
で
あ
る
王
子
自
身
が
本
来
王
位
を
継
ぐ
正
当
性
を
持
つ
こ
と
、

さ
ら
に
将
来
ラ
ー
マ
三
世
の
跡
を
継
ぐ
べ
き
は
自
身
で
あ
る
こ
と
を
表
し
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
実
物
を
螺
鈿
文
様
に
置
き
換
え
る
と
い
っ
た
ラ
ー
チ
ャ
ボ
ピ
ッ
ト
寺
院
扉
で
行

わ
れ
た
こ
と
が
、
こ
の
扉
で
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
渦
巻
唐
草
文
は
縦
方
向
へ
の
志
向
性
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
中
心
文
様
を
囲
む
形
に

は
な
っ
て
い
な
い
。
唐
草
の
葉
文
が
従
来
の
「
カ
ノ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
炎
状
の
も
の
か

挿図 15 -（1） ボロマニワース寺院仏舎利塔扉

ら
、
中
国
的
な
牡
丹
唐
草
文
に
あ
る
よ
う
な
幅
の
広
い
牡
丹
の
葉
状
に
替
わ
っ
て
い
る
の

は
、
ラ
ー
マ
三
世
様
式
の
影
響
が
強
い
。
こ
の
作
品
に
見
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
や
渦
巻
唐
草

文
の
様
式
か
ら
、
こ
の
作
品
は
第
三
期
の
中
で
も
最
も
早
い
時
期
の
作
品
だ
と
言
え
る
。

バ
ン
コ
ク
王
宮
プ
ッ
タ
ラ
タ
ナ
サ
タ
ー
ン
堂
は
ラ
ー
マ
四
世
時
代
に
宮
廷
の
女
性
達
の

た
め
に
バ
ン
コ
ク
王
宮
に
建
立
さ
れ
た
仏
堂

（
（（
（

で
、
後
宮
に
位
置
し
て
い
る
た
め
一
般
公
開

さ
れ
て
い
な
い
。
堂
の
入
口
や
窓
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
p
螺
鈿
扉
は
第
二
次
大
戦
中

に
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
一
時
王
宮
内
の
倉
庫
で
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
後
堂
の
修
復
の
際
に
螺
鈿
扉
も
修
理
さ
れ
、
元
の
位
置
に
戻
さ
れ
た

（
（（
（

。
写
真
確
認
の
限

り
で
は
、
入
口
扉
と
窓
扉
に
は
異
な
っ
た
図
案
が
採
用
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。
ま
ず
入
口
螺
鈿
扉

（
挿
図
16
︲
（1）
）
の
文
様
構
成
は
、
細
い
縁
取
り
文
様
帯
の
内
側
に
隙
間
な
く
詰
め
込
ま

れ
た
渦
巻
唐
草
文
上
に
様
々
な
中
心
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
唐
草
文
は
中
心
文
様
の
周

囲
を
囲
み
な
が
ら
上
へ
と
延
び
て
い
く
こ
の
時
期
特
有
の
様
式
を
表
し
て
い
る
。
中
心
文
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様
は
、
上
か
ら
祠
・
ガ
ル
ー
ダ
に
乗
る
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
龍
王
上
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
ア
イ
ラ

ー
ヴ
ァ
タ
（
エ
ラ
ワ
ン
象
）
と
そ
の
上
に
乗
る
祠
（
宮
殿
）・
宮
殿
の
中
に
い
る
白
象
と
な

っ
て
お
り
、
頂
点
に
は
白
い
五
層
の
天
蓋
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
中
心
文
様
の
両
側
を
挟

ん
で
い
る
脇
文
様
は
、
上
か
ら
、
天
人
合
掌
図
・
天
蓋
・
天
蓋
・
天
蓋
・
天
蓋
・
天
女
と

な
っ
て
い
る
。
国
王
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
化
身
で
あ
り
、
ア
イ
ラ
ー
ヴ
ァ
タ
と
宮
殿
は
天
人

の
王
で
あ
る
帝
釈
天
を
象
徴
す
る
が
、
こ
れ
も
国
王
の
象
徴
で
あ
る
。
白
象
も
ま
た
国
王

を
象
徴
す
る
吉
祥
文
で
あ
る
。
天
蓋
は
高
貴
な
人
物
を
象
徴
し
、
天
人
や
天
女
は
そ
の
人

物
が
天
上
界
の
神
と
同
義
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
中
心
文
様
の
祠
中
に
納
め
ら
れ
て
い
る

も
の
は
写
真
か
ら
判
別
で
き
な
い
が
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
国
王
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ

る
と
わ
か
る
。

窓
扉
（
挿
図
16
︲
（2）
）
で
は
中
心
文
様
が
上
か
ら
、
五
層
天
蓋
・
チ
ュ
ラ
マ
ニ
ー
仏
塔
・

白
い
九
層
天
蓋
・
ウ
ナ
ー
ロ
ム
・
ガ
ル
ー
ダ
・
宮
殿
・
王
冠
・
二
段
の
高
坏
と
な
っ
て
い

る
。
チ
ュ
ラ
マ
ニ
ー
仏
塔
は
ブ
ッ
ダ
が
出
家
し
た
時
切
り
落
と
し
た
聖
髪
を
納
め
た
仏
塔

で
ブ
ッ
ダ
の
象
徴
で
あ
る
と
共
に
、
こ
の
仏
塔
が
忉
利
天
に
あ
る
こ
と
か
ら
忉
利
天
の
主

で
あ
る
帝
釈
天
を
暗
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ウ
ナ
ー
ロ
ム
は
ブ
ッ
ダ
の
悟
り
の

象
徴
で
あ
る
。
九
層
天
蓋
は
国
王
の
象
徴
で
あ
り
、
ガ
ル
ー
ダ
・
宮
殿
・
王
冠
は
そ
れ
ぞ

れ
父
王
ラ
ー
マ
二
世
・
兄
王
ラ
ー
マ
三
世
・
ラ
ー
マ
四
世
自
身
の
象
徴
で
あ
る
。
高
坏
は

こ
れ
ら
の
象
徴
物
を
納
め
る
器
で
あ
る
。
こ
の
堂
が
王
室
の
女
性
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た

仏
堂
で
あ
る
こ
と
か
ら
仏
教
的
な
モ
チ
ー
フ
が
混
在
し
て
い
る
が
、
や
は
り
国
王
や
王
家

を
象
徴
す
る
も
の
が
多
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
扉
は
ラ
ー
チ
ャ
ボ
ピ
ッ
ト
寺
院
扉
に
先
行
す
る
ラ
ー
マ
四
世
時

代
の
作
品
で
あ
り
、
主
に
国
王
や
王
権
の
象
徴
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る
点
、
縦
へ
の
志

向
性
を
持
っ
た
渦
巻
唐
草
文
の
背
景
を
持
つ
点
か
ら
、
第
三
期
の
作
品
と
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
象
徴
の
種
類
に
は
第
一
期
か
ら
受
け
継
い
だ
神
話
的
な
モ
チ
ー
フ
も
見
ら

れ
る
が
、
天
蓋
は
実
物
を
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
歴
代
国
王
を
象
徴
す
る
図
像
が
こ

の
時
期
す
で
に
考
案
さ
れ
て
い
る
点
に
も
注
目
し
た
い
。
つ
ま
り
本
扉
の
モ
チ
ー
フ
に

は
、
い
ず
れ
も
国
王
の
権
威
を
強
調
す
る
役
割
を
担
う
仏
教
、
伝
統
的
な
神
話
、
そ
し
て

第
三
期
に
特
徴
的
な
王
権
を
象
徴
す
る
具
象
物
や
国
王
の
象
徴
が
共
存
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
、
神
話
的
、
あ
る
い
は
様
々
な
西
洋
風
の
国
王
の
象
徴
を
並
べ
て
見
せ
る
方
法
は
、

中
国
美
術
な
ど
で
吉
祥
文
を
羅
列
し
た
「
宝
尽
く
し
」
の
表
現
手
段
と
通
じ
、
前
出
ナ
ー

ン
ノ
ー
ン
寺
院
螺
鈿
扉
の
箔
絵
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

挿図 15 -（2） 同 螺鈿扉ロイヤルレガリア
図（王冠）

挿図 15 -（3） 同 螺鈿扉ロイヤルレガリア
図（剣・払子・棍棒・靴）

挿図 15 -（4） 同 螺鈿扉ロイヤルレガリア
図（団扇）
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八

（4）
第
三
期
螺
鈿
扉
文
様
の
特
徴
と
そ
の
歴
史
的
意
味

第
三
期
の
螺
鈿
扉
で
は
、
勲
章
や
国
王
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
っ
た
新
た
な
モ
チ
ー
フ
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
西
洋
の
建
築
装
飾
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
導
入
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
、
西
洋
の
模
倣
を
す
る
こ
と
で
タ
イ
が
文
明
国
で
あ
る
こ
と
を
対
外
的
に
示
す
と
い
う

狙
い
と
同
時
に
王
家
の
権
威
を
顕
示
す
る
た
め
の
新
し
い
表
現
法
だ
っ
た
。

一
方
で
伝
統
へ
の
復
古
が
見
ら
れ
、『
三
界
経
』
や
『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
由
来
の

人
物
・
神
獣
像
や
伝
統
的
な
唐
草
文
が
再
登
場
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
は
西

洋
的
な
モ
チ
ー
フ
と
第
一
期
や
二
期
か
ら
受
け
継
い
だ
伝
統
的
な
モ
チ
ー
フ
と
文
様
様
式

が
混
在
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
在
り
方
は
こ
の
時
代
の
社
会
的
・
外
交
的
な
情
勢
を
写
し

た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
う
し
た
文
様
に
は
勲
章
や
ロ
イ
ヤ
ル
レ
ガ
リ
ア
の
よ
う
な
実
物
を
写
し
た
も
の
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
写
実
的
な
表
現
や
貝
に
よ
る
印
象
派
絵
画
の
よ
う
な
表
現
は
こ
の
時
期

の
特
徴
で
あ
る
。
一
方
で
『
三
界
経
』
由
来
の
人
物
像
や
『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
の
登

場
人
物
像
で
は
伝
統
的
な
文
様
様
式
を
継
承
し
、
装
飾
的
意
匠
と
し
て
の
色
合
い
が
強

い
。
伝
統
的
な
渦
巻
唐
草
文
も
再
び
登
場
す
る
が
、
よ
り
縦
へ
の
方
向
性
を
強
め
新
し
い

様
式
と
な
っ
て
い
る
。
技
法
的
に
は
第
一
期
か
ら
の
小
形
貝
片
に
よ
る
文
様
構
成
に
加

え
、
第
二
期
に
始
ま
っ
た
大
形
貝
片
の
使
用
と
毛
彫
り
で
の
線
刻
描
写
が
引
き
続
き
見
ら

れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
三
期
に
分
け
て
検
討
し
た
寺
院
扉
を
中
心
と
す
る
タ
イ
の
近
世
近
代
螺
鈿
の
変
遷

と
そ
の
歴
史
的
意
味
に
つ
い
て
再
度
簡
単
に
ま
と
め
、
最
後
に
第
三
期
以
降
の
螺
鈿
工
芸

の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

本
稿
で
は
タ
イ
の
螺
鈿
扉
に
見
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
・
表
現
法
・
技
法
を
検
討
し
、
そ
の

結
果
タ
イ
の
螺
鈿
扉
の
変
遷
を
大
き
く
三
期
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
特
徴
を
明
ら

か
に
し
た
。
ま
た
、
社
会
的
・
対
外
的
あ
る
い
は
政
治
的
な
要
因
が
モ
チ
ー
フ
の
変
化
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
点
も
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
螺
鈿
装
飾
が
施
さ
れ
た
器
物
、
特
に
寺

院
扉
の
多
く
が
、
王
家
か
ら
寺
院
へ
奉
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

王
室
や
上
流
階
層
は
政
治
的
影
響
下
に
置
か
れ
る
と
共
に
、
最
初
に
外
国
の
文
化
に
触

れ
、様
々
な
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
こ
れ
ら
の
作
品
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。つ
ま
り
、

螺
鈿
扉
の
文
様
は
王
権
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
を
表
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
社
会
情
勢
の
変
化
が
螺
鈿
工
芸
に
現
れ
る
変
化
か
ら
読
み

取
れ
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。

挿図 16 -（1） バンコク王宮内プッタラタ
ナサターン堂螺鈿扉

挿図 16 -（2） 同螺鈿窓扉
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具
体
的
に
は
、
モ
チ
ー
フ
は
仏
教
の
世
界
観
を
表
す
『
三
界
経
』
由
来
の
も
の
か
ら
国

王
の
権
威
を
宗
教
的
に
表
す
『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
や
「
龍
」
と
い
っ
た
中
国
的
な
も

の
へ
、
そ
し
て
最
後
に
は
国
王
の
象
徴
や
勲
章
な
ど
西
洋
的
な
も
の
に
よ
っ
て
王
家
の
権

威
を
表
現
す
る
と
い
う
道
筋
を
辿
る
。『
ラ
ー
マ
キ
エ
ン
物
語
』
の
導
入
は
、
新
王
朝
の

創
設
に
伴
い
内
政
的
に
王
権
を
顕
示
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
、
中
国
的
な

モ
チ
ー
フ
は
、
貿
易
を
通
し
た
中
国
交
流
と
中
国
移
民
の
流
入
に
端
を
発
し
た
中
国
美
術

の
流
行
を
示
し
て
い
る
。
西
洋
的
な
モ
チ
ー
フ
は
西
洋
諸
国
と
の
接
触
に
よ
る
影
響
を
示

す
と
共
に
、
タ
イ
が
「
西
洋
化
」
し
た
文
明
国
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
表
現
で
あ
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
王
家
を
礼
賛
す
る
た
め
に
様
々
な
象
徴
物
を
導
入
し
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。

文
様
構
成
は
、
第
一
期
で
は
左
右
対
称
で
静
的
な
表
現
が
行
わ
れ
、
第
二
期
で
は
大
胆

に
絵
画
表
現
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
躍
動
的
な
印
象
を
放
つ
。
第
三
期
で
は
第
一
期

へ
の
復
古
が
見
ら
れ
、
対
称
形
の
固
い
構
図
へ
戻
っ
て
い
る
。

表
現
技
法
で
は
、
全
時
期
を
通
し
て
厚
貝
漆
地
螺
鈿
で
あ
る
こ
と
は
共
通
す
る
が
、
大

形
貝
片
の
使
用
と
毛
彫
り
や
微
塵
貝
の
蒔
き
貝
な
ど
い
く
つ
か
の
新
た
な
表
現
技
法
が
第

二
期
に
導
入
さ
れ
、
絵
画
表
現
を
成
立
さ
せ
た
。
こ
う
い
っ
た
螺
鈿
工
芸
独
特
の
技
法
を

使
っ
た
例
は
、
中
国
な
ど
の
同
時
代
の
東
ア
ジ
ア
作
品
に
も
見
ら
れ
る
た
め
海
外
の
螺
鈿

作
品
と
の
接
触
が
想
起
さ
れ
る
が
、
導
入
の
経
緯
は
特
定
で
き
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。
第
三
期
に
は
初
め
て
実
物
を
螺
鈿
文
様
に
映
す
写
実
的
な
描
写
の
試
み
が
な

さ
れ
、
ま
た
布
の
上
に
鎖
が
重
ね
ら
れ
た
様
子
や
襷
が
波
打
つ
様
子
を
多
数
の
細
い
貝
片

を
使
い
印
象
派
絵
画
の
よ
う
に
表
現
し
た
。

本
稿
で
は
王
朝
文
化
の
表
れ
で
あ
る
螺
鈿
扉
を
中
心
に
時
期
区
分
を
行
い
、
そ
の
変
遷

と
意
味
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
今
後
歴
史
的
作
品
の
材
料
特
定
や
そ
の
特
徴
、
技
法
の

復
元
、
螺
鈿
扉
以
外
の
作
品
群
の
様
式
的
研
究
、
そ
し
て
中
国
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
の
作
品

と
の
比
較
な
ど
、
タ
イ
螺
鈿
工
芸
の
全
体
像
に
迫
り
た
い
と
思
う
。

お
わ
り
に
、
第
三
期
以
降
の
螺
鈿
工
芸
を
巡
る
状
況
に
つ
い
て
、
以
下
の
書
簡
を
取
り

上
げ
結
び
と
し
た
い
。
一
八
九
六
年
ド
ゥ
シ
ッ
ト
宮
殿
内
で
用
い
る
た
め
、
ラ
ー
マ
五
世

は
テ
ィ
ワ
ー
コ
ラ
ウ
ォ
ン
王
子
に
高
さ
二
五
〇
㎝
、
全
長
一
〇
ｍ
に
も
及
ぶ
螺
鈿
の
衝
立

の
制
作
を
命
じ
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
テ
ィ
ワ
ー
コ
ラ
ウ
ォ
ン
王
子
か
ら
の
回
答
が
こ
の

書
簡
で
あ
る

（
（（
（

。

ド
ゥ
シ
ッ
ト
宮
殿
は
重
要
な
宮
殿
で
あ
り
（
中
略
）
宮
殿
に
あ
る
玉
座
も
螺
鈿
で
装

飾
さ
れ
て
お
り
、
螺
鈿
の
衝
立
と
は
調
和
が
取
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
螺
鈿
装

飾
は
故
障
し
に
く
い
。（
中
略
）
し
か
し
な
が
ら
現
在
螺
鈿
職
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
近
頃
螺
鈿
の
仕
事
で
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
螺
鈿
の
仕
事
に
は
多
大
な
時
間
を
要
し
、
た

と
え
仕
事
が
早
い
職
人
で
も
完
成
ま
で
に
は
相
当
の
時
間
が
か
か
る
。（
中
略
）
螺

鈿
職
人
は
木
彫
、
金
工
、
漆
喰
な
ど
の
よ
り
完
成
の
早
い
仕
事
に
移
っ
て
い
っ
て
し

ま
っ
た
。
さ
ら
に
近
年
螺
鈿
に
使
わ
れ
る
貝
が
値
上
が
り
し
た
た
め
、
以
前
は
高
坏

な
ど
の
螺
鈿
製
品
を
求
め
て
い
た
人
も
よ
り
安
い
代
用
品
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。す
で
に
あ
る
も
の
は
未
だ
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、新
た
な
制
作
注
文
も
な
く
、

螺
鈿
の
仕
事
は
専
ら
国
の
事
業
頼
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
螺
鈿
工
芸
は
今

斜
陽
に
な
っ
て
い
る
。（
中
略
）
私
が
螺
鈿
工
芸
の
興
隆
と
継
承
の
た
め
に
い
く
ら

努
め
て
も
、
時
折
入
る
国
の
事
業
の
み
で
は
、
そ
の
事
業
が
終
わ
れ
ば
職
人
は
ま
た

元
の
仕
事
に
戻
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
腕
の
良
い
職
人
も
日
を
追
っ
て
残
り
少
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
新
た
に
職
人
を
育
て
る
に
も
、
す
ぐ
に
は
古
い
職
人
の
腕
に

届
か
な
い
。（
中
略
）
螺
鈿
工
芸
を
復
興
し
維
持
し
て
い
く
に
は
、
ひ
と
え
に
国
王
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七
〇

の
力
に
よ
る
他
な
く
、
常
に
仕
事
の
あ
る
状
態
を
作
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
適
正
な
給
与
を
保
証
し
、
他
の
仕
事
を
し
て
生
活
の
糧
に
し
な
け
れ
ば
と
い

う
心
配
を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）
現
在
螺
鈿
職
人
局
に
は
精
緻

な
仕
事
が
で
き
る
職
人
は
三
、
四
人
に
過
ぎ
な
い
。
今
回
の
事
業
を
進
め
る
た
め
に

は
、
新
た
に
職
人
を
育
て
な
い
こ
と
に
は
到
底
人
手
が
足
り
な
い
。（
中
略
）
今
回

の
事
業
の
工
程
は
私
の
計
算
で
は
三
年
を
要
す
る
（
中
略
）
衝
立
の
一
面
で
お
よ
そ

一
〇
一
〇
個
の
構
成
文
様
を
造
る
計
算
に
な
り
、
両
面
で
は
二
〇
二
〇
を
数
え
る
。

平
均
的
な
職
人
で
一
つ
の
文
様
を
仕
上
げ
る
の
に
二
十
日
か
か
る
。
し
た
が
っ
て
、

三
十
人
の
職
人
で
取
り
組
ん
で
も
三
年
か
か
る
計
算
と
な
る
。（
中
略
）
三
十
人
の

職
人
の
月
給
は
、
技
能
に
よ
っ
て
十
二
バ
ー
ツ
か
ら
四
十
バ
ー
ツ
に
な
る
（
中
略
）

貝
殻
は
九
五
七
六
個
必
要
と
な
る
。（
中
略
）
こ
の
よ
う
に
、
衝
立
を
造
る
に
は
銀

五
〇
〇
チ
ャ
ン
（
六
〇
〇
㎏
）
が
必
要
と
な
る
。（
中
略
）
シ
ャ
ム
（
タ
イ
）
の
伝
統

工
芸
と
し
て
螺
鈿
工
芸
を
維
持
・
促
進
す
る
た
め
で
あ
れ
ば
こ
の
事
業
を
行
う
べ
き

だ
が
、
あ
ま
り
に
高
額
な
資
金
が
必
要
で
あ
り
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
。（
後
略
）

三
十
人
の
螺
鈿
職
人
の
他
、
さ
ら
に
八
種
の
役
割
を
挙
げ
て
十
人
を
割
り
当
て
、
総
勢

四
十
人
が
仕
事
に
関
わ
る
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
人
に
支
払
わ
れ
る
月
給
の
総
額
四
五
七

二
四
バ
ー
ツ
の
見
積
も
り
を
添
付
し
て
い
る
。
結
局
こ
の
事
業
は
経
費
が
障
害
と
な
り
取

り
や
め
と
な
っ
た
。
こ
の
文
書
が
書
か
れ
た
の
は
、
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
一
〇
〇
周
年
か
ら

わ
ず
か
に
十
四
年
後
の
一
八
九
六
年
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
わ
ず
か
な
期
間
で
螺
鈿
工
芸

が
急
激
に
衰
退
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
原
因
は
螺
鈿
器
の
需
要
の
低
下
と
螺
鈿

職
人
の
生
計
上
の
問
題
で
あ
り
、
当
時
の
螺
鈿
工
芸
を
取
り
巻
く
状
況
が
よ
く
わ
か
る
。

こ
の
文
書
は
そ
の
後
に
続
く
螺
鈿
工
芸
衰
退
時
代
の
始
ま
り
を
告
げ
て
い
る
。

ラ
ー
マ
六
世
時
代
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
王
家
の
豊
富
な
資
金
力
に
よ
っ
て
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
た
寺
院
の
建
立
に
代
わ
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
専
ら
公
共
投
資
に
財
政
を
傾

け
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
タ
イ
が
近
代
国
家
へ
と
変
容
し
て
い
く
過
程
で
、
螺
鈿
工
芸

は
一
時
代
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
る
。

註（
1
）	 วิสันธนี โพธิสุนทร, “ เครื่องมุก （
螺
鈿
工
芸
）”, กรมศิลปากร, 1981, p. 13.

（
原
文
タ
イ
語
）

（
2
）	Fiorella R

ispoli, R
oberto C

iarla, V
incent C

. Pigott, ‘Establishing the Prehistoric C
ultural 

Sequence for the Lopburi R
egion, C

entral T
hailand’“, J W

orld Prehist” Vol. 26, Springer 

Science+Business M
edia N

ew
 York, Published online 2013, p. 132./ C

harles Franklin H
igham

, 

Fiorella R
ispoli,‘Th

e M
un Valley and C

entral Th
ailand in prehistory: integrating tw

o cultural 

Sequences’“O
pen Archaeology”, Vol. 1, D

E G
FRU

YT
ER

 O
PEN

, 2014, pp. 13-14.

な
ど
。

（
3
）	 กรมศิลปากร, “ ประวัติวัดราชบพิธสถิตมหาสีมาราม

（
ラ
ー
チ
ャ
ボ
ピ
ッ
ト
寺
院
の
歴
史
）”, คณ

ะกรรมการ

	
ดำ�เนินงานฉลองพระชนมายุ ๙๐ พรรษา...”, 1988, p. 35.

（
原
文
タ
イ
語
）

（
4
）	

以
下
本
稿
と
関
連
す
る
タ
イ
の
王
朝
と
王
の
年
代
を
挙
げ
る
。
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
時
代
（
一
三
五

一
～
一
七
六
七
）、
ナ
ー
ラ
ー
イ
王
時
代
（
一
六
五
六
～
一
六
八
八
）、
プ
ラ
ペ
ー
ト
ラ
ー
チ
ャ
ー

王
時
代
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
三
）、
ス
ア
王
時
代
（
一
七
〇
三
～
一
七
〇
九
）、
タ
ー
イ
サ
王
時

代
（
一
七
〇
九
～
一
七
三
三
）、
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代
（
一
七
三
三
～
一
七
五
八
）、
ト
ン
ブ
リ

ー
王
朝
タ
ー
ク
シ
ン
王
時
代
（
一
七
六
七
～
一
七
八
二
）、
現
チ
ャ
ク
リ
ー
王
朝
ラ
ー
マ
一
世
時

代
（
一
七
八
二
～
一
八
〇
九
）、
二
世
時
代
（
一
八
〇
九
～
一
八
二
四
）、
三
世
時
代
（
一
八
二
四

～
一
八
五
一
）、
四
世
時
代
（
一
八
五
一
～
一
八
六
八
）、
五
世
時
代
（
一
八
六
八
～
一
九
一
〇
）、

六
世
時
代
（
一
九
一
〇
～
一
九
二
五
）、
七
世
時
代
（
一
九
二
五
～
一
九
三
五
）。

（
5
）	

『
タ
イ
語
三
印
法
典
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』http://app.cias.kyoto-u.ac.jp/infolib/m

eta_pub/G
0000

	
003gissv/

（
6
）	

前
掲
註
5
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、‘ กฎมณ

เทียรบาล

（
王
室
法
典
）’, no. 13, p. 62./no. 178, p. 127./

no.183, p. 129.
（
7
）	

前
掲
註
5
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、‘ ตำ�เหน่งนาผลเรือน

（
官
職
と
付
与
耕
地
）’, p. 223. /

一
ラ
イ
は
四

〇
〇
㎡
に
相
当

（
8
）	 สันต์ ท. โกมลบุตร, แปล, “ จดหมายเหตุการเดินทางสู่ประเทศสยามของบาทหลวงตาชารด์

（
タ
ー
シ
ャ

ル
・
サ
イ
ア
ム
渡
航
記
録
）” เกษมบรรณ

กิจ, 1976, p. 70.

（
原
文
タ
イ
語
）

（
9
）	 “ คำ�ให้การขุนหลวงวัดประดู่ทรงธรรม

（
ク
ン
ル
ワ
ン
・
ワ
ッ
ト
プ
ラ
ド
ゥ
ー
ソ
ン
タ
ム
証
言
）”, 

	
มหาวิทยาลัยสุโขทัยธรรมธิราช, 2012, p. 29.

（
原
文
タ
イ
語
）
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七
一

（
10
）	

前
掲
註
9
文
献
、p. 76.

（
11
）	
前
掲
註
9
文
献
、p. 19.

（
12
）	
後
出
註
25
文
献
、สถานศึกษาวัฒ

นธรรมญ
ี่ปุ่นไทย, 1941.

（
13
）	 หลวงวิศาลศิลปกรรม, “ ตำ�ราวิชาช่างประดับมุก

（
螺
鈿
装
飾
職
人
教
本
）”, สำ�นักวัฒ

นธรรมทาง

	
ศิลปกรรมสภาวัฒ

นธรรมแห่งชาติ, 1954.

（
原
文
タ
イ
語
）

（
14
）	 วิสันธนี โพธิสุนทร, “ เครื่องมุก

（
螺
鈿
工
芸
）”, กรมศิลปากร, 1981.

（
原
文
タ
イ
語
）

（
15
）	 กลุ่มวิชาการด้านศิลป์ไทย สำ�นักช่างสิบหมูู่่ , “ โครงการสร้างต้นแบบเพื่อจัดทำ�องค์ความรู้ด้านงาน ช่าง 

ประดับ มุก

（
知
識
共
有
の
た
め
の
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
螺
鈿
工
芸
の
職
人
の
仕
事
）”, 

กรมศิลปากร, 2010.

（
芸
術
局
内
部
資
料
、
原
文
タ
イ
語
）

（
16
）	 Julathusana Byachrananda, Th

ai M
other-of-Pearl Inlay, Th

am
es &

 H
udson, 2001.

（
17
）	 ศุภวัฒ

น์ เกษมศรี, “ พระเจ้าบรมวงศ์เธอ พระองค์เจ้าเกษมศรีศภโยค กรมหมื่นทิวากรวงศ์ประวั ติ

（
カ

セ
ー
ム
シ
ー
ス
パ
ヨ
ー
ク
・
グ
ロ
マ
ム
ー
ン
テ
ィ
ワ
ー
コ
ラ
ウ
ォ
ン
プ
ラ
ワ
ッ
ト
伝
記
）”, 

ราชสกุล

	
เกษมศรี, 2007.

（
原
文
タ
イ
語
）

（
18
）	

ラ
ー
マ
五
世
時
代
ま
で
は
副
王
制
度
が
あ
り
、
副
王
宮
に
も
王
宮
同
様
数
々
の
役
所
が
置
か
れ

て
い
た
。

（
19
）	

ชุตินันท
์ แสนป

ระเสริฐ, “ ลายสัญ
ลักษ

ณ
์บ

นบ
านป

ระตูป
ระดับ

มุกในสมัยอยุธยาตอนป
ลาย 

พุทธศตวรรษที ่ 23

（
仏
暦
二
十
三
世
紀
ア
ユ
タ
ヤ
朝
後
期
の
螺
鈿
扉
に
見
ら
れ
る
文
様
の
象
徴
）”, 

มหาวิทยาลัยศิลปากร, 2012.

（
原
文
タ
イ
語
）

（
20
）	 หม่อมเจ้ายาใจ จิตรพงศ์, “ การตกแต่งด้วยรัก วัสดุในสถาปัตยกรรมและการตกแต่ง
（
漆
に
よ
る
装

飾
：
建
築
と
装
飾
の
材
料
）”, มหาวิทยาลัยศิลปากร, 1962.

（
原
文
タ
イ
語
）
╱มงคล กฤชนาวิน, 

“ พัฒ
นาการและการเปลี่ยนแปลงของงานประดับมุกในประณ

ีตศิลป์ไทย

（
タ
イ
螺
鈿
装
飾
の
変
遷
）”, 

มหาวิทยาลัยศิลปากร, 2014.

（
原
文
タ
イ
語
╱“ ช่างศิลป์ไทย เล่มที ่ 2

（
タ
イ
の
工
芸
美
術 
第
二
巻
）” 

กรมศิลปากร, 1994.

（
原
文
タ
イ
語
）
な
ど
。

（
21
）	

本
章
の
記
述
は
、
筆
者
が
芸
術
局
伝
統
工
芸
部
で
の
二
〇
〇
七
年
頃
か
ら
現
在
に
及
ぶ
調

査
で
得
た
知
見
を
基
に
し
て
い
る
。
ま
た
以
下
の
文
献
を
参
考
と
し
た
。
後
出
註
25
文
献
╱

วิสันธนี โพธิสุนทร, “ เครื่องมุก

（
螺
鈿
工
芸
）”

╱อำ�พล สัมมาวุฒ
ธิ, ‘ งานช่างมุก’“ ช่างศิลป์ไทย เล่มที่2

（
タ
イ
の
工
芸
美
術 

第
二
巻
）” , pp. 100-104.

（
原
文
タ
イ
語
）
╱กลุ่มวิชาการด้านศิลป์ไทย 

สำ�นักช่างสิบหมูู่่ , “ โครงการสร้างต้นแบบเพื่อจัดทำ�องค์ความรู้ ด้านงานช่างประดับมุก

（
知
識
共
有
の
た

め
の
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
：
螺
鈿
工
芸
の
職
人
の
作
業
工
程
）”.

╱บัณ
ฑิต อิทร์คง, ‘ เทคนิคการ

	
เตรียม พื้นรักในงานศิลปะลายรดน้ำ�เชิงอนุรักษ์

（
箔
絵
制
作
に
お
け
る
漆
地
準
備
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
）’ 

“ สัมมนาวิชาการศึกษายางรักเพื่ออนุรักษ์ภูมปัญ
ญ

าไทย”, 2009, pp. 200-206.

（
原
文
タ
イ
語
）

（
22
）	 วีระชัย ณ

 นคร, ‘ ไม้รักใหญ
่ทรัพยากรทรงคุณ

ค่า

（
価
値
あ
る
資
源
漆
樹
）’ “ สัมมนาวิชาการศึกษา

	
ยางรักเพื่ออนุรักษ์ภูมปัญ

ญ
าไทย”, 2009, pp. 17-18.

（
原
文
タ
イ
語
）

（
23
）	

石
井
米
雄
氏
は
一
七
一
一
年
と
一
七
一
二
年
分
の
輸
入
品
目
が
わ
か
る
「
唐
蛮
貨
物
帳
」
や
永

積
洋
子
氏
が
ま
と
め
た
一
六
四
八
年
か
ら
一
七
五
六
年
ま
で
の
輸
入
品
目
が
記
さ
れ
て
い
る
「
唐

船
貨
物
改
帳
」
の
中
の
タ
イ
か
ら
の
輸
入
品
に
注
目
し
、そ
の
中
に
「
黒
漆
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
、

「
三
十
六
壺
」と
い
っ
た
分
量
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る（
石
井
米
雄
・
吉
川
利
治『
日
・

タ
イ
交
流
六
〇
〇
年
史
』、
講
談
社
、
一
九
八
七
年
、
九
七
頁
、
一
〇
三
頁
）。
さ
ら
に
、
当
時
の

も
の
造
り
の
中
心
京
都
市
内
三
条
か
ら
発
掘
さ
れ
た
タ
イ
中
部
の
ノ
ー
イ
川
窯
産
の
四
耳
壺
に
は

タ
イ
な
ど
で
採
れ
る
グ
ル
タ
種
の
漆
が
付
着
し
て
い
た
。
ま
た
同
じ
場
所
か
ら
は
、
タ
イ
産
漆
が

塗
ら
れ
た
椀
や
蓋
、
漆
刷
毛
、
ヘ
ラ
な
ど
も
発
掘
さ
れ
て
い
る
（『
企
画
展
示 U

RU
SH

I

ふ
し
ぎ

物
語
�
人
と
漆
の
一
二
〇
〇
〇
年
史
』、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
一
七
年
、
二
一
四
～
二

一
五
頁
）。

（
24
）	

後
出
註
25
文
献
、p. 2.

╱
現
在
タ
イ
の
漆
樹
の
多
く
は
国
有
保
護
林
の
中
に
あ
り
、
漆
液
の
採

取
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
で
使
わ
れ
て
い
る
漆
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
シ
ャ
ン
州
産
の
漆
で
チ
ェ

ン
マ
イ
の
業
者
が
輸
入
し
、
バ
ン
コ
ク
で
も
売
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
タ
イ
産
の
漆

樹
液
が
ど
の
よ
う
な
性
質
を
持
っ
て
い
る
の
か
確
認
で
き
て
い
な
い
。
室
瀬
和
美
氏
に
よ
る
と
、

乾
季
の
漆
は
透
明
度
が
高
く
ベ
ン
ガ
ラ
と
混
ぜ
て
朱
漆
を
作
る
の
に
向
い
て
い
る
が
、
雨
季
の
漆

は
空
気
に
触
れ
る
と
漆
黒
に
な
る
と
、
二
十
年
近
く
前
チ
ェ
ン
マ
イ
で
説
明
を
受
け
た
と
い
う
。

（
25
）	 วัฒ

นา ตรีพฤกษ์พันธ์ , “ ตำ�ราสำ�หรับทาเครื่องภาชนะต่างๆ ทารัก ทาสี ทาสีน้ำ�มัน ทาวานิช

（
器
物
塗
り

教
本 

漆
・
塗
料
・
油
性
塗
料
・
ワ
ニ
ス
）”, pp. 3, 18, 22-23.

╱
本
著
で
は
炭
粉
漆
の
作
り
方
を

そ
の
用
途
に
よ
っ
て
六
種
類
挙
げ
、
炭
粉
漆
を
作
る
際
に
添
加
す
る
素
材
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説

し
て
お
り
、
戦
前
の
技
法
を
知
る
上
で
ほ
ぼ
唯
一
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
漆
器
修
復
用
の
炭
粉

漆
の
作
り
方
の
説
明
も
あ
る
。
そ
の
中
に
タ
イ
古
来
の
技
法
と
し
て
バ
ナ
ナ
の
葉
を
焼
い
た
炭
を

用
い
る
方
法
が
あ
る
が
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
の
殻
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
ま
た
、
ル
ワ
ン
・
ウ
ィ

サ
ー
ン
シ
ン
ラ
パ
カ
ム
の
著
書
で
も
漆
に
混
ぜ
る
素
材
は
バ
ナ
ナ
あ
る
い
は
チ
ガ
ヤ
を
焼
い
た

炭
か
煤
で
も
よ
い
と
あ
る
（หลวงวิศาลศิลปกรรม, “ ตำ�ราวิชาช่างประดับมุก

（
螺
鈿
職
人
教
本
）”, p. 

8.

）。
現
在
螺
鈿
で
は
コ
コ
ナ
ッ
ツ
を
焼
い
た
灰
を
使
う
が
、
上
記
の
古
い
文
献
に
は
な
い
こ
と

か
ら
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
の
炭
を
使
う
方
法
は
比
較
的
新
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
歴
史

的
に
ど
の
よ
う
な
素
材
を
漆
に
混
ぜ
て
い
た
の
か
究
明
す
る
こ
と
は
、
修
復
保
存
の
必
要
性
か
ら

も
重
要
で
あ
り
、
化
学
的
分
析
に
よ
る
解
明
が
期
待
さ
れ
る
。

（
26
）	
室
瀬
和
美
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
、
タ
イ
の
螺
鈿
作
品
で
使
用
さ
れ
て
い
る
貝
片
の
中
に
は
、
直

径
二
〇
㎝
ほ
ど
の
夜
光
貝
か
ら
で
は
確
保
で
き
な
い
よ
う
な
広
い
平
坦
面
を
持
っ
た
も
の
が
見
ら

れ
、
か
つ
て
大
形
の
夜
光
貝
が
生
息
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

（
27
）	

三
木
榮
は
当
時
タ
イ
で
使
わ
れ
て
い
た
夜
光
貝
の
入
手
先
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
プ
ー
ケ

      



美

術

研

究

四

二

六

号

186

七
二

ッ
ト
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
中
国
を
挙
げ
て
い
る

前
掲
註
25
文
献
、pp. 15-16.

）。

（
28
）	
本
稿
執
筆
中
に
バ
ン
コ
ク
か
ら
北
西
に
約
一
〇
〇
㎞
の
ス
パ
ン
ブ
リ
ー
県
で
籐
の
蔓
に
鉄
線
を

張
っ
た
糸
鋸
を
使
っ
て
い
る
螺
鈿
職
人
が
い
る
と
い
う
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
近
々
調
査
し
別

の
機
会
に
報
告
し
た
い
。

（
29
）	

小
松
大
秀
・
加
藤
寛
『
漆
芸
品
の
鑑
賞
知
識
』、
至
文
堂
、
一
九
九
七
年
、
図
二
十
六
参
照
。

同
書
で
は
、
チ
ェ
ン
マ
イ
で
こ
の
よ
う
な
道
具
を
実
見
し
た
と
報
告
し
、
図
も
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
チ
ェ
ン
マ
イ
で
は
螺
鈿
工
芸
の
伝
統
は
な
い
。
そ
の
後
の
調
査
で
、
チ
ェ
ン
マ
イ
の
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
で
は
二
十
年
ほ
ど
前
に
バ
ン
コ
ク
か
ら
招
聘
し
た
職
人
が
螺
鈿
工
芸
を
教
え
て
い
た

と
い
う
話
を
聞
い
た
。
し
か
し
、そ
の
時
研
修
を
受
け
た
人
を
探
し
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

現
在
チ
ェ
ン
マ
イ
で
螺
鈿
工
芸
品
を
造
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
は
な
い
。

（
30
）	

小
林
公
治
「
ベ
ト
ナ
ム
の
螺
鈿
」『
東
風
西
声
』、
第
六
号
、
九
州
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
一
年
、

七
〇
頁
。
╱
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
工
芸
科
の
小
椋
範
彦
教
授
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
調
査
で
手

製
の
糸
鋸
を
使
用
し
て
い
る
の
を
実
見
し
、
研
究
材
料
と
し
て
持
ち
帰
っ
た
と
し
て
い
る
。

（
31
）	

室
瀬
和
美
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
手
製
の
糸
鋸
は
切
れ
味
が
良
く
な
い
た
め
切
り
口
に
鋸
状
の
凹

凸
が
で
き
る
が
、
自
在
に
折
線
を
切
り
抜
く
こ
と
が
で
き
、
古
い
作
品
の
貝
の
切
り
口
に
は
こ
う

し
た
凹
凸
が
観
察
さ
れ
る
と
い
う
。

（
32
）	

北
村
昭
斎
「
正
倉
院
宝
物
の
螺
鈿
技
法
に
関
す
る
知
見
に
つ
い
て
」『
正
倉
院
紀
要
』、
第
三
十

号
、
二
〇
〇
八
年
、
一
七
～
二
一
頁
。

（
33
）	

様
々
な
文
献
や
年
代
記
の
記
述
、
ラ
ー
マ
一
世
時
代
の
建
築
に
現
れ
て
い
る
。
一
例
に พิริยะ 

ไกรฤกษ์,“ ประวัติศาสตร์ศิลปะในประเทศไทย ฉบับคู่มือนักศึกษา

（
学
生
の
た
め
の
タ
イ
美
術
史
）”, 

1985, p. 287. （
原
文
タ
イ
語
）

（
34
）	 “ พระราชพงศาวดารฉบับพระราชหัตถเลขา เล่ม 2

（
国
王
御
筆
王
朝
年
代
記 

第
二
巻
）”, กรม

	
ศิลปากร, 1992, p. 72.

（
原
文
タ
イ
語
）

（
35
）	

前
掲
註
34
文
献
、pp. 54-67.

（
36
）	 นริศรานุวัดติวงศ์และดํารงราชานุภาพ, “ สาส์นสมเด็จ ลายพระหัตถ์สมเด็จเจ้าฟ้ากรมพระยา

	
นริศรานุวัดติวงศ์และสมเด็จกรมพระยาดํารงราชานุภาพ ภาค 16

（
ナ
リ
サ
ラ
ー
親
王
と
ダ
ム
ロ
ン
親

王
交
換
書
簡
集 

第
一
六
部
）”, พระจันทร,์ 1955, p.  149. （
原
文
タ
イ
語
）

（
37
）	

前
掲
註
36
文
献
、pp. 149-150.

（
38
）	 หลวงวิศาลศิลปกรรม, “ ตำ�ราวิชาช่างประดับมุก

（
螺
鈿
職
人
教
本
）”, p. 7.

╱
室
瀬
和
美
氏
に
よ
る

と
こ
の
よ
う
な
技
法
は
薄
貝
に
用
い
ら
れ
る
技
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
は
じ
め
か
ら
貝
は

そ
れ
ほ
ど
厚
く
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
39
）	

日
高
薫
『
異
国
の
表
象
』、
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
八
年
、
一
一
四
～
一
一
六
頁
。

（
40
）	 “ ไตรภูมิกถา ฉบับถอดความ

（
三
界
経
）”, กรมศิลปากร, 2012.

（
原
文
タ
イ
語
）

（
41
）	 หลวงวิศาลศิลปกรรม, “ ตำ�ราวิชาช่างประดับมุก

（
螺
鈿
職
人
教
本
）”, p. 5.

（
42
）	 “ คำ�ให้การขุนหลวงวัดประดู่ทรงธรรม

（
ク
ン
ル
ワ
ン
・
ワ
ッ
ト
プ
ラ
ド
ゥ
ー
ソ
ン
タ
ム
証
言
）”, p. 

76.

（
43
）	

前
掲
註
42
文
献
、p. 74.

（
44
）	 “ พระราชพงศาวดารฉบับพระราชหัตถเลขา เล่ม 2

（
国
王
御
筆
王
朝
年
代
記 

第
二
巻
）”, กรม

	
ศิลปากร, 1992, p. 72.

（
原
文
タ
イ
語
）

（
45
）	 เจ้าพระยาทิพากรวงศ,์  “ พระราชพงศาวดารกรุงรัตนโกสินทร์ รัชกาลที่ ๑

（
ラ
ー
マ
一
世
王
年
代
記
）”, 

กรมศิลปากร, 2002, pp. 23-24.

（
原
文
タ
イ
語
）

（
46
）	 Subhadradis D

iskul and others, “T
he Suan pakkad palace collection”, C

hum
bhot-Pantip 

Foundation, 1991, p. 85.

（
47
）	 “ พงศาวดารเหนือ

（
北
方
年
代
記
）” กรมศิลปากร, 1973, pp. 13-15.

（
原
文
タ
イ
語
）

（
48
）	 สุภัทรดิศ ดิศกุล, “ ศิลปะในประเทศไทย

（
タ
イ
国
の
美
術
）”, พิมพ์ครั้งที ่ 10, มหาวิทยาลัยศิลปากร, 

1995, p. 26.

（
原
文
タ
イ
語
）

（
49
）	 “ จารึกสมัยสุโขทัย

（
ス
コ
ー
タ
イ
碑
文
集
）”, กรมศิลปากร, 1984, p. 89.

（
原
文
タ
イ
語
）

（
50
）	

い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
る
と
、ア
ユ
タ
ヤ
朝
二
代
王
は
チ
ェ
ン
マ
イ
遠
征
の
帰
路
で
こ
の
寺
院
に

立
ち
寄
り
チ
ナ
ラ
ー
ト
仏
に
参
拝
し
て
い
る“ พระราชพงศาวดารกรุงศรีอยุธยาฉบับพระจักรพรรดิพงศ์ 

( จาด) เล่มที ่ 1

（
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
年
代
記
ジ
ャ
カ
パ
ッ
ト
ポ
ン
本 

第
１
巻
）”, องค์การค้าคุรุสภา, 

1998, p. 7.

（
原
文
タ
イ
語
）。
ア
ユ
タ
ヤ
王
ボ
ロ
マ
ト
ラ
イ
ロ
ー
カ
ナ
ー
ト
は
即
位
す
る

と
一
四
六
三
年
以
来
ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
に
陣
取
り
、
一
四
八
八
年
に
亡
く
な
る
ま
で
の
二

十
五
年
間
こ
の
町
を
居
城
と
し
た
が
、
一
四
八
二
年
に
は
仏
舎
利
塔
の
祝
賀
を
執
り
行

っ
て
い
る
（‘ พระราชพงศาวดารกรุงเก่าฉบับหลวงประเสริฐอักษรนิติ์

（
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
年
代
記

ル
ワ
ン
・
プ
ラ
ス
ー
ト
・
ア
ク
ソ
ラ
ニ
本
）’ “ คำ�ให้การชาวกรุงเก่า...”, pp. 449-451.

）。
そ
の

後
も
ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
は
ア
ユ
タ
ヤ
朝
の
一
級
都
市
と
し
て
、
王
子
を
送
っ
て
治
め
さ
せ
た

（พระราชพงศาวดารกรุงเก่าฉบับหลวงประเสริฐอักษรนิติ์

（
ア
ユ
タ
ヤ
王
朝
年
代
記
ル
ワ
ン
・
プ
ラ
ス

ー
ト
・
ア
ク
ソ
ラ
ニ
本
）’ “ คำ�ให้การชาวกรุงเก่า...”, p. 453.

）。

（
51
）	 ดำ�รงราชานุภาพ, “ เรื่องเมืองพิษณ

ุโลก

（
ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
の
話
）”, กรมศิลปากร, 1943, p. 26.

（
原

文
タ
イ
語
）

（
52
）	 ศิเรมอร อุณ

หธูป, “ ศิลปะลวดลายบานประตูประดับมุกของไทย

（
タ
イ
の
螺
鈿
文
様
扉
の
美
術
）”, 

มหาวิทยาลัยศิลปากร, 1972. p. 37.

（
原
文
タ
イ
語
）
／
近
年
の
修
復
の
記
録
は
「
仏
暦
二
五
二
三

年
（
西
暦
一
九
八
〇
年
）
十
二
月
十
日
に
修
復

五
万
バ
ー
ツ
」。

（
53
）	 Julathusana Byachrananda, Th

ai M
other-of-Pearl Inlay, pp. 24-25.

（
54
）	

前
掲
註
45
文
献
参
照
。
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（
55
）	 เจ้าพระยาทิพากรวงศ,์ “ พระราชพงศาวดารกรุงรัตนโกสินทร์ รัชกาลที่ ๑

（
ラ
ー
マ
一
世
王
年
代
記
）”, 

p. 79.

（
56
）	
ガ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
ー
県
プ
ラ
テ
ン
ド
ン
ラ
ン
寺
院
の
螺
鈿
仏
足
は
、
こ
の
作
品
の
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
に
よ
る
と
仏
足
の
様
式
か
ら
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代
の
作
と
推
定
し
て
い
る
。
ア
ユ

タ
ヤ
の
ジ
ャ
ン
カ
セ
ー
ム
国
立
博
物
館
所
蔵
の
仏
足
石
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
螺
鈿
装
飾
が
残

り
、
よ
り
古
い
仏
足
の
文
様
を
示
し
て
い
る
が
、
制
作
年
代
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ

る
。
チ
ェ
ン
マ
イ
国
立
博
物
館
所
蔵
の
仏
足
は
、
チ
ェ
ン
マ
イ
市
内
の
プ
ラ
シ
ン
寺
院
に
あ

っ
た
も
の
だ
が
螺
鈿
工
芸
の
伝
統
が
な
い
チ
ェ
ン
マ
イ
で
こ
の
仏
足
が
ど
の
よ
う
に
制
作
さ

れ
た
の
か
興
味
深
い
。
こ
の
仏
足
に
は
ラ
ン
ナ
ー
文
字
や
チ
ェ
ン
マ
イ
の
経
典
に
描
か
れ
た

建
物
と
同
様
の
文
様
が
螺
鈿
で
描
か
れ
て
お
り
、
ま
た
タ
イ
の
中
部
で
ま
っ
た
く
例
の
な
い

東
ア
ジ
ア
起
源
の
文
様
が
採
用
さ
れ
て
い
る
他
、
北
部
の
装
飾
に
伝
統
的
な
大
き
な
ガ
ラ
ス

を
使
っ
た
装
飾
が
併
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
タ
イ
中
部
の
職
人
が
材
料
を
持
ち
込
み
チ

ェ
ン
マ
イ
の
職
人
と
協
力
し
て
制
作
し
た
作
品
で
は
な
い
か
と
し
、
螺
鈿
文
様
や
ガ
ラ
ス

の
文
様
の
様
式
と
制
作
技
法
の
研
究
か
ら
ボ
ロ
マ
ゴ
ー
ト
王
時
代
の
作
品
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
るอายะ ทะคะตะ, “ พระพุทธบาทประดับมุกในพิพิธภัณ
ฑสถานแห่งชาติเชียงใหม่ : 

วิเคราะห์รูปแบบศิลปกรรมและเทคนิคการสร้างงานประดับมุก
（
チ
ェ
ン
マ
イ
国
立
博
物
館
所
蔵
螺
鈿

仏
足
の
様
式
お
よ
び
制
作
技
法
の
研
究
）”, วิทยานิพนธ์ปริญ

ญ
าบัณ

ฑิต, สาขา ประวัติศาสตร์ศิลปะ 

คณ
ะโบราณ

คดี มหาวิทยาลัยศิลปากร, 2560.

（
原
文
タ
イ
語
）。
ラ
ー
マ
一
世
時
代
の
作
品
と
み
ら

れ
る
も
の
に
は
一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い
作
品
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
経
蔵

の
経
厨
子
や
八
台
ほ
ど
現
存
す
る
と
み
ら
れ
る
ホ
ー
プ
ラ
モ
ン
テ
ィ
ア
ン
タ
ム
堂
収
蔵
の
経
厨
子

は
、
書
籍
中
の
写
真
で
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
八
台
の
中
に
は
ラ
ー
マ
一
世
時
代
以
降
の
作

品
と
み
ら
れ
る
も
の
も
混
ざ
っ
て
い
る
。
バ
ン
コ
ク
王
宮
ド
ゥ
シ
ッ
ト
宮
殿
に
は
螺
鈿
装
飾
の
施

さ
れ
た
玉
座
と
寝
台
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
調
査
が
進
め
ば
、
ラ
ー
マ
一
世
時
代
の
作
品
の

全
容
が
よ
り
明
確
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
57
）	

第
一
次
英
緬
戦
争
（
一
八
二
四
～
一
八
二
六
）、
第
二
次
英
緬
戦
争
（
一
八
五
二
）、
第
三
次
英

緬
戦
争
（
一
八
八
五
～
一
八
八
六
）

（
58
）	

王
竹
敏『
十
七
～
二
十
世
紀
に
お
け
る
タ
イ
国
華
人
の
研
究
』、関
西
大
学
、二
〇
一
五
年
、二
四
、

二
五
、
三
〇
頁
。

（
59
）	

前
掲
註
58
文
献
、
三
六
頁
。

（
60
）	 เจ้าพระยาทิพากรวงศ,์ “ พระราชพงศาวดารกรุงรัตนโกสินทร์ รัชกาลที่ ๓

（
ラ
ー
マ
三
世
王
年
代
記
）”, 

กรมศิลปากร, 2004, p. 64. （
原
文
タ
イ
語
）

（
61
）	

前
掲
註
60
文
献
、p. 84.

（
62
）	 “ ประชุมจารึกวัดพระเชตุพนฯ

（
プ
ラ
チ
ェ
ー
ト
ゥ
ポ
ン
寺
院
碑
文
集
成
）”. พิมพ์ครั้งที ่3, 1974, p. 

14.

（
原
文
タ
イ
語
）
こ
の
修
復
で
は
大
横
臥
仏
が
造
立
さ
れ
、
仏
足
は
螺
鈿
で
装
飾
さ
れ
た
。

（
63
）	

一
二
九
二
年
の
紀
年
が
あ
る
ス
コ
ー
タ
イ
王
朝
第
一
碑
文
（
ラ
ー
ム
カ
ー
ヘ
ン
王
碑
文
）
に
は
、

ラ
ー
マ
洞
窟
（
タ
イ
語
で
タ
ム
・
プ
ラ
ラ
ー
ム
）
と
い
っ
た
『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
物
語
』
の
主
人
公

の
名
前
を
冠
し
た
地
名
が
登
場
し
、
さ
ら
に
こ
の
碑
文
を
彫
ら
せ
た
ラ
ー
ム
カ
ム
ヘ
ー
ン
王
の
名

前
も
「
ラ
ー
マ
の
ご
と
き
強
者
」
を
意
味
す
る
。

（
64
）	 หลวงวิศาลศิลปกรรม, “ ตำ�ราวิชาช่างประดับมุก

（
螺
鈿
職
人
教
本
）”, pp. 2-3.

（
65
）	

北
村
昭
斎
「
正
倉
院
宝
物
の
螺
鈿
技
法
に
関
す
る
知
見
に
つ
い
て
」『
正
倉
院
紀
要
』、
第
三
十

号
、
一
八
頁
。

（
66
）	 สุริยา รัตนกุล, “ พระอารามหลวงในกรุงเทพมหานคร เล่มที่ ๑

（
バ
ン
コ
ク
の
王
立
寺
院 

第
一
巻
）”, 

วิทยาลัยศาสนศึกษา มหาวิทยาลัยมหิดล, 2007, pp. 195-196.

（
原
文
タ
イ
語
）

（
67
）	 ศักดิ์ชัย สายสิงห,์“ งานช่างสมัยพระนั่งเกล้าฯ

（
ラ
ー
マ
三
世
時
代
の
美
術
）”, ศิลปวัฒ

นธรรม, 2008, 
p. 21, 22.

（
原
文
タ
イ
語
）

（
68
）	 กรมพระยาดำ�รงราชานุภาพ, “ พระราชพงศาวดารกรุงรัตนโกสินทร์ รัชกาลที่ ๒

（
ラ
ー
マ
二
世
王
年
代

記
）”, กรมศิลปากร, 2003, p. 208.

（
原
文
タ
イ
語
）

（
69
）	

前
掲
註
68
文
献
、p. 217.

（
70
）	 สุริยา รัตนกุล, “ พระอารามหลวงในกรุงเทพมหานคร เล่มที่ ๒

（
バ
ン
コ
ク
の
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本
稿
は
長
年
に
わ
た
る
調
査
・
研
究
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
二
十
七
日

に
東
京
文
化
財
研
究
所
文
化
財
情
報
資
料
部
研
究
会（
於
東
京
文
化
財
研
究
所
）で
行
っ
た
口
頭
発
表「
タ

イ
に
お
け
る
螺
鈿
工
芸
の
変
遷
と
そ
の
意
味
」
に
、
さ
ら
に
追
加
調
査
と
加
筆
修
正
を
行
っ
た
も
の
で

す
。
二
〇
〇
七
年
か
ら
現
在
ま
で
以
下
の
方
々
に
作
品
・
技
法
の
調
査
、
研
究
成
果
の
発
表
な
ど
で
ご

高
配
を
賜
り
、
多
岐
に
わ
た
る
貴
重
な
ご
助
言
と
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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サ
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ワ
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